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寄 稿 規 定 i 
1) 寄稿 者 は 会 員 に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 令 む こと が で きる 。 HRD OR 
が あっ た 場合 に か ぎり 受理 する こと が ある 。 
2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , AS IOMOE, ARLE, RS LOWER CCS 6 mR ( 雷 
報 を 含む ), 新刊 紹介 , PR BM LOWKE TS. i 
3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る こと が ある 。 | 
4) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の , 順序 は 前 後 す る こと が ある 。 { 
5) 原稿 は 称 あ る い は 欧文 と し , 横書き に する 。 和 尽 原 稿 は 昭和 34 年 7 月 11 日 内 関 訓令 に と ょ る 送り が な を 再 
い , 漢字 は な る べく 当 用 漢字 を 用 いる 。 また 学術 用 語 は , 文部 省 学 術 用 語 『 分 科 審 議会 な ら び に 日 本 植物 防 疲 協 
会 学 条 用 語 審 議員 会 で 定め た も の は これ を 用 いる 。 了 欧 文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 1 行 お き に 打っ こと 。 | 
6 ) 生物 名 , 外来 語 , 外国 の 地名 な ど は 片 か な と し ,, 数字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 OH a 
の 姓名 を 除き 訓令 式 に と よる こと 。 4 
7) 原著 論文 の 長 さ は 和文 。 欧文 と も 刷り 上 が り 6 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 和文 の 場合 に は , 400 FDI 
用 紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , この 制限 ペー ジマ を こえ を る 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 
8) 短 報 は 出 り 上 が り 2 ペ ー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 ) 以内 と する ®。 


9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 た にょ る こと 。 i 
( 順 序 ) イ . 表題 ロロ. 著者 名 +. 所 属 名 お よび 所 在 地 名 =. AK H. ACH FT 
10) 欧文 原著 論文 の 記述 順 序 は 次 に ょ る こと 。 4 
( 順 FF) 4. 表題 ロロ. 著者 名 へ : 所 属 名 お よび 所 在 地名 =. 本 六 mk. RHE } 


11) 和 以 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ロー マ 字 つづり の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地名 を , まだ 欧文 短 報 の 環 
合 に は 和文 表題 ACES, 和文 所 属 名 を 脚 族 に ス れ る こと と 。 な お 和 交 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場 き 
の 和文 摘 要 は つけ な いこ と 。 4 

12) Bis LORORMASAAIN OWS ICILMX ETDS. 

13) 文献 の 引用 は 本 文中 に お いて は , ie CEB) ある い は PRE, HB) と する 。 TTR 
著者 名 の め ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 : 

14) HERESY OMB ZiaFOcH sc ouchEmamotal eos. (ese ee en 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 き ; 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な も の と する こと 。 | 
16) さ し 図 の 差し 入れ 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 朱 記 する こと 。 
17) さ し 図 は 著者 に お いて あら か じ め 1/2 程度 に 縮小 で きる よう に 黒 汁 で 描き 。 必ず 白色 の 厚紙 に は る こと 


t 


完全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 
18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 。 | 
19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 ! 
20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび さ し 図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 8 


21) 原著 論 MUCH LCRA! 50 部 GRAN) EMTS, SHALOM ABS sae 50 部 を 単位 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら , ARPT (IED Sty) を 原稿 の 頭 初 に と 朱 記 する こと 。 | 

22) 別 出 代 は 表紙 2 円, 本文 ペー ジ ツ に つき 3 円 (2 ペー ジ 単 位 ) くら いで ある 。 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し う を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別 耐 の 希望 に つい て は 原著 論 次 の 場合 と 同 

24) 文部 省 科 学研 究 費 な ら び に こ これ に 準ずる も の に ょ る 研究 論文 は 必ず その 和 旨 を 脚 族 に 明記 する こと 。 | 

25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (kSX< BSH, 縦 型 横 書 用 ) の も の を 使用 する こ to VA TARMIZA4 Hl, Bt 
の も の を 使用 し , 1 26 行 と し , RE 2 Be 

26) 原稿 は 書留 便 で 下記 へ 送付 する こと 。 


東京 都 北 区 西原 農林 省 農 業 技術 研究 所 内 
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京都 工芸 繊維 大 学 繊維 学部 


油 奏 の 真皮 細胞 は 正常 奏 の を それ に 比べ て 尿酸 含量 の 少 
hrc Liz, すでに Jucor (1932), 清水 (1943) を は 
PDS < OW (CA HERS, 1952; 稲 神 ・ 須 藤 , 
955 ; 渡部 , 1958; WO, 1960) "に よっ て 報告 され て い 
do この よう に 尿酸 含量 の 異な る 原因 と し て 尿酸 生成 系 , 
e 財 中 の 尿酸 分 解 作 用 な ら び に 皮膚 の 尿酸 吸着 性 な どの 
が 考え られ る 。 
Bol, 林 (1957) は 尿酸 生成 に 深い 関係 を も つ キ サン 
シン 脱 水素 酵素 の 作用 を og 油 奏 の 脂肪 組織 に つい て 調 
油 奏 は 正常 栓 より 同 酵素 作用 が 低い こと を 認め , 友 
の 尿酸 量 は 脂肪 組織 の 酵素 の 多少 に 審 接 な 関連 が ある 
Citic PEBRLT SZ. LOL, この og 油 奏 は 
LWAOMA MH, 1943; AAA! AR, 1955) と 異な 
), SHO RBRAIEMRICUA THT IONCD ie ( 清 
(1943), ERA (1958) に よる と マル ピギー 管 中 の 
ボブ フラ ビン 含量 も od PRE og 油 奏 と で 異な っ て い 
著者 は 油 奏 遺伝 子 の 生理 作用 を 追及 する 上 に , 」 ほ な か の 
' ろ いろ な 油 奏 に つい て の キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 作用 を 
べべ る 必要 を 感じ , まず 各種 油 奏 の 皮膚 , 体液 よび 工 
! の 尿酸 量 を 再 検討 し た の ち , それ ら に お ける キサ ンチ 
「 脱 水素 酵素 作用 を 調べ た が , 林 の 知見 と 異な っ た 結果 
' 評 の ほか の 新知 見 を 得 た の で 次 に 報告 する 。 
ARO ORM Ah a RRS SAAR, 測定 
雇 つ いて お 教え いた だ いた 名 古屋 大 学 林 幸 之 氏 , 実験 
CHAKRA ABAICAMT 4. 
材料 お よび 方 法 
実験 に 用 いた 油 奏 系 統 は od, oew, og お よび ok Tha 
7 それ ら の 系 統 と 大 造 と の 交雑 Fs に それ ぞ れ 分 離し 
瀬奈 と 正常 論 を 供 試 し た が , od 油 奏 に つい て は F22 x 
(F22 は 2 化 性 支 球 種 ) の 後代 の od (P) X*/oa (る ) に 
離し た も の も 併用 し , 春期 お よび 晩秋 奏 期 た 飼育 し た 。 
尿酸 定量 の 場合 , 度 贈 は ほか の 組織 を で きる だ け よ さく 


(1961 年 1 月 16 呈 受領 ) 


と り 除 き , デジ ケー ター 中 で 乾燥 し た も の を 供 試 し , B 
は 70°C で 2 RRC LE LOX AE. CHOEORR 
AMEE, DBSVIRLEACHHLEO DS, 適量 の 水 
を 加え て 95°C, 2 AFH Lec. RRO FEIT ILE ES 
は Brown 法 , 甘 で は KAarckar jk, 体液 で は 両 法 を 用 
a ; 

1. Brown 法 (Brown, 1945) : 体液 た つい て は その 
1ml を 蒸溜 水 7 ml で 希釈 し , 102 巡 タン グ ス テ ン 酸 ソー 
ダ 1ml を 加え て 混和 後 , 3N 硫酸 1ml を 加え て 放置 し , 
これ を 宰 心 分 離し た 。 こ の 遠 沈 上 清 よ り 1ml を と り , 
MINK lml で 希 恋 後 , シア ン 化 ツ ソーダ 2ml, 尿素 液 2 
ml, 特異 尿酸 試薬 1ml を 順に 加え て 混和 し , SOD 
置 し て か ら 光 電 比 色 計 で 比 色 定量 し た (フォ ルター 653 
mf, Cell の 厚 さ 0.5cm)。 皮膚 に た つい て は 浸出 液 を ろ過 
後 , ろ 液 の 一 定量 を 取っ て 除 た ん ば くし , BK LIFO— 
MICOW CHBLI 

2. KArcKAR 法 (KALCKAR, 1947; PLEsNER & KALCKAR, 
1954) : 体液 に つい て は 1ml を 4 22 過 塩素 酸 2ml 中 に 
注ぎ , 放置 後 速 心 分 離し , 上 清 に カセ イソ ツ ソーダ を 加え て 
pH 9 に 調節 ろ過 後 そ の ろ 液 を 試料 と し て 用 いた 。 す 
な わ ち , N/jp。 グ リシン - カ セイ マー ダ 緩 衝 液 (pH9) 2 ml 
に 上 の ろ 液 0.5m] を 加 を た の ち , この キュ ベッ ト に 
Uricase 深 液 ml を 注ぎ , 293mg に お ける 吸収 の 変化 
か ら 尿 酸 量 を 求め た 。 工 に つい て は 希釈 度 を 大 きく し た 
ほか は 体液 の 場合 と 測定 法 は 大 体 同 じ で ある 。 

また キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 作用 の 測定 は 次 の よう な 方 
法 で 行なっ た 。 0.8% 食塩 水中 で 解剖 し て 取り 出し た 紺 
織 を 水冷 し た 食塩 水中 に 貯 を , SRMCKALR, CHE 
し た の ち , 適量 の M//。 ピ ロリ ン 酸 緩衝 液 を 加 . ふ て ホモ ジ 
ナイ ザー で 摩 砕 し , ガー ゼ で ろ過 し た も の を 酵素 液 と し 
て 用 いた 。 ARLE OY YRRER OBSICHRLESL 
の を 用 い , 酵素 液 の 濃度 は 脂肪 組織 が 10 倍 希 家 で , ほか 
ORRMIL2~ SARE LE. MIGKROMMITHHE L 
C0.025M キサ ンチ ン (脂肪 組織 に つい て は 一 部 ヒポ ボキ 


(163 ) 


164 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


サン チン も 基質 と し て 用 いた ) を と り , それ に M/iw ピ ロ 
リン 酸 繧 衝 液 (pH8.3) 1ml, 10-3M TTC 1 ml を 加え 
た も る ので, CHORIYAVISOEBZCLY, REV 
ネー トト 1ml を 側室 に 入れ た 。 上 真空 処理 し , 37°C で 10 分 
fii incubate し た の ち , 両 液 を 混合 し て 40 分 間 区 応 さ せ 
た 。 こ れ に 202 ト リク ロ ル 酢 酸 0.4ml を 加え て 反応 を 停 
止 さ せ , 生成 し た TPF を 酢酸 エチ ル 5ml で 抽出 し , 
光電 比 色 計 で 比 色 定量 し た 。Cell OHS lem で , 用 い 
た フィ ルター の 波長 は 450 と 510mux で ある 。 


実験 結果 お よび 考察 


まず 尿酸 を 測定 し た 結果 を 示す 。 策 1 表 に 見 られ る よ 
策 1 表 種々 の 油 奏 分 離 区 と お ける 皮膚 の 氷 酸 量 
(544488, mg/g) 


too 系 統 | | ok | 


ZR | og oew 
pis fit a 98.85 105. 00 106.95 
TH BE 19.98 2.81 15%63 


Sic, KHORB SILA MMRO IZ ACHENHODESE 
正常 奏 よ り も 著しく 少な く , HHEBMRORLKEW 
ok 油 奏 と 分 慣 正 常 査 と の 差 は 最も 大 きく , また 外観 は 分 
HE LTC IE ER BIASA Heels CICERO BED Eis 
0g THA C bIEM AL ORB AO LIX ok 油 奏 ほど で は な 
WA, か な り 著 し か っ た 。 こ の 点 og WEOKMHO R 
酸 量 は ok 油 奏 よ り も 少な く , og お よび ok PHBL 
れ ぞ れ の 分 離 正常 柱 と の 含量 の 差 は ほな と ん ど 語 じ 程 度 で 
ある と いう 清水 (1943) の 結果 と 違っ て いる 。 石原 (1958) 
は og 油 姜 系 統 の 中 に 透明 度 の 高い も の と 低い も の と が 
あり , これ ら の 皮 財 尿酸 量 た も 差 が ある と いう ぅ 結果 を 発 
表し て いる の で , 著者 の 用 いた og 油 奏 系 統 は 後者 に 属 
L, 清水 の 用 いた og 油 奏 は 前 者 に 属す る も の で は な か 
ろう か と 考え を られ る 。 

ARB BILE 2 表 に 示し た よう に , 各 重 油 事 の ほら 


18) 


第 2 表 種々 の 油 春 分 将 区 と お ける 体液 の 尿酸 量 (ug/ml) 


BOB R38 


ELBEPO RAVE MIL 3 表 に 示し た Cod WHER 
第 3 表 Mx OMEAMR IC BG STORMS 


(mg/g) 

Sa od | 0g | ok | oew 
Yee sesnal5#3an|543an|5 #4 H5 
See ee 


離 区 の 結果 は 晩秋 春期 , ほか の 油 奏 分 離 区 た に つい て の 
果 は 春 奏 期 の も の ) が , この 表 か ら , od PARAM 
け で な く , ほか の 油 奏 分 離 区 に お いて る も 葵 の 尿酸 量 は 7 
奏 の ほう が それ ぞ れ の 分 離 正常 栓 より も 明らか に 多い ド 
と が わか る 。 こ の 点 0g BLO ok OBR, WAOIK? 
が それ ら の 分 離 正常 葵 より も わずか に 尿酸 量 が 少な い ド 
いう 清水 (1943) の 結果 と 異な っ て いる 。 し か し , CO 
点 さ き に 述べ た よう に 同種 の 油 奏 で も 用 いた 系 統 が 異 7 
る も の で あたため か な 知れ な い 。 

以上 の よう に , AWRABMRILY THEM ORE 
量 は それ ぞ れ 分 離し た 正常 奏 よ り も は る か に に 少なく, 
WICRLCHBI ORO RBRILEBBI OLA? 
5 EDS > eo 

TRICK PYF vite OWE Re 1 Be 
Rt. Masbard £5 ICI MRMO +H YF VF 
酵素 作用 は os HABLODMERRLE Lich 令 初期 ? 
は 弱く ヾ , 中 期 た 敷 増す る が , ESC HORARITROL 
映 期 に た だ おい て は ほとん ど 作 用 が 認め られ な か っ た 。 £1 
て og 油 奏 と 正常 奏 と に 見 られ る 曲線 は 大 体 平行 し て 3 
り , 5472 HAA bMABYE COMLMBOIS 5 DEF 
奏 よ り 低 い 値 が 得 ら れ た 。 し か し og 油 奏 以外 の 油 奏 2 
離 区 に つい て の 結果 は 策 4 表 に 示す L 5c, ods 
ok WHE CLENEH DH LEWEL EMBL OFF? 
F VY Wht 7k eA EA OR ARICA EO ALD 


Wakes as 


ie = od | + og | + ok | ap oew 
KKALCKAR 法 | 542HH Atel 72.6 | Missal 83.3 | 5 りみ 3 68.3 | =! = 
21 54384 | 21.9 44.0 | 3 65.6 | : 
a : 8.4 65.6 | 33.0 65.4 | 47.8 48.8 
| 545HE B35) ey 18.3 30.0 2 24.0 39.1 45.0 
BENHAM LCERRL YD OTN CRUMB H, 


EZRERSR, 油 奏 と も に 5 令 初期 の ほう が 中 期 よ り も 多 、 


めか っ た 。 こ の よう な 結果 は od HRLIER SCO 
mM (1943), 吉武 ・ 有 賀 (1952) CK CMH SHE 
と 大 体 同 じ で ある 。 


{IED ST. 

ERRMICOV CLES 表 に 見 られ る よう に , どの 8 
統 に お いて も キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 の 作用 は ほとん どど 
め ら れず , 更に 体液 よ び 消 化 管 に つい て る も 同 酵 素 の 3 
性 は 非常 た 弱 いと いう 結果 が 人 得 られ た 。 


10 12 14 
(M) (P) 


5 SHMAD DOAK 


ギ キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 作用 の 変化 


江口 : 油 性 と 正常 松 の 尿 酸 量 と キサ ンチ ン 脱 水 来 酵素 作用 


第 1 図 発育 に 伴う og 油 奏 と 正常 窒 の 脂肪 組織 と お ける 
M: a, P: (bi 
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も 強い 場合 が ある の で , og 油 礁 分 離 区 
に お いて る も , 正常 論 と 油 褒 の 間 の 脂肪 
組織 の キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 作用 の 差 
が 必ず し も 友 膚 の 尿酸 含有 量 の 差 の 
主要 な 原因 た に な る と は 考え に ぐい 。 ま 
た 正常 栓 の 皮膚 に お いて も 第 5 表 に 見 
られ る よう に , キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 
活性 は 微弱 で ある こと か ら , 尿酸 生成 
系 の 差異 が 関係 する と は あま り 考 えら 
れず , また 油 奏 の 皮膚 の Uricase 作 
用 は 非常 に 微弱 で ある (江口 , 未 発 表 ) 
OC, 油 奏 の 皮膚 に お いて は 尿酸 が 分 
解 さ れる た め に その 含有 量 が 低い と い 
FrEERTERV 

皮膚 の 尿酸 は その 大 部 分 が 体液 か ら 
移行 し て きた も の と 思わ れる が , 体液 
ORBRDAROS5S WEBBING 
多い の で , EMO RRS RICOV Ci 
者 の 間 に 大 き な 開 き が 見 られ , HAO 


BAR 種々 の 油 奏 分 離 区 と お ける 脂肪 組織 の キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 作用 (吸光 係数 ) 


5 令 4 日 目 


5 令 3 目 | 5 令 5 日 目 | 5 令 6 日 目 | 5478H 
od | od oew ok | ok | od | ok 
0. 142 0.365 . - 0.473 0. 202 0.473 0.521 | 0.505 
z 0. 149 0.544 0. 383 0.170 


0.424 | 0.473 | 0.740 


BO 種々 の 油 奏 分 離 区 と お ける 皮膚 の キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 作用 (吸光 係数 ) 


| se2a8 | 54458 
Ree 
BR 型 oew | oew og 


| 5#5pa | 5468 
ok | oew | og ok 
= 常 as 0.023 =03017 —0. 002 0. 006 —0.018 0.013 0.014 
油 7 0.020 0. 038 —0.013 —0. 003 —0. 052 —0.011 —0.013 


AME CHeENDRLEERRORMORRE 
SUVEVDRSHSRANO-CLLT, HBTS 
TES ICRMERRICHV MHS LVS MEDS, キサ 
学説 水素 酵素 の 活性 に 差 が ある の で は な いか と 考え 
れる 。 林 (1957) は og 油 奏 の 脂肪 組織 に お ける キサ 
チン 脱水 素 酵素 活性 は 正常 奏 よ り も 低い と いう 著者 の 
= 険 結果 と 同様 な 結果 を 得 て お り , この こと か ら 皮 膚 の 
RELIG MORRO SDI WE MENS SOC 
Te mLHeBL TS. し か し 上 に 示し た よう に , EF 
M, 体液 お よび 共に お ける 尿酸 量 に 関し て og 油 奏 と 共 
目 供 の ある ほか の 油 奏 分 離 区 た と つい て は , それ ぞ れ の 油 
の 脂肪 組織 の キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 作用 が 正常 奏 よ り 


ほう が 少な い の は お そら さく 真 皮 細 胞 自 体 の 尿酸 を 吸着 保 
持 す る 性 質 や 透過 性 な ど に 差 が ある た めで あろ 5。 


要 - OR 


FR KIC DRED SB od, oew, og お よび ok 油 奏 と そ 
HOOEHELAY CRREBLAY YF YRAKRERE 
用 を 測定 し , 次 の 結果 が 得 ら れ た 。 

1. 友 膚 の 尿酸 量 は 各 系 統 と も 油 奏 の ほう が それ ぞ れ 
OMICS LEER DO LEL<M Dick, Hike dt 
OFS HO RBEBICOV CiLARICA ETA TCOMBA 
PITH CHBOIS 5 DEBBI YO LAS MASH 
er 
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2. og HED DHE COV CO 脂肪 組織 の キサ ンチ 
ン 脱 水素 酵素 活性 は 5 令 2 ABD OMBME CHLERA 
OS > DBL OR Dota, od お よび ok 油 奏 の 分 
離 区 で は 正常 奏 と 油 奏 と の 間 に た 一定 の 傾向 が 認め ら れ な 
カラ っ た 。 

3. MOAT YF VBR EAL CO he DRE 
区 に お いて も きわ ね わ め て 微弱 で , EHBRL ROM CAD 
認め られ な か っ た 。 

4. 以上 の 結果 と 未 発表 の 皮膚 の Uricase 作用 の 測定 
結果 と に 基づい て , 各種 油 奏 と を それぞれ 分 離し た 正常 奏 
ORGORBSRICAXLARASNAODIL, KHOR 
素 作用 に 差 が ある た めで は な く , BAO RANE PR 
持 力 や 透過 性 の 差 た に と たよ る も の で は な いか と 推論 し た 。 
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Summary 


Relation between Uric Acid Content and Xanthine Dehydrogenase 


Activity in Several Translucent and Normal Silkworms 


By Masaharu EGUCHI 
Faculty of Textile Fibers, Kyéto University of Industrial Arts and Textile Fibers, Kyéto 


Uric acid content and xanthine dehydrogenase acti- 
vity were measured using translucent silkworms (od, 
oew, og, ok) and their normal segregants. The results 
obtained were as follows: 

1. The amount of uric acid of the integument in 
translucent mutants was markedly less than in each 
normal segregant. On the contrary, faeces and hae- 
molymph of translucent larvae contained a great 
amount of uric acid as compared with those of nor- 
mal segregants without exception. 

2. In og segregant, xanthine dehydrogenase activity 
of the fat body was higher in normal segregant than 
in translucent mutant, from the second day of the 


last instar to the matured stage. However, there 


‘ | 
was no clear difference in xanthine dehydrogenas 
activity between od and ok segregants. | 

3. Little or no xanthine dehydrogenase activi) 
could be detected in the integument in all transluce: 
and normal silkworms. 

4. In view of results obtained and unpublishy 
data as to uricase activity of the integument, | 
may be suggested that the great difference in tl 
content of uric acid of the integument between tram 
lucent and normal silkworms is not resulted frq 
the difference in the xanthine dehydrogenase activi 
but is due to the difference in adsorption and resé 


vation of uric acid in epidermal cells. 


津川 
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| 青森 県 に お ける リンプ ゴ ハダニ (Panonychus ulmi 
oor) の 発生 の 歴史 は か な り 十 いと 言わ れる が 。 KR 
A EPR ROUMROMME RSS. そし 
PTS AS TRIN TEE APNE TG D CHT LB BLAS 
120, 000ha に 及び , この 防除 に 対し て 栽培 者 が 払う 労 
導 ま さわ め て 大 きい 。 さ て リン ゴ ハ ダ ニ の 発生 量 を 決定 
る 要因 と し て は 越冬 卵 の 多少 , 捕食 虫 の 活動 ある い は 
H 地 の 管 理 状態 な ど が あげ られ る が , 園地 の 管理 の 内 容 
KAZ ISO RIS, 越冬 卵 の ふ化 時 期 に お ける 殺虫 お よび 
1 季 高 温 東 燥 時 期 の ダニ 剤 散布 を 含む 。 現 在 北 アメ リカ 
コー ロッ パ は も ちろ ん , わが 国 の 主要 リン ゴ 栽 培地 帯 
hb, 越冬 卵 の 殺 卵 対策 と し て マジ シン 油 乳 剤 を 散布 し て 
る が , ダニー 市 散布 時 期 の 選定 を 越冬 卵 の ふ化 時 期 た お 
た と が 最善 策 で ある と 言う の が 一 般 的 見 解 の ょ よう で あ 
pi そし て これ が また 夏季 の 発生 を 未然 に 防止 する こと 
Ebi Do 

Mapsen & Borven(1955) (CE FUEAY TZ + V=P IN 
PD ナシ を 加害 する リン ゴ ハ ダ ニ の 越冬 卵 の ふ化 期 は 4 月 
ELI CH DO, また 寄主 の 生育 状態 に よっ て 一 様 で 
Mca, 西部 ニュ ー ヨ ー ク 和 州 に お ける 越冬 玉 の ふ化 は 
350 年 に は 5022 が 開花 直前 た に 行なわ れ , ふ化 の 完了 は 落 
『 直 後に 見 られ た と の こと で ある (LIENk & CHAarmAN, 
351)。 更 と に Cacrg (1946) が ヴァー ジニ ア 州 で 1945 年 
調査 し た 結果 で は , 越冬 卵 は 4 月 の 最後 の 週 と 5 月 の 
* 初 の 週 に ふ化 し , この 時 の リン ゴ は 開花 中 と な っ て い 
これ ら の 報告 は ハダニ 越冬 卵 の ふ化 期 を 指摘 し た 点 
Ate CILD SD, いずれ も ふ化 初発 日 と 気象 条件 , あ 
は リン ゴ 品 種 の 生態 的 人 性質 と の 関係 な ど に つい て 掘 


Dui 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
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y= シンゴ 園 に お ける 害虫 類 の 発生 予 究 
Wl リン ゴゴ ハダニ 越冬 卵 の ふ化 初発 日 の 予察 に つい て ! 


71° A WE HR A iS FF OR 
青森 県 りん ど 試 験 場 


り 下 げ る まで に は 至っ て いな い 。 - ご の ょ うな 理由 か ら 本 
報告 で は 1951 年 か ら 1960 年 まで の 9 年 間 (1953 年 は 欠 ) 
の 越冬 卵 ふ 化 初発 日 と 気象 要因 お ょ び リ ンプ ゴ プ 各 品種 の 生 
態 的 性 質 と の 関係 を 吟味 し た 結果 を 述べ , リン ゴゴ ハダニ = 
防除 へ の 1 資料 と し た いと 考え た 。 

本 文 を 草 す る に あたり , 青森 県 りん ご 試験 場 木 財 其 弥 
場 長 , な ら び に 岐阜 大 学 教授 福島 正三 博士 に ご 校 関 の 労 
を わずらわし , また 調査 に あたっ て は 当 場 種 市 賢 蔵 技師 
の ご 協力 を 得 た 。 こ こ に 明記 し て 各位 に 心から の 謝意 を 
RT Do 

材料 お よび 方 法 

有効 積算 温度 の 算出 に 関す る 試験 供 試 卵 は 黒石 市 の 
青森 県 りん ご 試験 場 1 号 園 より 1960 年 3 月 8 日 に 採集 し 
た も の で 翌日 た だ ち に これ を 実験 に 供し だ 。 すなわち 
越冬 卵 の 付着 し て いる 新 桂 な いし 2 年 枝 を 1~2cm に 
切断 し て その 小枝 1 本 ずつ を 内 径 1.8cm, 高 さ 5cm の 
管 び ん た に 入れ て 軽く 綿 せ ん し , 計 5 本 の 管 び ん を 1 組 に 
し て 湿度 を 約 75 に 調節 し た デシ ケー ター に 入れ , 更に 
こと これ を 各 温 度 段 階 に 調節 し た 恒温 器 に 収容 し た 。 こ の よ 
うに し て 毎日 8 ~10 時 に ふ化 幼虫 数 を 調査 し た 。 

ふ化 初発 日 の 調査 お よび 気象 資料 ふ化 初 発 日 の 決定 
は 1953 年 を 除い た 1951~1960 年 の 9 年 間 に わ た る りん ご 
試験 場 ほ 場 に お ける リン ゴ ハ ダ ニニ 越冬 卵 か ら の ふ化 初発 
日 お よび リン ゴ 樹 の 生態 調査 資料 に と ょ よっ た 。 こ こと で いう 
ふ化 初発 日 と は , 越冬 卵 か ら ふ 化し た 幼虫 が 毎年 同一 ほ 
場 で 1 頭 以上 認め られ た 日, 発芽 期 と は 花芽 の 頂部 が 破 
れ て 青色 を 帯び た も の を 3 個 以 上 認め た 時 期 , 展 葉 期 と 
は 正常 な 葉 形 を 呈し た 葉 が が 1 枚 で も 展 葉 し た 時 期 , 開花 
期 と は 1~2 開花 し た 時 期 , また 落花 期 と は 7, 8 分 通 


ARE O— Mis RIZE 2 月 北日本 病害 虫 研究 会 に お いて 発表 し た 


(1961 年 3 月 20 日 受領 ) 
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168 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


り 落 共 し た 時 期 で ある 。 な お 気象 資料 は 当 場 1 号 園 ほ場 
内 で 観測 し た 数 値 に よる 。 
ZR RS LOSE 
リン ゴ ハ ダ ニ 越 冬 卵 の ふ化 に 要する 有効 積算 温度 
1960 年 3 月 8 日 に 採集 し た 越冬 卵 を 加 温 処理 し て , 各 温 
度 に お ける ふ化 消長 を 調査 し た と ころ , 策 1 表 お よび 策 
1 図 の 結果 を 得 た 。 こ れ に よ ょ る と 各 温 度 に お ける ふ化 


率 曲 線 は いずれ る も S 字 曲線 を 描く が , 処理 温度 が 高く な 
SS REE EES © ORE Cito CV Sa RMR LICE 


リン ゴ ハ ダ ニー 越冬 卵 の ふ化 と 温度 
ーー SS. 人 ua Seate | Be | BH 
ES) ope [gruel sco Be] | 係数 
SC Eh i, SA, 2A Bl ->.H| .% 
13.0 1,159 691 67°32. 7020. 13 = 1. 30; 397 
16.0 861; 549 SOAs oss0s Zick O04 oO 
6 
1 
3 


第 1 表 


18.9 | 1,010 642 15.0340. 09 土 0.84| 5.65 
12.4840. 14/+0.89! 7.13 
10. 45-0. 09 +0. 64 6.12 


22-2) 091) 4339 
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In Wt 72 O RGR BR 
A—A 19°C 
策 1 図 各 温 度 段 階 に お ける リン ゴゴ ハダニ 越冬 卵 の ふ化 消長 


凡例 画 一 較 13°C @—@ 16°C 
る に 従っ て 双曲線 状 に 平均 ふ化 日 まで の 日 数 が 短縮 する 
(rie が わか Do 

いま この 実験 結果 を 更に 有効 積算 温度 の 実験 式 Kad 
(¢—%) (た だ し KK: 有効 積算 温度 ,@: 理 数 , が : 処理 温度 


%o: 発育 限界 温度 ) に ょ っ て 計算 すれ ば , 発育 限界 温度 ヽ 


は 6.92C と な る 。 これ は Lrrs (19583)1 が リリ ンマ ペダ 
= 越 冬 卵 は 休眠 が あけ て か ら 約 7 °C で 発育 を 始め る と 
報告 し て いる の と ほぼ 一 致す る 。 た 発育 限界 温度 


発 日 と の 関係 


第 5 巻 BIS 


6.92°C に お ぉ ける 有効 積算 温度 は 195.4 日 度 で あっ た 。 
自然 状態 に お ける 有効 積算 温度 と 越冬 卵 か ら の ふ化 : 
前 記 の 9 年 間 の 最高 気温 お よび 午前 9「 
気温 に 基づき , 3 月 か ら の 有効 積算 温度 を 人 算出 し , Bl 
これ ら の ゐ の 数値 と リン ゴ ハ ダ ニ 越 冬 卵 か ら の ふ化 初発 日 
の 相 関 係数 を 求め る と 第 2 表 の ょ うに な る 。 

これ ら の 結果 か ら 4 月 25 日 以後 の 有効 積算 温度 と 越 2 
卵 か が から の ふ化 初発 日 と の 間 に は 相当 高い 相関 関係 の あ 
こと が 知ら れる 。 そ こ で 実際 に 毎年 の ふ化 初発 日 まで 


を 示す と 策 3 表 の と お り で ある 。 CHKI ZLB 
ける 初発 日 まで の 3 月 か ら の 有効 積算 温度 の 平均 は , | 
高 気 温 で は 271.5 土 45.50 日 度 。 午前 9 時 気温 で は 112 衝 
428:81H EL), 年 に より か な り の 変動 が 見 られ る 
と この よう な こと は ほか の 昆 虫 に お いて も 指摘 され 
る と ころ で あっ て , ひと つ に は 休眠 の 深度 に 関係 が 


| 
| 
| 
| 


25 30 35 : 40- . 45 


O—O 22°C SEA 28°C 

も ゃ の と 見 られ , SRACRNSLETZACHS5. LE 
(1953) は リン ゴ ハ ダ ニ 越 冬 卵 の 休眠 に つい て 肥 子 発 
の 比較 的 初期 で ある は い 般 形成 後 間 も な く 休 に 入 5 
休眠 卵 が 1.5~ 9 °C の 温度 に 150~200 日 間 置 か れる こ 
に ょ より 休眠 発育 を 終了 する と 述べ て いる 6 に の こと か 
する と 青森 県 に お ける 本 種 の 休眠 終了 時 期 は 3 月 の 初 
と な る は ず で ある が , 実際 に は 各 年 の 変動 を 差 > に 
て る も 2 月 上 旬 こ ろ よ り 休 眠 を 終わ る 越冬 卵 が か な り の 


計る ょ ら うに 見 受け られ る 。 し か し 休眠 後発 育た 関連 
9S 7 "C 以上 の 気温 は 2 月 中 に は あま り 見 られ ず , 多く 
3 月 以降 , 特に 4 月 中 に 普遍 的 と な る 。 有 効 積算 温度 
me SAD SRALCHHLCORICHS., また 1960 年 に 
孤 け る 室内 実験 に よる を 化 ま で の 有効 積算 温度 195.4 日 
攻 は ほ場 の 最高 気温 に 基づく 計算 値 よ り も 小さ く , 午前 
|9 時 気温 より 計算 し た も の より る も 大 きく な っ て いる が , 
選 の ょ うな ずれ は 両 気温 が いずれ る も 1 日 の 平均 温度 を 代 
還 緒 る も の で は ば な いこ と に よる も の で ある 。 こ の は うに 
答 効 積算 温度 に ょ る 予察 に は まだ 多く の 問題 点 は ある 
WS, 今後 休眠 の 深度 な ら び に 休眠 あけ の 時 期 な ど と 関連 
| うけ る こと に より , か な り 期 待 の お ける 予察 法 が 確立 で 
識 る も の と 思わ れる 。 

リン ゴ ハ ダ ニ 越 冬 卵 か ろ ら の ふ化 初発 日 と 気象 条件 と の 
関係 稲作 に お ける 害虫 類 の 発生 と 気象 条件 と の 関係 に 
つい て は 詳細 な 資料 に 基づく いく た の 研究 が ある が , そ 
の 結果 は すでに 実用 化 さ れ て いる 。 い ま リ ンプ ゴ ハダニ に 
つい て 両者 の 関係 を 1960 年 を 除い た 資料 か ら 検 討 し た と 
に ろ , 第 4 表 お よび 第 2 図 の ょ うな 結果 を 得 た 。 す な わ ち , 
4 月 中 の 気温 と リンゴ ハ ダニ 越冬 卵 か ら の ふ化 初発 日 と 
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fa. 第 2 表 各 年 度 別 有 効 積 算 温度 お よび リン ゴ ハ ダ ニー 初発 日 と の 間 の 相関 係数 
| Bi ACK AAMC 3 fx DRM) PSHM IC ES MOM (3 AE リン ゴ ハ 
| © 4 月 20 | 4 月 25 | 4 月 30 日 | SATA 4 A200 4 月 25 日 | 4 月 30 日 | SALA) Zeb 
iba | まで ee etic lee lec | まで lac’ || WaR 
| 日 度 | AE A BE AEE | A A 
1951 148.4 182.9 236.3 | 294.2 | 5 5 
1952 207.5 | 238.9 TO 341.0 日 度 | 日 度 日 度 Bm! 5. 1 
1954 197.4| 257.9 296.9 337.2 56.1 87.8 108.0 132.7| 4:26 
1955 170.7 | * 206.4 258.1 309.4 62.5| 77.1 105.3 132.5| § 5§ 
1956 147.6 204.9 241.0| 305.3 G74 97.8 114.5 1599.6; 5.1 
1957 115.6 168.0! 219.7) 264.3 50.7 | 68.0 99.6 122.31 Bs 2 
1958 153.0 200. 2 244.6 276.8 39.7 65.5 90.4 108.3 5 3 
1959 208. 6 279.1 344.4 407.6 78.9| 126.1 164.9 212.7 4 23 
1960 139. 4 184.3 234.1) 304.8 42.8 | 68.2 93.4 1299.5| 5 8 
初発 日 と ES er me OS Hx ahs ol * | * | Baad 
@MoOm| —0.643| 一 0.857 | —0.865 0.907 | 0.698 | —0, 89 —0.824 | =0.750 
関係 数 ! | 5 
Lia ジコ ハダニ ふ化 初発 日 まで の 有効 積算 温度 第 4 表 リン ゴ ハ ダ ニー 越冬 卵 か や か ら の ふ化 初発 日 と 気温 と 
EN : = の 関係 
ge le 高 気 | 年 前 9 時 i ーー ————= 
Al th i We a ee | 最高 気温 
日 7 n fe n r n 
1951 294.2 eT : Eso = 
1952 284.5 日 度 3 HA -0.502 6 
ae ee 98:1 4 月 —0.927** 6 —0.745* 8 —0.836** 8 
OE oR 4 月 上 旬 |-0.693 6 —0.262 8 —0.544 8 
ipso eae 9 4 月 中 旬 |—0.092 6 —0.223 8|_0.054™8g 
1957 237.3 110.6 45H 下旬 | 一 0.732 6/—0.741* 8 |—0.584 8 
1958 266. 6 101.5 前 年 10 月 | 0.264 6) —0.075 8 
1959 256.0 114.7 a = = 
1960 271.2 107.5 DS Eg め ら れ た が , 4 
vy | 271.5445.50 | 112.71+28.81 月 中 の 湿度 お よび 前 年 10 月 に お ける 9 時 気温 や 最高 気温 


と の 間 に は あま り 著 し い 関 係 は 認め られ な か っ た 。 な お 
4 月 中 の 気温 に 基づい て 予察 式 を 算出 する と 次 の よう に 


6 


=.) 


10 ll 


6 vy 8 9 
4 月 の 9 時 気温 
リン ゴ ハ ダ ニ ょ ふ化 初発 日 と 4 月 の 
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第 2 図 気温 と の 関係 
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4 月 の 最低 気温 
第 2 図 C 
な る 。 た だ し , COPMGLERHOFBE, リン ゴ ハ 
4 月 9 時 気温 : y= —2.910x+27.983 
4 月 最低 気温 : y= —2. 348z 十 8. 322 
タッ =ー3: 507x 十 50.030 
ダニ 越冬 卵 か ら の 化 初 発 日 は 4 A90A eit SA LL 


4 月 最高 気温 : 
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た 。 し か し な が ら リ ン ゴ ダバ ダニ の ふ化 時 期 は 4 月 下旬 が 
ら 5 月 上 旬 に か け て で ある か ら , 4 月 の 気 江 を 用 いて 
察する こと は 5 月 上 旬 に ふ化 する 場合 に 直前 予察 と し て | 
利用 で きる が , 4 月 下旬 に ふ化 する 年 に は 利用 で き な い | 
の で 実際 の 応用 た に は まだ 不 十 分 で ある 。 

リン ゴ の 発芽 期 お よび 展 葉 期 と リン ゴ ハ ダ ニ wae 
ら の ふ化 初発 日 と の 関係 Crmarmarx & Prarce(1949) | 
が リン ゴ ハ ダ ニ 越 冬 卵 に 対し て マジ シン 油 乳 剤 の 殺 邊 効 果 | 
が 最も よく 現われ る 了 時期 に つい て 検討 し た 中 で , ニュ | 
ヨーク 和 州 に お ける 本 種 の 越冬 卵 ふ 化 始 あろ は 1948 年 で は 4| 
月 26 日 の Pre-pink 期 に 相当 し た 点 に ふれ , また Parent] 
& Braurreu (1957) も カナ ダ の ケベック 地方 に お ける |) 
1949 へ ~1951 年 の 間 の 調査 結果 か ら 越 冬 卵 の ふ化 完了 と は 
10~15 日 を 要する が , その 時 期 は リン ゴ の 開花 直前 に 当 | 
た る こと を 指 靖 し て いる 。 こ れ ら の 点 を 順 み て 青森 県 | 
お ける リン ゴ 各 品種 の 生態 的 性 質 と リン シン ゴ ハ ダ ニ 越 冬 卵 
か ら の ふ化 初発 日 と の 関係 を 呉 体 的 に 吟味 し た 結果 は 第 | 
5 表 BLOB3IMOLEYVCHS. tek, 
OvERHOLSER (1943) は リン ジン ゴ の デリ ジ シャ ズ 品 種 の , ま だ | 
福島 (1958) は リン ゴ 各 品種 の それ ぞ れ の 満開 期 が その 
年 の 1 月 以降 に お ける 気温 と 深い 関係 の ある こと を 指摘 
し じ し て いる 。 この こと か ら リ シゴ ハダニ 越冬 上 か ら の 休 | 
初発 日 と 気温 と の 関係 を 見 る と 同時 に , リン ゴ ハ ダ ニニ の | 
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国光 品種 の 発芽 期 
第 3 図 リン ゴゴ ハダニ ふ化 初発 日 と リン ゴ ご 樹 の 生長 
状態 と の 関係 
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10 12 14 16 18 20 22 
祝 品 種 の 展 葉 期 
第 3 図 B 


22 24 26 28 30 32 34 
国光 品種 の 展 葉 期 

第 3 図 © 

寄主 で ある リン ゴ 樹 の 生態 的 性 質 と の 関係 を 見 る こと は 
害 下 発生 予察 法 の 応用 的 見 地 か らき わ め て 重要 な こと で 
ある と 考え られ る 。 第 5 表 お よび 第 3 図 に よる と , リン 
ゴ ヨハ ダニ の ふ化 と 国光 の 発芽 期 お よび 祝 , 紅玉 , 国光 の 
展 葉 期 と の 間 に は か な り 高 い 相 関 関 係 の ある こと が ね わか 
2。 こ の うち , 国光 の 展 葉 期 は 4 月 下旬 ~5 月 上 旬 と な 
て いる が , これ は リン ゴゴ ハダニ 越冬 卵 か ら の ふ化 初発 
還 と ほとん ど 同 時 期 で ある か ら あ まり 利用 価値 は な い 。 


津川 ・ 山 田 ・ 白 崎 : サン ゴ 園 に お ける 害虫 類 の 発生 予察 171 
BSR リン ゴ の 発芽 期 お よび 展 葉 期 と リン ゴ ハ 
ダニ 越冬 卵 か ら の ふ化 初発 日 と の 関係 
リリ ンプ | 
Oe | wee | た ti Tha =k = * 
発芽 期 oi 0.632 | 9 y=0. 652x —2. 984 
M 4. =E | 0.620 9 y=0. 528% —3. 048 
I fl «3% | 0.852** 9 y=1.157x—20. 211 
展 葉 期 祝 | 0.805** 91 y=1.000x—17. 889 
/ 紅 玉 | 0.780* 9 y=0.931x—17.413 
/ | 国 光 |0.858** 9 y=1.196x—314. 880 


* 発芽 期 , 展 葉 期 は 3 月 31 日 を また ふ化 初発 日 は 
4 月 30 日 を 起算 日 と し た 。 
し か し 国光 の 発芽 期 お よび 祝 , MEOBRMT 4 月 20 日 
前 後 で あり , これ は ぁ を 化 の 約 10 日 前 で ある か ら 直 前 予察 
に は 利用 で きよ う 。 
防除 初期 と リン ゴ ハ ダ ニ 越 冬 卵 か ら の ふ化 初発 日 と の 
関係 REFORM MIRC vINY HOM RA 
に な り , 同期 に お ける 防除 が きわ め て 困難 と な る こと は 
周知 の と お り で ある 。 し た が っ て 夏季 の 大 発生 を 未然 に 
防止 する た め に は 初期 と 防除 対策 を 講ず る こと が 必要 で 
BY, この 考え か ら す れ ば 越冬 卵 か ら の ふ化 が 完了 し て 
まだ 夏 卵 の 産 下 され な い 時 期 が ー つ の 重要 な 防除 期 と な 
策 6 表 リン ゴゴ ハダニ 越冬 卵 の ふ化 消長 


1959 ~ | 1960 
ふ化 RB ふ化 RB 
He ふ化 幼虫 を 化 
| 数 率 数 率 
42H | 2 0.1 
25 12 0.5 
26 284 9.8 
27 659 31.6 
28 + 681 © -54.1 
299 | 740 78.5 
30 367 90.6 
5Ala | 135 95.1 
2 93 98.1 
3 41 99.5. 
ay — 55 3.0 
5 = =) fd, 238% 69.2 
6 14 100.0 BTS \Y Baas 
7 103 89.3 
8 115 95.5 
9 46 98.0 
10 23° «99.1 
11 5 99.4 
12 5 99.7 
13 -- = 
14 2 esO0s8 
15 — = 
16 3 100.0 


* 団 積 ふ 化 率 は ふ化 幼虫 数 か ら 算 出し た 。 な お ぉ 1960 
年 に お ける ふ化 率 は 69.722% で あっ た 。 
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る 。 今 1959 へ ~1960 年 の 室温 下 に お ける 越冬 卵 の 化 消長 
を 示す と 第 6 表 の と 天 り で , SBP BTORST ET 
に 13~14 日 を 要する こと が ね わか る 。 そ を そこで ふ化 始め か ら 
ふ化 が 9922 終 了 す る まで の 日 数 の 10 日 を 閣 年 の 初発 呈 に 
加 を て , リン ゴ の 主要 上 品種 , 国光 と 紅玉 の 開花 期 お よび 
落花 期 と 比較 する と 第 7 表 の よう に な る 。 tihbbdb Iv 


第 7 表 国光 お よび 紅玉 樹 の 開花 期 お よび 落花 期 と 
ンコ ハタ ダテ ふ化 陸 期 a の 比較 。 9 
nth aa oul OR Aer 
a 紅 玉 -| 「 国 46 yr angel = 


開花 期 | ATEMA | PATER 


8 iti |B O10 ee ls 


195155118 54238 5148 5278 54218 
1952) 10 22 13%) ) 925, 11 19 
1953} 11 25 155) 29.8) == = 
1954| 11. 21 13 25 6 20 旦 頃 


17 68°25 Li [ate 
11 582148 11 gil 16 


1957 9 23 14 | 24 W220) 
1958 10 23 16 -| 26 13 25 8 bg 
195944298! 13 Aves li 3 ial 
196055 94 22, 12 2 | 28 13; 258 & 
マク ペグ ニニ の と ト 終 了 期 GB は , 1951, 1954, 6 oO が 1960 年 を 


除け ば お お むね 紅玉 の 開花 期 と 国光 の 開花 期 の 中 間 期 に 
あたり , また 夏 卵 の 産卵 期 は 品種 に か か わら ず 開 花期 と 
落花 期 の 中 間 期 , つま り 開 花 中 か ら 始 まる 場合 が 多い 。 
開花 路 の 薬剤 散布 リンゴ の 結実 を 完全 な らし め る 点 か 
ら と か くさく 問題 と な っ て いる 現状 か らち する と , 青森 県 た お 
ける リン ゴ ハ ダ ニ ら 化 幼虫 に 対す る ダニ = ニ 痢 の 散布 距 期 を 
リン ゴ ご の 開花 直前 と する の が 妥当 で あろ う 5。 


摘 要 


リン ゴゴ ハダニ 越冬 卵 か ら ぁ ふ化 初発 日 を 知る た め , 1953. 


年 を 除く 1951 年 か ら 1960 年 まで の 9 年 間 の 資料 に 基づき , 
有効 積算 温度 越冬 卵 の 発育 零 点 を 検討 する と と も に , 気 
象 条 件 と ふ化 初発 日 と の 関係 お よび リン ゴ 各 品種 の 生態 
的 性 質 と ふ化 初発 日 と の 関係 を 吟味 し 次 の 結果 を 得 た 。 

1. 1960 年 の 3 月 上 旬 に 13.0, 16.0, 18.9, 22.2 お よ 
び 22.7°C (CA UCHMANORBERABM LES 
4 6.92°C と な り , 有効 積算 温度 は 195.4 日 度 と な っ た 。 

2. 各 年 に お ける 3 月 か ら 4 月 25, 30 日 お よび 5 月 1 
日 まで の 有効 柄 算 温度 と 越冬 卵 の ふ化 初発 日 と の 間 に は , 
相当 に 高い 負 の 相関 関係 が 認め られ た 。 


3. 越冬 卵 の ふ化 初発 日 と 気象 条件 と の 関係 を 吟味 
た と ころ , 4 月 の 9 時 気温 , 最低 気温 お よび 最高 気温 と 
の 闇 に きわ め て 高い 負 の 柏 蘭 関係 が 認め られ た 。 

4。 越冬 卵 の ふ化 初発 日 と リン ゴ 樹 の 生長 段階 と の 
係 を 調べ た と ころ , 国光 上 品種 の 発芽 期 お よび 祝 , HB, | 
国光 3 品種 の 展 葉 期 と の 間 に は か な り 高 い 柏 談 関 係 の を 
る こと が わか っ た 。 | 

5. 1959~1960 年 の 調査 に kD MAIER SETS 
まで に 約 10 日 を 要する こと が わか っ た 。 Litto CS 
卵 の ふ化 終了 期 は お お むね 紅玉 国光 両 品種 の 開花 期 の 
中 間 期 に あたる 。 こ の こと か ら リ ン ゴ の 開花 直前 が 青森 
県 に お ける リン ゴ ハ ダ ニ 初 期 防 除 の 適期 と 言え る 。 | 
Wai | 
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Summary 


Forecasting the Outbreak of Destructive Insects in Apple Orchards 


III. Forecasting the Initial Date of Hatch in Respect of 


19614F 9 月 津川 ・ 山 田 ・ 白 崎 : 


The European red mite, Panonychus ulmi (Kocn), 
has become one of the most serious pests in the 


apple orchards in Aomori Prefecture since 1950. It is 


very important to find the initial date of hatch of 
| winter eggs from the economical standpoint. In the 
_present paper, therefore, attempts were made to 
| determine the total effective and the lower limit 


temperatures for the development of winter eggs 


based on data during the period 1951-1960 except 
1953. The relations between the initial date of hatch 
from winter eggs and the climatic conditions or the 
istate of growth of some apple varieties were also 

: analyzed. The results are as follows: 

i 1. It is proved that the total effective temperature 

of 195.4 day-degrees C was required to complete the 

| development of winter eggs and that a temperature 

: of about 7°C was the developmental zero. 

: 2. It is found that there is high correlation be- 

: tween the initial date of hatch and the total temper- 


ature during the period from March to April 25 th, 


リン ゴ 園 に お ける 害虫 類 の 発生 予察 173 
the Overwintering Eggs of the European Red Mite, 


Panonychus ulmi (KocH), in Aomori Prefecture 


By Chikara TsuGawa, Masateru YAMADA and Shoei SHIRASAKI 
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30 th and May Ist of the said nine years. 

3. As a result of examining the relation between 
climatic conditions and the initial dates of hatch, 
there was a high inverse correlation with the temper- 
ature of April. In order to forecast the first day of 
hatch following formulae seem to be applicable. 

y= —2.910 x+27. 983 

(y: Initial date of hatch 

x: Average temperature at 9 a.m. in April) 
y= —2. 348 x+8. 322 

(y: Initial date of hatch 

x: Minimum temperature in April) 
y=—38. 507+50. 030 

(y: Initial date of hatch 

x: Maximum temperature in April) 

4. A high correlation was ascertained between the 
initial date of hatch and the growing state of apples. 
Examining the relation with the principal varieties 
of apple in Aomori Prefecture, the forecasting form- 


ulae of the initial date of hatch are as follows: 


|. Years of Forecasting formulae 


Growing state Name of | Coefficient of 
of apple | varieties | correlation 
| 
Breaking American | 
「 stage Summer | 
Pearmain 0. 632 
/ Jonathan 0. 620 
I Ralls Janet | 0.852** 
Mouse | American | 
ear Summer 
stage Pearmain | 0.805** 
I | Jonathan 0. 780* 
UV | Ralls Janet 0. 858** 


| examination 
る y=0. 652 メー2.984 
9 y=0. 528 x—3. 408 
9 y=1.157 x—20. 211 
9 y=1.000 x—17. 889 
9 y=0.931 x—17. 413 
9 y=1.196 x—34. 880 


Note: The initial date in reckoning in April 30th for the initial date of hatch and March 31st for the 


breaking and the mouse ear stage. 
5. It was required about 10 days to complete the 
hatching of 99 per cent of the winter eggs in 1959 
and 1960. The termination of hatch is considered to 


lie between the each initial date of blooming of 


Jonathan and Ralls Janet. It can be said that the 
time just before blooming of apples is best for con- 


trol in early stage of the European red mite. 


eYuyyvry~AnhkRe FEBR 


=e Fl Mom R 昭 ft 
広島 県 立 農業 試験 場 


1925 年 ご ろ た に セ ジ ロウ ンカ ヵ (Sogata furcifera 
Horvarm) や トビ イロ ウン カ (MNilaparvata lugens 
Srar) の 越冬 の 状況 が 不明 で ある と いう こと が 問題 に な 
っ た が , 当時 これ ら ウ ンカ 類 が 休眠 し て 冬 を 過ごす る も の 
で ある か どう か は 考え られ も し な か っ た 。 そ の 後 筆者 の 
一 人 三宅 (1932, 1951) は ヒメ トビ ウン ヵ (Delphacodes 
Striatella FarrEgN) の 休 振 は 「 日 長 効果 ]」 た と よ ょ っ て 起こ 
る 8 の で あり また セン ロウ ンカ だ ド だ よ び ト トピ ビ イ ロウ ン 
カカ は 「 且 長 効果 | に ょ っ て 休 紀 し な いこ と を 報じ た 。 更 
に 各 方 面 で も セ ジ ロウ ンカ お よび トビ イロ ウン カ の 越冬 
た っ いて 研究 が 行なわ れ た が , 1943 年 ご ぁ ま で に は 結論 
を 得る に は 至ら な か っ た 。1950 年 に 再び この 研究 六 度 林 
省 企 画 の も と に 開始 され 現在 まで に 10 数 名 の 研究 者 が ウ 
ンカ 類 の 越冬 問題 の 解明 に 専念 し て いる 。 生 者 (1958) 
は で" イロ ウン ァ に っ ろ い て に は 発表 を 行 な 7 が 
本 報 で は セ ジ ロウ ンカ の 休眠 が 寄主 転換 と いう 特別 な 現 
象 た に 伴っ ぅ て 起こ る こと を 報告 する 。 


1 EUV VAOKAIC BY SRE 


CVO YAOMICIZRL GH) 型 と 短 し 型 が あり , 
雄 は 特別 な 場合 を 除い て 長 し 型 の み で ある 。 ネ セ ジ ロウ ン 
刀 の 長 し 型 は 6 月 下旬 か ら 7 月 上 旬 に か け , 田植 後 の 本 
FICHE CRA L CESS. COR LAMA FH IC BE IB 
L, これ より 出 た 雌 成 虫 の 多く の も の は 短 し 型 と な る 。 
この 時 期 は 7 月 末 か ら 8 月 上 旬 で ある が , 8 月 下旬 に な 


旬 に いずれ か へ 飛び 去る 。1958 年 の 水田 の 調査 結果 は 第 
LEDER) TH aK. 

BIRRADALKACKG 4OMOL VAI Y HIE 
密度 で ある が , それ ら の すべ て は 長 し 型 で ある 。 こ れ ば 


当然 の こと で あっ て , 水田 初期 の と ジロ ウッ ンカ は ほか が ヵ 間 
ら 飛 米 し た も の で ある こと が 推察 され る 。 ま な た 838 月末 中 | 
な る と , 水田 に は 沢山 の 幼虫 が いる に も か か わら ず 成 事 
の 数 は 少な い 。 も しゃ も 幼虫 か ら 成 虫 に な っ た も の が その | 
まま 全部 水田 た とどまっ て いる と すれ ば , Died One | 


数 が 観察 され な けれ ば な ら な い 。 こ の こと は 8 HACK 
虫 と な っ た セ ジ ロウ ンカ が 水田 か ら 飛 び 去 る こと を 示 吹 
し て いる 。 な お 飛び 去る た め に 成虫 は 長 LE Cte e Tit 
な ら な い 。 策 1 表 に 示す よう に 8 ARKACHOHAR 
虫 は 観察 され た 限り 長 し 型 と な っ て いる 。 すなわち ぢ 本 四 


の セ ジ ロウ ンカ の 成虫 は 長 し 型 に 始ま り 長 し 型 に 終わ る | 


RC ; 
2 長 し 型 発 生 の 原因 
SAAVYADOREME rot, BELBMLORWE 
を 見 る の で ある が , これ を 確か め ある た め , 次 の よう な な 実 
験 を 試み た 。 

2sccR RE ACH † 本 を 入れ , ふ化 当日 より 一 定数 


の 虫 を その 中 に 収容 し , MHL SE CMA LCEHL 


型 の 発現 を 調べ た 。 結 果 は 第 2 表 の と お り で あっ た 。 
第 2 表 の よう な 実験 結果 は 8 月 末 に 水田 に お いて ウン 


© CMC BELEN L, 成虫 は 長 し 型 と な っ て 9 月 上 中 ADEA hE SER し 型 が 発生 する と いう 事実 を 裏書 
; 第 1 表 EHOLABEL EG LB 
“—~_ EAB j | Sl sales, ol. ee lee ea (> iol oa 
; ~ BN RE 7 a 
wana ~~ | 7 | 7.15 | 7,21 1.25 Sallie 8.5 “8.10 8.15 | Bie | 8 a 9.1 
100 bk ig se haa 9 116] 20/ 8| 949] 924] 765 | sooo | 277301 sa7aaliaas! 9 
Dar ee | ee e890 coded) lh wecgulness yl dena 45 45| 650/ 0 
me CL R00 MELON 100 cca ee | WO ON 
Wi = 1) LOSE IC 25 UF B UK BIR Ve (AB (BH DRT @ pe oe ih an 


2) OMisiOR LBA RT 


(1961 年 4 月 3 和正 受 領 ) 


(174 ) 


| 


| 
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第 4 表 水田 出現 前 に お ける 産卵 寄主 選択 性 


25cc 試 | | | 
飼育 lon | 2M 
es 温 ふ化 月 昌 | SM IMSEBIEB % 
1U 自然 6. 12(1951)| 34 Dal On ek2 43 
2 Pa Gs LOC ci? Er B52 2 SZ ao! I 8 80 
Se SAC EC 149 034] O19 94 
4 We W214 Mee E85 © 1 36 93 
4 5 NWN LCE N86 ON OUT2 98 
8 RZ CN 20 84-10] O01 100 


備考 さる M は 雄 の 長 し 型 ) 史 M は 雌 の 長 し 型 ) る B は 
HOG LM, 平 B は 雌 の 短 し 型 を 示す 。 以下 の 
| の 表 に お いて も 同様 。 
きざし て いる (第 1 表 参 照 )。 水田 に 初め て 姿 を 現 わ す 6 
月末 か ら 7 月 の セ ジ ロウ ンカ は 長 し 型 ば か り で ある か ら 
に の 時 も 長 し 型 発生 の 原因 が な く て は な ら な い 。 そ こ で 
| 第 2 表 と 同じ ょ うな 方 法 で 種 澤 を 与 を た 場合 と スズ メ ノ 
| カタ ビラ (Poa annua L.) を 与え た 場合 と を 比較 し て 
| 戻し 型 の 発生 を 調べ た 結果 は 第 3 表 の と お り で あっ た 。 


BSR teVaIvAeHeEzKASAZEITE 


iA UKBA ORK LUMO RA 

a a 
Lae + GE stceanomom § on SM 

DEE | 
1 | wl 201.2 (1959) 30 9 0| 28 24 
7 / |B &16.12(1951)| 34 9 0] 12 43 
E Ree 7 | 

O10C1959)(F 37) 311 0} 5) 86 
on y 自然 5.8 (1952)| 25 28 0| 0) 100 
3 |ae w| 251.11(1951) 149 13410] 9 94 

eA 9 233. 30(1959) 48 41| 0 2 95 
ee a . 

y |ZE22| 244.5 ( v 9] 51) 54 0] 0 100 

P 7 自然 5.13(1952)i54| 40| 0| 0| 100 


有紀 料 と し て スズ メ ノ カ タビ ラ を 与え た 場合 は , AEM 
Pe LEK も 雌 の 長 し 型 が 多く 発生 する 。 こ の こ 
た は スズ メ ノ カ タビ ラ の よう な 雑草 で 春 育っ た セ ジ ロウ 
ンカ が 水田 に 飛来 し うる 可能 性 を 示す も の で ある 。 


3 - セ ジロ ウン カ の 水田 出現 前 に お ける 
産卵 寄主 選択 性 


セ ジ ロウ ンカ は スズ メ ノ カ タビ ラ を 飼料 と する と 長 し 
型 を 多く 生じ その 移動 を 可能 た する 。 次 に 水田 出現 前 に 
お ける セ ジ ロウ ンカ の 産卵 寄主 選択 性 を 調べ て みた 。 す 
な わ ち 飼育 中 の セ ジ ロウ ンカ 成虫 を 征 お よび スズ メ ノ カ 
多 ビ ラ を 一 緒 に 入れ た 35cc 試 験 管 中 に 入れ , 数 日 置い た 
の もち 各 寄 主 へ の 産卵 数 を 調べ た 結果 は 第 4 表 の と お り で 
あっ た 。 

1~2 月 ある い は 4 へ ~~5 月 の 間 , セ ジ ロウ ンカ は 産卵 


幼虫 期 eee BOBS LOB 
の 飼料 産卵 年 月 日 yy FB % ; a 4 % gg 
| | | 
fii ti 1.20~23(1958) 10 0 01 394 10020°C 
/  \4.26~30(1960) 15 6 2 350 98 自 然 
I 5. 17~20( vw) 13 4 3 149 97 # 
I 6.4~ 8 v ) 7121] 48 133 52) # 
ro es 10~20(1959) 7 225 61| 144 39 » 
VBL >~25(. 4 | 27,923 76, 290, 247 
I ig 1~9 » ) 25) 471) 90) 50 10 v 
yw \7.6 ~13( 4 ) 21) 475 94, 32. 6 @ 
AX /'6 19~20( / ) 10 258 62 158 38 7 
PREF |< | 
vu |6.17~23€¢:1 ) 23 815 69 366 31 sv 
y 6 \7.1~13( # ) 12210 95 11) 5 wv 
y \7.3 ~16( & ) 35 738 95 41 5 vu 


BEL UCHIDIAAZAV AP EDP RM, 6 月 上 
旬 に な る と 稀 と スズ メ ノ カ タビ ラ に 同じ 程度 に 産卵 し , 
6 月 末 か ら 7 月 と かけ て は , 4~5 月 と は 逆 の 産卵 選択 
性 を 示し , 幼虫 時 代 稲 で 育っ て も ある い は スズ メ ノ カ タ 
ビラ で 育っ て も , ECHL IITHS. CHILR 
期 の 近づい た 人 冬 草 か ら 夏 草 へ と ウン カ が 寄主 転換 を 行 な 
うこ と を 示す も の で あろ 5。 


4 水田 か ら 姿 を 消す 時 期 の セ ジ ロウ ンカ 
の 産卵 寄主 選択 性 


8 月 末 か ら 9 月 に は , 水田 の を セ ジ ロウ ンカ は 長 し 型 で 
HY, これ は 水田 か ら 飛 び 去 る も の らし い が そ の ゆく を 
は 不明 で ある 。 こ の 時 期 の セ ジ ロウ ンカ の 幼虫 を 25cc の : 
ARE SCRA ECISMB LEE CHMA LEY, 日 長 を 
変え たり , ある い は 密度 を 変え て 飼育 し , 出 て きた 成虫 
1 対 を こん ど は イヌ ビエ (Panicum crusgalli L. var. 
submutica Mery.) お よび 笑 を と も に 入れ た 35cc の 試験 
管内 た 収容 し , 一 定期 間 お いて 産卵 数 を 調べ て みた が そ 
の 結果 は 第 5 表 の と お り で あっ た 。 

策 5 表 か ら 明 ら か な よう に , 幼虫 時 代 の 飼育 の 条件 に 
Ric eV OTVYAINELEA EOL OATES 
Ligvy C4 RELIES. COMMITS EMH 
<M ERV LCS. Tied DRRHEADF 
主 転換 が ここ に 行なわ れる と みな けれ ば な ら な い 。 こ の 
AREZICHEIMLELOL, ACB LELOXENE 
N4{XELDHLORCHMALTASL, CORB HO 
FIL 6 表 に 示さ れる よう で あっ た 。 

以上 の よう に 稀 よ り も イヌ ビエ を 好み な が ら 。 その イ 
ヌメ ビエ で 育っ た も の は , MCHoKLOL vitR LAX 
多く 生ずる 。 産 卵 寄 主として は 稽 よ り も イヌ ビエ を 好み 
な が ら 長 し 型 を 生じ る こと は 生態 学 的 に 見 て 興味 深い 現 


amet KE SBLOMCHRLKeVvaUYA 
RoI et, AALTASET, ZAI FT oR 
(Alopeculus sequalis Sopon.) % 1 本 を 収め た 35cc の 
試験 管 中 に 入れ て 各 植 物 へ の 産卵 数 を 調査 し た が その 結 


176 BAW Hw BR SS ae. 第 5 巻 BIS 
策 5 表 AED SIEM TMC HO SINS 
eae eRe i inns ges > re tk as od iMacs 
幼虫 期 の 飼育 条件 | | ee | ERS LOM % 
= —_ ふ化 年 月 日 羽化 年 月 日 | 産 劉 年 月 日 | 
y |25cc 試 験 | ats a yy a 
ee ae | sa a | > 2 
7 Ti 1 自然 |g.11~15(1958)/8. 23~27(1958)/8. 28~9. 8(1958)| 8 3 1 208 99 
HRB 20 ” \1~ 3 7 8.14~17( 4 3I8.20~29( 7 )) 10 410 | 4 264 96 
7 if 1 ak | 91 eons. 23~250 7 LOT NOC me20n IY So ee 825 93 
” i Hak 9.12~13( 7 )9.23~26( 7 )9.28~10. ar), 20 | 47 | 6 804 94 
備考 + ROR 2 12 BRL COOWRUSOCMO MCW S < LEC LERUT So 
第 6 表 fe eg Ue 
asec |.) a | MO) Sie ic ae he geet B | yy | 
Bone | 8 Ag el ee ia 羽化 年 月 上 | 3 M Ms Lz (2M % 
2 fo | A & [10.8~ 9(1959)11.7~10(1959), 22 14 0 | 8 64 
7 Axnexz| ¢ i10.4~16C 7’ 311.6~25(.¢ J} 28 20 0 3 87 
30 w | w [0.20~29C7)11.24~12.207) 21 21 0 0 100 
RCH o | 
| 
5 BHPbABADENAEER | 


BAT RO LB) CHoic. kee, COCRENKE 第 1 図 — 4 °Cic 24 Benk L HRA OFEIB 
米 数 は 産卵 開始 後 数 目 間 に 得 ら れ た も の で この 間 温 度 は ( 不 休 眼 卵 ) 
ORS < 
第 7 表 夏 草 か ら 冬 草 へ の 産卵 寄主 選択 、 
$y WRG | 供 試 | 産卵 数 eal 9% 
| Wh 4 AG 産卵 年 月 日 | a i 
DO fe | ae a 2 A See, a 
, 数 Le | 3% tage 5) See 
FR fi| 12.31(1959)~1. od 17 | 1.6~14(1960)| 27 Beis3 
ARETE see 11.27~12. 3(1959) 6 A | 0 0 32 | 65 3 = 
以上 の 結果 は いずれ の 場合 も 稲 へ の wean EAETE 
<> そ 草 へ の 産卵 が き さ きわめて 多い 。 特 に 出直し た イヌ ピ 
CHACHA Lich Dt100% HEAT ESB LVS, 
6 Sheainic Ee Bic le 


場合 の 休眠 卵 の 発現 


章 に 述べ た よう に イヌ ビエ で 育っ た も の が 示す 冬 草 へ 
の 産卵 習性 は 興味 ある も の で ある が , 次 に 主として こ の 
ICSU CHEE EHS Chee LOM RILE TIDE 
時 自然 温 に お いた も の を , 一 4 °C に 24 了 時 間 置 いて 卵 の 生 
HEA, EI ISR Lic ( 策 1 お よび 2 図 )。 
TERE 8 表 の と お り で あっ た 


第 2 


I 
場合 の 眼 点 期 の 生 


以上 の 結果 か ら イ ヌ ビ エ で 


ー40°C 24 時 間接 触 し て か ら 25°C Ic UI. | 


IB CPKAR IB) 
TOTCh OULIRY TRE 


ALN EH SCEMbMS. CHICA RUTH, 
IB CHS LEB ALAR L eB LOMB. —H 
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jihad ee ot ORME RA OMe (I) 


Ps eras : ae 

. 虫 期 の 飼料 | AR i 出穂 イヌ ビエ 葉 | OMB Re RE ” ws 

If 化 年 "月 日 11.7~11. 10(1959) 11.20~11. 25(19565 11.6~11.24(1959) 11.27~12.3 (1959) 
Omtms | A 然 #8, " | " 
oe hha ue I I Uv 

均 BE ae 11.0 13.3 12.6 17.9 

e, “i Beane 39 20 18 24 

H —4°C に 

| fk (8 EIB Ce が 4 3 

64°C に 24 時 間接 | | 

触 後 の 生 卵 数 ( 休 0 i 14 | 21 

AR SBR) | | 


AB CH ot bor, —A4°C it 24 PSEA 2 と Jeg 第 9 大 た に 示さ れる 1 よう に セ ジ ロウ ンカ は 幼虫 時 代 を 稲 

BTS. PEA BD YAOMAMM LEO ML A CGE CRAM LEC Oe 

ELT, 高密 度 に 飼育 すれ ば 休眠 卵 を 産む が (HE, 眠 卵 を 産ま な い 。 

RR, 1958), セ ジ ロウ ンカ の 場合 , トピ イロ ウン カ と 同 イヌ ビエ 葉 輔 で , 飼育 し た 第 8 表 D 区 の も の と 20°C 

粒 な 傾向 が ある か どう か 次 の よう な 方 法 で 調査 し た 。 す 中 に て 稲 澤 で 飼育 し た も の と を 年 最低 温度 時 の 1 月 に 自 

hb bE 25<c 試験 管内 に 一 定数 の 虫 を 入れ , ふ化 当 然 温 に お いて 調 並 し た 結果 は 第 10 表 の と お り で あっ た 。 

iz 1D Ages UH RSE eR LC AAR «(114A 1 出穂 し た イヌ ビエ で 育っ た 成虫 は 休眠 卵 を 産み , FRM 

G2 D17~20°C) CMB L, 羽化 し た 成虫 を し て それ ぞ で 育っ た も の は 休眠 卵 を 産ま な い 。 

OPEC HIS. CHAMRINCH Sd & 5 Arid : 

E 記 同様 卵 を 4°C に 24 時 間接 触 し て か ら そ の 生死 に ょ 7 PIR OR AR iia tt 

CHB Lk. MORRDShbPSZLIICHMLeE1 RELLAFERD 
第 9 表 EE Ee naa (IL) 


a in 


— on = 
Wray 13825) mn tle le al, 

Ree Ce a PEE lea 日 EB) Sant em rem | Cat net 
fe «fi 1\% #w RY a Ss 9.9~12 | | 9.13~15| 13 13 | 0 
a 策 a 30 25 ae / VIL / | It | 27 27 0 
a 1 i. | 10.9~10 “U.11~21 12.10 12.25~26 15 15 | 0 
出穂 税 a ese 7) a | es 

ee | 1 > スン | 10.9~15 11.15~22. 12.11 | r | | 28 0 


its Sy BMC 35 5 AEH Ys D MAE RIB E OBE (il) 


Gemomtak | zs e Aa | amma Ain | seas HIB Bh RO RIN 
. A | 12,96 (1959 1.8 (1960 17 1 16 

Hit ze = 13.28 ¢ = ba isa ¢ ” 3 24 2 2 | 9 

12.31 (7 reat e 2 0 

30 頭 飼育 1.4 10603 ie ( et pai ic 23 
_— | | 

; 1.4 2 ED) 13 13 | 
miner 1 3 fl LG ( / (I 42 42 | 0 | 0 


備考 : 1) 元 卵 は 白濁 する か ら 生 死 の 区 別 は 容易 で ある 。 
2) 調査 月 日 は 1960 年 1 月 30 日 。 
13》 マ 実 輸 期 間 中 の 最低 温 は 平均 一 3.6°C, 最後 6 日 間 の 平均 最低 気温 は ー6.5° じ で あっ た 。 
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EL CHR LOLA CAHICEIIT 4S. CH 
EI SEHED HAY KERIB tte oR MEOKIRIO EAA, 
を 化 時 期 な ど は 不明 で あっ た の で 調査 を 行なっ た 。 そ の 
結果 は 第 11 表 の と お り で あっ た 。 

第 11 表 NE 


0 33 33.83.173. 223. 28 4.918 B24 
gesesmxl 63! 50\ 45 43 42 38 —| —| 38 
POE Tel ah 2) je 3, |, Sd 
Ab RK 0 0 0 0 0 0 0 o| 27 
WE ee 0 0| ol 0 0 0 7, 
BEES | 芸当 反転 眼 宮 限 点 | た 化 | te 
状 Du | 後期 期 | 初期 後期 BA) 


備考 1) 」 死 卵 は 寄生 菌 に よる 。 

2) 1 月 8~14 日 より 自然 温 に お いた 。 

3) 羽化 訓 は すべて 長 し 型 で ある .。 
以上 の よう に 3 月 中 旬 か ら 休 眠 卵 は 成育 を 開始 し 4 月 
中 下旬 に ふ化 し て 5 月 末 か ら そ の 年 内 最初 の 成虫 が 出現 


する 。 


ek: ee an 2) 


以上 の 調査 結果 か ら 雑 草 中 に 産み こま れ た セ ジ ロウ ン 
カカ の 卵 は 休眠 状態 で 越冬 し , 春 を 化し て 早い も の は 2 世 
代 , お ぞい も の は 1 世代 を 雑草 で 育ち 長 し 型 と な り , これ 
が 水田 に 移っ て 稲 に 産卵 する も の と 思わ れる 。 これ か ら 
出 た 成 下 の 雌 は 多く 短 し 型 と な る が 次 の 世代 で は 密度 が 
EFL, その た め 長 し 型 を 生じ る 。 これ は 8 月 下旬 ご ろ 
で あっ て , セ ジ ロウ ンカ が 水田 か ら 姿 を 消す 時 期 で も あ 
Zo COMBE (4 Uz) に 再び 寄主 を 変え る 。 
イマ ビエ て せ 出 穂 必 て お りこ の イヌ ビエ で 育っ た セ ジ ロウ 
VARRIASRAERE ZAR (スズ メ ノ カ タビ ラ ) に 
卵 を 産む 。 こ の 卵 は 休眠 卵 と な り 冬 を 過ごし 翌年 4 月 中 
下旬 ふ化 じ て 冬 草 雑 草 で 育っ て 稲 に 移行 する 。 こ れ が ネ 
ジロ ウン カ の 週 年 経過 で ある が , 6~7 ARABS CE 
が セン ジン ロウ ンカ に と っ て 必要 な こと で ある か どう か は は 
な は だ 疑問 で ある 。 稲 の な い草 垣 島 (末永 )1953), 東北 
聞 坊 (仲野 誕 1959) な ど で セ ジロ ウン カカ が 見 つか っ て いる 
こと は 射 か ら 移 動 し た も の と は 考え が た い 。 雑草 の みみ の 
年 活 環 が ある べき で あろ うこ の ご ど は すでに 深谷 (19 
57) に よっ て 指摘 され て いる 。 稲 が 日 本 で 作ら れる 以前 
に を セ ジ ロウ ンカ は 雑草 で 夏 草 と 冬 草 と の 間 を 往復 する 生 
活 環 を と っ て いた も の と 想 象 され る 。 

さき て 越冬 の 問題 で ある が , 九州 地方 で は セ ジ ロウ ンカ 
は 幼虫 態 で 冬 を 過ごす も の と し ば し ば いわ れ で て きた 。 越 
冬 を 単に 科 を 過 ご Co NR っ た も の で 
も 暖か い 場 所 デ た と えば 鹿児島 県 指宿 都 山 川町 参 池 CA 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


第 5 巻 第 3 号 


A, 酒井 , 堀切 , 1956)】 の よう な 所 で は 幼虫 ある い は 卵 の 
状態 で を を 過ごす こと が で きる の は むし ろ 当 然 で ある 2 
し か し 休眠 と いう こと に な る と 考え 方 は BOTH OR 
な っ て くる 。 第 4 表 に 示し た 稀 へ の 寄主 転換 は , 冬 草 の 
熟 期 と 考え を あわ せる と , 鹿児島 で は 広島 より 早く な る と 
考え られ る 。 小 考 の 熟 期 は 鹿児島 と 広島 で は 約 25 昌 の 差 
が ある 。 南 九州 で は ほか より 早く セツ ロウ ンカ が 水田 
現われ る と いう が それ は 上 に 述べ た よう に 幼 虫 で 冬 を 過 
ご し た 場合 は 別 と し て , た と を ゃ を , 卵 休 眠 の 状態 で 越冬 選 

た も の で も, 冬 草 の 熟 期 が 早まっ て いる る と いう 事実 が 
る の で 稲 に 来る 時 期 が 早く な る の は むし ろ 当 然 で ある 3 
fi x D BIC CHRO AF — VIL TOBE RIAA 
ko CHL TW AC LIMBS (1951), = (1932) 
も すでに だ 指摘 で いる と こる で ある OLN セン ロウ 
カカ の み が 例 外 で ある と は いえ ゃ を な い 。 と すれ ば セ ジ ロウ マン 
カ が 冬 を 過ごす の に 最も を さわ し い 状 態 は 卵 休眠 で ある 
と 療 を られ る 。 HH, 成 下 で 越す る と いう の は むし ろ 
例外 的 な も の で あろ 5。 


9... RY 


1. 広島 県 で は セ ジ ロウ ンカ は 6 月 下旬 か ら 7 ALS 
こ か け て 初め て 長 し 型 が 本 田 に 飛来 定着 する 。 そ の の ぢ 
生息 密度 を 増し つつ 8 月 下旬 に な る と 生 員 密度 は 最高 と 
な り , その 時 は ほとん ど 全 部 長 じ 型 と な り , ほ場 か らら 次 
を 消し て 行く 。 こ の 間 水 田 で は 約 二 世代 を 経過 する 。 ま 
た 長 し 型 発生 の 原因 と し て は , 高い 生息 密度 お よび スペ 
メ ノ カ タビ ラ な ど 雑 草 を 栄養 源 と する こと な ど が 考 を 史 
Ae 

2. セ ジ ロウ ンカ が 本 田 に 現われ る 6 月 下旬 か ら 7 調 
下旬 だ な る と BIFEL UCAZAV AP EFEOS 
稲 を 好 選 し て 産卵 し , 冬 草 よ ょ り 稲 へ の 寄主 転換 現象 が 見 
られ る 。 

3. 8 月 末 か ら 9 月 初め に か け て セ ジ ロウ ンカ が 本 国 
より 姿 を 消 じ で 竹 く 陸 期 な る と 7 欄 さ り も イメ ビニ 
より 多く 産卵 し 夏 草 雑草 へ の 寄主 選択 が 認め あら れる 。 

4. イヌ ビエ に 移転 し イヌ ビビ ェ で 育 う た ャ ジロ ウン 
(LARICEEIBS SCLC AZATAGEF, RAIIF 
ッ ポ ウツ の 順に 産卵 , 冬 草 へ の 寄主 選択 示 認 め ら れる 。 

5。 イヌ ピ ビ ェ で 育っ ら た の の スズメ ノ カタ ビラ テラ べ の 産 
FURL, 一 4°C に 24 時 間接 触 し て る ERS LORD 
な く , ほとん ど 休 眠 卵 と な る が , 稲 苗 あ る い は 出穂 稲 で 
育っ た も の か ら は いずれ る 休眠 卵 は 得 ら れ な い 。 

6. 休眠 卵 は 翌 春 3 月 下旬 か ら 成 育 を 開始 し , 4 AB 
下旬 ふ化 し た の ち 5 AK bt OFRMOR EA HEL 


19614 9 月 = ° PRE: 


WET MERIC 5 SHES MIT OA, . 幼 虫 は これ を 食 草 と し 
Leo も の と 思わ れる 。 
Blip FA, See et 
PRIA + WIFAK + HWE (1956) Wek 発 予 資料 
(56) : 79~134. 


FSG AME (1932) Fed: 6 : 20~36, 47~65. 


The effects of the population density and food 


(plant during the larval period on the determination 


vith the white back planthopper, Sogata furcifera 
orvarn. The results are summarized as follows : 

| (1) In Hiroshima Prefecture the macropterous 
ales and females of the white back planthopper 
appear in the paddy fields from late June to early 


[| » 
Wuly for the first time. 


Then the brachypterous 
ifemales appear and increase in number during the 
summer. In late August and early September the 
macropterous forms disappear from the paddy fields. 
hey pass two generations during the summer in 
the paddy fields. 

The wing-form of adult is determined by the 
environmental factors affecting during the larval 
oeriod. All adults 


macropterous form when the larvae were reared 


of the emerged grew the 
nder high population densities and fed on the weeds 
| Poa annua L. and Alopeculus platensis L.). 

(2) It was found that the adult showed distinct 
ost preference. From late June to early July, the 
planthoppers appear in the paddy fields, and oviposit 
more on the rice plant (Oryza sativa L.) than on 
‘he weed (Poa annua L.). 


| (3) The planthoppers disappear from the paddy 
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Summary 


Studies on the Diapause and Host Plant Preference in the White Back 
Planthopper, Sogata furcifera HORVATH 


By Toshio MIYAKE and Akio FUJIWARA 


Hiroshima Agricultural Experiment Station, Saijo,Hiroshima 


Just 
the weed 


fields from late August to early September. 
about this time, they oviposit more on 
(Panicum crusgalli L. var. submutica Mery.) than 
on the rice plant. 

(4) The planthoppers which were reared on the 
weed (Panicum crusgalli L. var. submutica Mery.) 
did not oviposit on the rice plant at all, but oviposit 
on the weeds such as Poa annua L. and Alopeculus 
platensis L. 

(5) When the larvae were reared with leaf or 
sheath of the weed (Panicum crusgalli L. var. 
submutica Mry.) during October and November, 
the emerged adults oviposited the diapausing eggs. 
But the adults which were reared with rice seedlings 
or sheath of rice plant being after heading never 
oviposited the diapausing eggs. The diapansed eggs 
did not die under the low temperature of —4°C for 
24 hours and overwintered in the egg stage. 

(6) The diapaused eggs which have overwintered 
grow active in the middle of March and _ their 
hatching begins in the middle of April. The newly 
hatched larvae take the weed (Poa annua L.) for 
This is the 
that year. The 
the paddy fields 


food plant and emerge late in May. 
adult of the first generation of 
planthoppers which appear in 
from late June to early July are the adults of the 


second generation. 


=AX4 AMROMAE RI 


IV. カリ ウム 施用 量 の 多 


ます 水稲 施肥 の 影 
少 と 幼虫 の 成育 


Peet H.-G eR aw 
農林 省 農 業 技術 研究 所 


施肥 条件 が 植物 の 栄養 生理 を と お し て , これ に 寄生 す 
ZBHORECMECS ATS CLI, TCCV<¢ 9 
DPORMMOBRECHONTS. KMEXRETS=H 
メイ ガ に 関し て も , BRICKS SUL) VRBICAO HH 
量 と 幼虫 の 成育 と の 関係 に つい て , すでに 報告 し た (A 
| 井 ・ 平 野 , 1958, 1959; 平野 ・ 石 井 , 1959), AsCCih 
ニカ メイ ガ 幼 虫 の 成育 と 及ぼ すす 水稲 へ の カリ 肥料 の 施用 
量 の 影響 を 明らか に する た め に 行なっ た 実験 の 結果 を 報 
BSD. 


実 験 


実験 は 1959 年 に 行なっ た 。 供 試 水稲 品種 は 農林 29 号 で 
ある 8。 種 子 は 埼玉 農 試 玉井 分 場 よ り 分 譲 さ れ た 。 播 種 は 
5 月 13 日 , 育苗 方 法 は 室 素 肥 料 お よび リン 酸 肥 料 に つい 
て の 試験 と 全く 同様 で ある 。 

土壌 栽培 水稲 で の 野外 飼育 試験 栽 境 容 器 は 直径 25 
cm, 深き 30cm の ワ グ ネ ル ・ ポ ッ ト で ある 。 TRAE 
を 15kg ずつ つめ , 策 1 表 の 計画 に 従っ て 三 要素 を 基 双 
& UCHH Like 


第 1 表 fe HH wf 
oe hbk DERE ) 


Neieer v= Sy ye Me 化 カ ) 
eo [PRET P20; と し て ) (K20 と し て ) 
多 カ リ 区 i C2 a ie ar ne 
Dh VE 1 0.5 1 
無 カ リ 区 1 | 0.5 | 0 


苗 の 移植 は 6 月 20 日 に 行なっ た 。 ポ ッ ト あ た り 2 株, 
1 株 3 本 植え と し た 。 苗 の 移植 後 , ポッ ト を 上 農 技 研 構内 
の 綱 室 内 に 置き 管理 し た 。 8 月 25 日 に 静岡 県 産 の 策 2 化 
期 卵 を ポット あたり 約 50 粒 ずつ , ポッ ト の 一 方 の 株 に 
接種 し た 。 ふ 化 後 30 日 目 に 稲 株 を 刈り と り , 生存 幼虫 を 
集め , 体重 を 測定 し た 。 

結果 を 第 2 表 に 示す 。 幼 虫 の 成育 は 土壌 へ の カリ 肥料 
の 施用 量 に ょ っ て 全く 影響 を 受け て いな い (P >0.05)。 


(1961 年 4 月 19 日 受領 ) 


策 2 事 カリ 施用 量 を 変え て 栽培 され た 
水稲 を 摂 食 し た 幼虫 の 成育 状態 
(30 晶 間 野外 飼育 ) 


肥料 区 分 | ボッ ト 数 上 
多 カ リ 区 4 192 62 47.71 42.18 
少 カ リ 区 4 202 62 | 54.06-42..60 
無 カ had K 4 203 76 | 51.38+2. 27 
PMKEOROWE  F =0.55 
12 S505) 


水 耕 裁 培 水 稲 で の 野外 飼育 試験 栽培 容器 は 直径 25 
cm, 深き 30cm の ワ ソ グ ネル ・ ポ ッ ト で ある 。 水 耕 液 の 組 
成 を 第 3 表 に 示す 。 苗 の 移植 は 6 月 20 日 に 行なっ た 。 水 
耕 坊 境 方 法 の 詳細 は 窒素 肥 料 に つい て の 試験 (石井 ・ 平 
野 ,1959) の 場合 と 同様 で ある 。 


第 3 表 K HR O HM Br 
aes oe 
、 | 7 月 1 日 >7 月 31 昌 | 881B~9R286 
BE 素 | 用 に ら た 塩類 
| | 多 カ リ 区 少 カ り 区 多 カ リ 区 少 カ り 攻 
NT CN SO OO 40 
P20。 | NazHPO, | 220 20 le ot 20 
K20 KCI? 280. OO 0 
CaO CaCly 15: LS 15 15 
MgO | MgCl, 12 12 12 12 
Fez0; | Fe citrate 3.6 8 6 | 3.6 3:4 
x 6 月 20 日 6 月 30 日 は 水道 水 
8 月 29 日 に ふ化 直前 の 静岡 県 産 策 2 (EHNA, ポッ ト 


あたり 約 40 粒 接種 し た 。 ふ 化 後 30 日 目 に 稲 株 を 刈り 取 う 
て , 生存 幼虫 を 集め , 体重 を 測定 し た 。 

結果 を 第 4 表 に 示す 。 幼 虫 の 体重 は , 多 カ リ 区 で 多少 
高い 傾向 が 見 られ た が , 少 カ リ 区 と の 差 は 有意 で は な か 
SCRE 0 0598 

水 耕 栽培 水稲 に よる 無菌 飼育 試験 前 項 と 同様 の 方 池 
CAPR Liczkii®, 8 月 28 日 に 根 ぎ わか ら 刻 り 取 りり 
幼虫 の 摂 食 対 象 と な る 茎 部 を 4~ 5cm に 切断 し , その 
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第 4 表 HY) Y APERED HIE ZK PER 
栽培 され た 水稲 で の 幼虫 の 成育 
(30 晶 間 野外 飼育 ) 


NNN oo ee 


pert ale » vaxliem symdrome 
ae 4 | 153 | 91 ee 


> 


148 78 52.31+2.02 


F = 0.49 
P.> 0.05 


平均 体重 の 差 の 検定 


50g ずつ を 水 10ml と と も に 300 ml 容量 の 三角 フラ スコ 
|[ ら 入れ 綱 せ ん L, た だ ち に 1.0 kgw/em? の 圧力 で 15 分 
i ARH Lic, CORPEIRIC (cRURDER 2 化 期 卵 を 接 
WEL 28°C HERE CAM OM MB LAV, そ 
| 成育 状態 を 調査 し た 。 

uot Re 
ee っ て 全く 影響 を 受け な い (P > 0.05), 


第 5 表 カリ ウゥ ウム 濃度 の 異な る 水 未 液 で 
栽培 され た 水稲 で の 幼虫 の 成育 
(24 日 間 無菌 飼育 ) 


Ign el 6 118 105 | 53.76-+1.99 
jon 5 105 100 | 53.58£1.98 
| 平均 体重 の 差 の 検定 F =0.002 
| P > 0.05 


訳 稲 工 の 化学 組成 カリ 施用 量 の 多少 に ょ っ て , KARE 
及 化 学 組成 どの よう な 影響 を 受け て いる か を 知る た 
上, 土壌 栽培 水稲 で は 9 月 9 BIC, 水 耕 栽 培 水 稲 で は 8 
BAI, 各区 の 予備 ポッ ト か ら 数 株 ずつ を 旭 り 取り , 
けけ 本 用 試料 と し た 。 分 析 は 従来 の 知見 か ら 幼 虫 の 成育 に 
RL RAE LBA ON SEER, WPS, APA 
FES, BLOMREH CHS AY VADSHCOWT 
Hiro. PERE LOSHLERCMORR (石井 ・ 
F257, 1959) OMBSLAROBE CIDE Lic. FARES 
議 は 802% エ タ ノ ー ル 抽出 物 に つい て , ミク ロケ ル ダ ー ル 
所 で 測定 し た 。 カ リウ ム 含 量 は 灰 化し た 試料 を 希 塩酸 で 
| 画 出 し た 液 た つい て 炎 光 光度 計 (Flammenphotometer 
Model 15 ) で 測定 し た 。 
| 分 析 結 果 を 第 6 表 お よび 第 7 RICA. KBR KAR 
p カ リウ ム 含量 は , 水 耕 液 中 の カリ ウム 濃度 に よっ て 差 
ROME, 土壌 栽培 水稲 の カリ ウム 含量 は 処理 区 間 
[ 差 が な か っ た 。 そ の ほか の 成分 は 土壌 栽培 , 水 耕 栽培 
b, WVPARCL Ss CHU BRL Cielo 
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ROR カリ 施用 量 を 変え て 土壌 栽培 され た 
AME O MG! aL iain. 


yt | Ras he 可溶性 カリ ウム 

HORS EH oy H+ 糖 (Ka0) 
多 ヵ カリ 区 | 0.81 ーー 0.61 | 5.88 | 2.48 
少 ヵ り 区 | 0.81 | 0.20 | 0.61 | 6.56 | 2.50 
74 | 0.20 | 0.54 | 6.16 | 2.25 


第 7 表 AY OLPERED His ZK RIC 
BEE SAV IC TKARE O (EAM 
0 


; = 

AI vi Rite ar 2 y ウム 
肥料 区 分 | Ae SEH 素 | 窒 素 bit (&:0) 
多 ) 区 | 2.04 
Da J 区 2.28 


2.69 4.68 
1.45 3.47 1.18 
feiss WRRORIEICIS Cb, 水稲 の 生育 状態 
Vd, カカ リ 施用 量 た に たよ 2 て 差 が 見 られ な か っ た 。 


考 bs 


各 飼 育 試験 の 結果 か ら 見 て , 水稲 へ の カリ 肥料 の 施用 
量 に よって, これ を 食害 する ニカ メイ ガ 幼 躍 が 大 きい 影 
響 を 受け る と は 考え られ な い 。 こ の こと は 水稲 基 の 化学 
分 析 の 結果 か ら ゃ も 裏づけ られ る 。 カリウム 含量 に た かなり 
差異 の 見 られ た 水 耕 栽培 の 場合 で さぁ, ARDMKOS 
い は わずか で ある 。 土壌 栽培 の 場合 に は 有 擬 成 分 は も ち 
ZA, カリ ウム 含量 に お いて さる を ほとん ど 差 が 認 あ られ 
TEV 

リン 酸 双 料 に 関す る 前 報 に お いて , 0 VRE 
素 肥 料 と 本 質 的 に 異な る 点 は 窒素 六 そ れ 自 身 水 衛 体 内 で 
幼虫 の 栄養 と な る 物質 に 合成 され て , 幼虫 と 直接 的 な 関 
係 を 持つ の に 反し て , リン 酸 は 主として 水稲 茎 内 の 有機 
物 組成 を と お し て 間接 的 に 関係 を 持っ て いる こと で あ 
る 」 と 述べ た CEE + GF, 1959). 

本 実験 の 水 示 栽 境 水 稲 に お いて , 多 カ リ 区 水稲 の カリ 
ツ ム 含 量 が 少 カ リ 区 の 約 4 倍 で あっ た の に も か か わら 
ず , 幼虫 の 成育 に 差 の 見 られ な か っ た 事実 は , 幼虫 が 植 
物体 内 の カリ ウム 濃度 その も の に よっ て 直接 影響 を 受け 
な いこ と を 示し て いる 。 す な ね わ ち カリ 肥料 に お いて も る も, 
リン 酸 肥料 の 場合 と 似 た 関係 が ある も の と 考え られ る 。 

一 般 的 に 見 て , AURAL KAO (LSE OFF 
に は , あま り め いり ょ うな 関連 が が 見 られ な いよ ょ よう で ある 。 
いま 春日 井 (1939) の 報告 の な か か ら , 水 耕 液 の カリ ウ 
ム 濃 度 と わら 中 の 窒素 お よび カリ ウム の 含量 と の 関係 を 
グラ フ に し て みる と , 策 図 の よう な 曲線 が 得 ら れる 。 
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カリ ウム 含量 は と も か く と し で , 窒素 含量 の 変化 は 水 耕 
液 中 の Kz0 濃度 0 ~40 p.p.m. の 範囲 で , わずか 0.522 
以内 た すぎ な い 。 土壌 栽培 の 場合 で は , カリ 施用 量 に 基 
づく 窒素 含量 の 変化 は 一 層 小 さい も の と 療 を られ る 。 
荻原 (1960) に ょ れ ば ,- HY RAGEO AAG CULIE RS ATE 
こと 比べ て 一 般 に 宏 素 含量 が 高い が , その 差 は Aw h 
ー0.25~ 二 0.85% の 範囲 内 で ある 。 本 実験 の 結果 で も 。, 
カリ 施用 量 の 多少 に と ょ っ て 水稲 茎 の 窒素 含量 に は 差 が 見 
られ な か っ た な た 。 


水 

gel 

5 

中 

の 

& 10+ 

& 

% 

05 
| sli | — 
0 3 16 4 40 
KBR + OKO} BH (p. p.m.) \ 
第 1 水 耕 液 中 の カリ ウム 濃 鹿 と 水稲 収穫 わ ら 中 の 窒素 お 


よび カリ ウム 含量 ( 春 目 井 , 1939 の デー タ よ り 作 図 ) 
カリ ウッ ウム 含量 


室 素 含量 


更に 土壌 栽培 の 場合 に , 水 稿 の 有 機 成分 ば か り で な くさく, 
カリ ウム 含量 に お いて も カリ 施用 量 に よる 差異 が 認め ら 
れ な か っ た 事実 は , 水稲 自身 が カリ 肥料 の 多少 に 対し て 
敏感 に 反応 し な い の と 同時 に , 供 試 五 壌 水稲 の 要求 す 
DBAEDA YI AREA UTWATERRLTWAS 
AGO AY RAKE FELD WAVE TK SEO PRE L HEV. 
関係 を 持っ て いる よう で あり , HU (1960) に ょ れ ば , 
AVRO LCT ARIE RE VHX LIT 
土壌 た 比べ て , BHRBIVRRICMIS BH. WIERD He 
率 が 大 きく , 窒素 を 保持 する 力 が カリ を 保持 する 力 よ り 
も 低い 。 ま た 土壌 の 全 カ リ 含 量 は カリ 欠 逐 症 と 関係 を 持 
た な い が , カリ 以外 の 肥料 の 施用 量 は 関係 を 持ち , 更に 
同一 土壌 で も 還元 的 な 状態 で は カリ 欠 逐 を 起こ し ゃ すい 
Ne 

この よう に 水 税 に 対す る カリ ウム の 影響 は か な ら ず し 
も 一 定 で は な いけ れ ど る も, 本 実験 の 結果 か ら 見 て , 水田 


20'- ve oe. 


に お いて カリ 肥料 の 多少 が 』 ニカ メイ ガ 幼 虫 の 成育 た 影 
BMT LID, ほな と どん 々 ん と ど ない と 考 ぞ て よい で ちあ 
56 

HY ARR & Beh & OBBMICOV Clk, 従来 主 と じ て 有 有 
dA CE < OFA FI ig MT So AND- 
RrEws (1923) は メ ク ラ カメ ムジ シ 科 の 一 種 Helopeltis thei- 
vorg に 対す る 茶樹 の 抵抗 性 に つい て 研究 を 行ない , 土壌 
中 の KP が 高い と 植物 の 抵抗 性 が 増加 し , 被害 が 減少 
る こと を 認め , カリ 肥料 を 施用 し て 防除 の 目的 を 達成 
た 。 同 様 に カリ 肥料 の 施用 に ょ り 害 虫 の 発 
生 や そ の 加害 が 減少 する 例 は , アプ ラム ジ 
類 (BroADBENT et al., 1952), Chlorops 
oryzae イネ キモ グリ バエ GAR, 19525 HH 
tu, 1954), Tetranychus telarius + >» 
4 =(Fritzscue et al., 1957), Nephotettix 
cincticeps YY 7FAAaAAN AIR, 19€0), 
Sogata furcifera e«va7y 7 QR, 1960. 
な ど で 報 告 さ れ て いる 。 CHICK Aphis 
rumicis ギ ジ ギ シア ブラ ムシ (DAavipsoyj 
1925), Toxoptera graminum ムギ ノア ブ | 
ラム シ ( Haseman, 1946), Teiraniehde 


telarius ナミ ハバ ハ ダ ー= (LeRovux, 1954 ; 
Roprieurz, 1951) の 繁殖 , Phaedon cock- 
leariae ダイ コン サル ハム ジ シ の 産卵 数 (Ap 
LEN & SELMAN, 1955), ある い は Pyrausta 
nubilalis 777 X4 FH ( Tayzor ef al., 
1952) や Pieris brassicae モン シロ チョ 
ウツ (Arrgrn & Sgrmar, 1957) OHA 
育 な ど は , 寄主 植物 へ の カリ ウツ ム の 施用 た にょ っ て 好ま 
い 影 響 を 受け る こと が 知ら れ て いる 。 ま た 数 種 の アブ ラ ヲ 
ムジ の 繁殖 (BARKER & Tauper, 1951; Vixux et al., 
1952; Taynor et al., 1952) や Melanotus caudex 2 
ルク ビク シコ メ ツ キ に よる コム ギ の 被害 (関谷 ら , 1950) 
は カリ 肥料 の 多少 と 関係 が な い 。 =AAA AMC 
る 石倉 ら (1953) の ほ場 調査 の 結果 も , カリ 肥料 の 多少 
が 幼虫 の 成育 や 水生 の 被害 状態 と 関係 を 持た な いこ と 塩 
CS 

以上 の よう に , 一 般 的 に 見 て , AVA Bet OFF 
に は , 塞 素 肥料 で 示さ れ た よう な 一 定 の 傾向 は 認め られ が 
な い 。 同 一 種類 の 昆虫 が , いろ いろ の 条件 や 寄主 植物 の 


、 相違 に ょ っ て 全く 逆 の 反応 を 示す 場合 さき を あ る 。 三 カメ 


イガ 幼虫 の 成育 た 関し て も , すでに 述べ た よ ょ うに jj KB 
に お いて カリ 肛 料 の 多少 めい りょう な 影響 を 与 を そる 本 
能 性 は ほな と ん ど な い も の と 差 き られ る 。 


1961 年 9 月 


摘 wE 


| 水橋 へ の カリ 肥料 の 施用 量 と ニカ メイ ガ 幼 虫 の 成育 と 
| の 関係 を 明らか に する た め , SORE AARC O shit 0 uF 
| 外 飼 育 試験 水 震 末 培 水稲 で の 幼虫 の 野外 飼育 試験 , お 
| は び 水 耕 栽 培 水 穏 で の 幼虫 の 無菌 飼育 試験 を 行なっ た 。 
ふか ず れ の 飼育 試 険 に お いて も , 幼虫 の 成育 状態 は 土壌 や 
ABR O AY) DARED RM RIC L o CMBR Rt ich 
| sito 

PRB OAK, HPPA, 全 糖 お よび 
| 成り ウム 含量 は , カリ 施用 量 に ょ っ て まっ た く 影 響 を 受 
PID Toa oe. KBR CLEAR, 可溶性 室 素 お 
PROT, 水 棒 液 中 の カリ ウム 濾 度 に ょ っ て ほ と 
と 化し な か っ た が , カリ ウム 含量 は 多 カ リ 区 で 著 し 


I 


Be eer SOSLPD, 幼虫 の 成育 は 水稲 基 の カリ 
| ウム 含量 そ を の も の の 多少 に と に ょ っ て 影響 を 受け な いこ と が 
推定 され る 。 

| 水 往 工 の カリ ウム 以外 の 化学 成分 は , カリ 施用 量 に ょ 
| ら て 著しく 変化 し な いこ と , お よび 幼虫 の 成育 は 水稲 攻 
| の カリ ウム 含量 を そ を の も の に よっ て 影響 を 受け な いこ と か 
1 O4AC, 水稲 へ の カリ 施用 量 が ニカ メイ ガ が 幼虫 の 成育 
| で 著しい 影響 を 及ぼ すこ と は な いと 結論 で きる 。 
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E Summary 
Effect of Fertilizers on the Growth of Larvae of the Rice Stem Borer, 
Chilo suppressalis WALKER 


IV. Growth Responses of Larvae to the Rice Plant supplied 


with Potassium Fertilizer at Different Levels 


By Chisato Hrrano and Shoziro IsHu 
National Institute of Agricultural Sciences, Nishigahara, Tokyo 


the rice stem borer larvae, the authors have demon- 


strated that good growth of larvae can be attained 
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by feeding rice plant cultured on soils or in solutions 
rich in nitrogen, while phosphorus fertilizers usually 
had no significant effect. 

The present experiments were undertaken to know 
whether or not the growth of larvae is affected by 
application of potassium fertilizers to the rice plant. 
Three experimental series were provided for rearing 
the larvae, as follows: 

Series 1: Larvae were reared on living rice plants 
grown in a greenhouse on soil supplied with potas- 
sium fertilizer, at high, low, or zero level. 

Series 2: Larvae were reared on living rice plants 
cultured in a greenhouse in nutrient solution contain- 
ing potassium at high or low level. 

Series 3: Larvae were reared on steam-sterilized 
rice plant stems, in flask, at 28°C, under an aseptic 
condition; the plants used having been grown in 
nutrient solution in the same manner as in the 
series 2. 

As is shown in the following table, there was 
found, within each series, practically no difference 


in the growth of larvae. 


BARBRA WwW EH 


No. of larvae 
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Contents of several constituents in the plant, 
including potassium, were virtually equal among the 
plants grown on soils supplied with potassium 
fertilizer at different levels. In the plants cultured 
in solutions, chemical compositions of the plant did 
not differ significantly with the concentration of 
potassium in the nutrient solutions, except for the 
potassium content. The plants reared in potassium 
rich solutions contained a higher amount of potas- 
sium in comparison with the plants grown in 
potassium deficient solutions. These results indicate 
that level of potassium fertilizer did not affect 
remarkably the chemical composition of the rice 
plant and that the growth of larvae is not affected 
by the potassium content itself of the host plant. 

It is suggested that application of potassium fer- 
tilizer to a paddy field also may not affect the 
growth of the rice stem borer larvae, under natural 


conditions. 


é Duration é | 
eee ete of rearing See ete 2 aie | Mean body F 
| period | P hatched i survived | weight (mg) 
_ Hish | 4 192 62 ~ | 47.71+2.18 
1 30 days Lo 4 2020 62 54.062. 60 0. ae 
ok Soe woe 203 | 76 51.38 42.27 Fy Oat 
p evra | High 4 153 91 87. 5541.79 0. 49 
| | ow 4 148 78 “52.3142. 02 P > 0.05 
High 6 118 | 
3 Ligh g 105 53.76+1.99 0.002 
Low 5 105 | 100 53.58 エ 1.98 P > 0.05 
> im aS i le 


oO 


dt WEE 2D に 


中 | コナ マダ ラメ イガ Ephestia cautella の 幼虫 を いろ い 
中 ね の 生 中 密度 で 飼育 する と , 密 度 の 変化 に 伴っ て 幼虫 の 
| 発育 速度 や 羽化 率 , 成虫 の 体 の 大 き さ , ひい て は その 産 
[ 政 数 な どの 増殖 能力 に 関与 する 諸 要 素 に 大 きい 変化 が 見 
| られ た (高橋 1956)。 この よう な 現象 は , 幼虫 の 各個 
| 体 が その 食物 で ある 米ぬか の 悦 の 中 で 占め る 生活 宏 間 の 
| 接触 面 を と お し て 生ずる 個体 間 の 直接 的 な お よび 間接 的 
な 相互 作用 の 強 さ の 変化 に よっ て 変る も の と 考え られ る 
| Gest, 1959)。 筆 者 の コナ マダ ラメ イガ を 用 いて 行なっ 
| で て きた 一 連 の 研究 を 進め あめ る た に あたっ て , この よう な 幼虫 
| の 生息 密度 の 影響 が 幼 虫 の どの よう な 時 期 に 現われ て く 
| る か を 知る た め , 等 者 の 用 いた 飼育 条件 下 に お ける 幼虫 
| の 各 令 期間 の 長 さ を 知る こと が 必要 と な っ た 。 あ わせ て , 
| 幼虫 の 令 数 の 変化 に つい て 若手 の 検討 を 加え た い 。 

| この 研究 を 進め る に あたっ て 種々 の ど ご 援助 と ご 批判 を 
| ふた だ いた 内 田 俊郎 教授 に 感謝 の 意 を 表し た い 。 
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「 細 材 料 と し て 用 いた コナ マダ ラメ イガ は 筆者 の これ まで 
| の 報告 (高橋 , 1956, 1959) に 用 いた も の と 同じ 系 統 で 
Hoc, 24 時 間 の 間 に 産 下さ れ た 卵 を 実験 た 供し た 。 幼 
| 中 の 食物 と し て 米ぬか を 用 いた が , 幼虫 の 密度 は 米ぬか 
| の 単位 量 当 た り の 初期 卵 数 で 示し て ある 。 コ ナマ ダラ メ 
| イガ の 飼育 お よび 実験 は すべ て 30°C, # 70% RH. に 
調節 し た 恒温 室 に お いて 行なっ た 。 

1 幼虫 の 発育 段階 の 指標 と し て 幼虫 頭 部 の 最大 幅 を 頭 徴 
| 鏡 に 装てん し た ミク ロメ ー タ ー を 用 いて 測定 し た が , 幼 
| 下 の 脱皮 が ら を 米ぬか の 中 か ら 取 り 出 すこ と は きわ め て 
困難 で ある の で , 卵 の 導入 後 一 定 間隔 で 米 ぬ ぬ か と と も に 
| 幼虫 を 702 ア ルコ ー ル に 浸し , の ち に 幼虫 を 選 り 出 し て 
測定 と に 用 いた 。 し た が っ て 各個 体 に つい て の 脱皮 回 数 や 
| 体 の 大 き さ の 成長 に 伴 うぅ 変化 は 調べ て は いな い 。 幼虫 を 
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生き た まま 測定 し , それ を 元 へ 戻し て 実験 を 続け る こと 
も 不可 能 で は な い が , MHD KAO MICHA COF 5 
た ほぼ 定まっ た 生活 空間 を 占め て お り , CHeRALTH 
虫 を 取り 出す こと に よっ て 大 きい 影響 を 生ずる と 考え ら 
れる の で , その 方 法 は 望ま し く な い 。 そ の た めこ の 実験 
Cit, 内 田 (1941), Sranrgy (1953) の 方 法 に 従っ て 幼 
虫 の 令 数 お よび 令 期 間 の 長 さ の 判定 を 行なっ た 。 
実験 に 用 いた 容器 の 大 き さ , 食物 の 量 , 卵 数 , 測定 に 
用 いる 標本 の 抽出 間隔 に つい て は 以下 の 各 実 験 に お いて 
述べ る 。 


3. 令 の 数 と 各 令 の 期間 の 長 さ 


渋谷 (1932) は 大 豆 か す で 人 飼育 し た コナ マダ ラメ イガ の 
幼虫 の 頭 幅 を 測定 し , TOTEM’, 幼虫 は 5 
令 を 経過 し , その 頭 幅 の 増加 は 徳永 (1928) の 式 に 従う 
一 種 の 対数 曲線 を 描く と し た 。 そ こ で 米 ぬ ぬ か に お ける こ 
の 幼虫 の 令 の 数 と 各 令 の 長 さ の 概略 を 知る た め , 直径 
2cm 長 さ 20cm の 試験 管 34 本 と に それ ぞ れ 米ぬか 5g と 
コナ マダ ラメ イガ の 卵 を 100 (HAN CHEAMAL, 34 
日 間 毎 日 1 本 ずつ に つい て 見 い だ せ た 幼虫 全部 を 測定 し 
た (実験 1)。 ま た 最初 の 4 日 間 に つ いて は 米ぬか を 入 
れず に 卵 の ふ化 状態 を 見 た 。 そ の 測定 値 を 全部 集め た 頭 
幅 た に た つい て の 頻度 分 布 は 策 1 図 上 の よう に な る 。 頭 幅 の 
分 布 に は 大 小 を 含め て 6 個 の 山 が 見 られ , 左 の 3 個 の 山 
は 比較 的 は っ きり し て いて , 毎日 の 測定 に と ょ る 頻度 分 布 
か ら 連 続 し た 3 個 の 山 の 底 辺 を 分 離す る こと が で きる 。 
その それ ぞ れ は 1, 2 お よび 3 令 に 相当 する と 考え られ 
る 。 し か し 4 番目 の 山 は ほか の も の に 比べ て 変異 の 幅 が 
広く 底辺 の 連続 が が 著しい の で , これ を 1 つの 上 山 と し て 令 
を 決定 する こと は 困難 で ある 。 

そこ で この 辺 の 様子 を は っ きり 知る た め , 再び 同じ 試 
験 管 に 米ぬか 10g と 卵 100 個 を 入れ て 11 AAA» 39 日 
目 ま で 毎日 同じ ょ うに 測定 を 続け て その 頻度 分 布 を 求め 
た (実験 芽 〉。 この と き は , 貢 を 作っ て 刺 化 直前 の 個体 
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BLM 幼虫 の 頭 幅 の 頻 慶 分 布 
斜線 の 部 分 は 貢 の 中 に いた 個体 を 示す 


を 区 別 し た CRIME). この 場合 も 先 と 同じ ょ うな 貞 
の 構成 が 見 られ る が , RRTOD IDO PO MEET 
の 個体 の 頭 幅 の 頻度 分 布 か ら 判 定 で きる 。 そ れ で 第 1 図 
上 の 右端 の 山 は 最終 和信 の も の と 考え られ る 。 し か し 4 番 
目 の 山 よこ の 場合 に も 変異 の 己 が 広く , 5 番目 の 小さ い 
山 と 底辺 が 連続 し て 分 離 が 困難 で ある 。 こ の 2 REN 


te 4,5 a EU, SHEDS 6 45 Ze PES 
la 
RANT DLEBLZDSCHLEO)arrvw 100 


WOKE 8642 CHL Bbh 
Do : 
イガ Tinea pellionella (辻井 , 
1959) や イチ モン ジ セ セリ Parnara 
guttata (三田 村 , 1956), マイ マイ 
Lymantria dispar( 長 沢 , 1957) の 
幼虫 に は 令 数 に 関し て いろ いろ の 型 
が 見 られ 頭 幅 た に た ょ る 谷 期 の 決定 は 高 
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第 2 図 


令 | 階級 測定 数 


iG S C3) jee te ee 
I {11~14| 155) 0.184 09.009 4.9%. — 
IT 14~18 160 0.243 0.012 5.0 1.32 
了 20~27, 207 0.352 0.020 5.7 1.45 
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令 の 場合 に は 不可 能 で ある まな だ 
アリ ョ トウ Leucania unipuncta 
(ez, 1959) で は 1, 2 TOM 
VBE CHET 6 EBROS A 
る 個体 が 増加 する 。 し た が っ て ご こ 
の 実験 の 結果 か ら コ ナマ ダラ ヌイ 
ガ の 幼虫 の 令 を 決定 する の は 困難 
と し て も , BRITS 令 型 の も の 
と 6 令 型 の も の が 混在 し て いる も 
DEBLAC EMCEE SS Ee 
図 上 に 示し た 頻度 分 布 か ら 求 る め だ 
第 1, 2, 3 令 と 最終 令 の 頭 幅 の 億 
は 策 1 表 に 示し た 。 各 令 間 の 成幸 
比 は 1, 2 令 間 が 他 ょ より も か な 1 り 
pad, 昆虫 の 幼虫 の 成長 に 関す 
る Dyar (1890) Oy: Bll & Fe Fe 
(1928) の 式 の いずれ に も よく 適 
80 99 THEE Relo WEOLG 
に 令 数 と 頭 幅 の 成長 の 型 に 関し で 
は 渋谷 の 報告 と 一 致し な いれ | 
が 飼育 温 湿 度 や 食物 の 違い に ょ る 
も の か , 用 いた 材料 の 系 統 的 な 差異 に 基づく も の か は ね 
か ら な い が , 1 つの 要因 と し て 飼育 密度 の 影響 で ある が 
a 
次 に 実験 エ の 各 日 に お ける 上 述 の 頭 幅 値 か ら 推 定 し だ 
EAD 個体 の 百分率 を も っ て 各 令 の 存在 曲線 を RDI 
(第 2 図 )。 各 令 の お お よそ の 長 ミ まき を 見 る と 卵 期 は 3:0 
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産卵 後 の 発育 に 伴う 生活 吹 各 期 の 個体 の 分 布 (実験 TD 


1, 2, 3, 4 Blk th Ch 4.1, 3.0, 3.5, 3.5 ACH 
Do CUT4 TE 6 FMD 5 FLILERO L 5ICH 
離 が 困難 で あっ た が , その 存在 曲線 も 長く 尾 を ひい て 
る 。 こ の 尾 を ひい た 部 分 は さき の 頭 幅 の 頻度 分 布 の 策 5 


番目 の 小さ い 山 を 構成 する 個体 で あっ て , 6 PHYO 


BS 令 た 相当 する も の と 善 を られ る 。 最終 令 ほ な し た が っ 
て 5 令 と 6 令 と の 個体 より 成っ て いる が その 期間 は 8 計 
日 と 推定 で きる 。 そ し て この 令 の 存在 曲線 の 後半 部 は 6 
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7 型 の 第 6 令 の も の に よる と 思わ れる 。 ま た 実験 芽 に よ 
5 19 日 目 ご ろか ら 丈 夫 な 賢 を 作っ て いる 個体 が 見 ら 
る 。 疫 期間 は 6.5 日 で 産卵 後 羽 化 ま で に 約 32 日 を 妥 
た と 考え られ る 。 


4. 生息 密度 に よる 令 数 と 各 令 期間 の 変化 


0 Onision 
EAE RMS SM, この 頭 幅 値 の 変化 は 幼虫 期 の 個 
ドド 還 の 間接 的 な 相互 作用 た と えば 食物 の 汚染 や 利用 し う 
fein: POMMORRE BASH Crk, 1959)。 
LOMROMMAKET SX STRALOM RL, 幼 
MOBIC BBN Sb Lirvicvo ELAR t 
PPS DWH L CORT DMs DHE OAK 
| ieee ee capes oe 


Kua r> 20g に 卵 を 25 (A), 50 CB) 個 の 区 と 米ぬか 
g cSB% 50 (C), 100 (D), 200 (E), 400 (F) 個 
mete), これ ら を 直径 Tom, HS 3cm の シャ ー レ 

hit, 調査 は A 区 は 4 旦 目 か ら 毎 日 , B, C, D, 

I, FRIRTHEN 10, 13, 10, 7, 4 日 目 か ら 3 日 目 
導 と に 行ない , すべ て の 区 た に つい て 死亡 し た 成虫 が 見 ら 
る まで 測定 を 続け た 。 別に 100 個 の 卵 に 米ぬか を 加え 
Pav CEO SALOIKIE L 5 (DRO BLD BE WITTE > 
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た 。 こ れ ら の 頭 幅 測定 値 の 各区 た つい て の 合計 の 上 度 分 
布 図 を 第 3 図 に 示し た 。 

低 密 度 の A 区 で は 5 個 の は っ きり し た 山 が 見 られ , 3 
番目 と 4 番目 の 山 と の 間 に 1 個体 4 番目 と 5 番目 の 山 と 
の 間 に 2 個体 山 か ら は ずれ た 個所 が 見 られ る 。 高 密度 
の FF 区 で は 実 険 エ と 葉 と で 見 られ た よう な 分 布 を 示し , 
IZ UO 3 個 の 山 は は っ きり と 区 別 が つく が , A 区 の 山 
に は ずれ た 個所 の 位置 に 多く の 個体 が 見 られ , 第 4 番目 
の 山 の 変異 を 大 きく し , 第 5 番目 の 山 と の 間 に 小 さ な 山 
の 存在 が 見 られ る 。 この よ う 【 に 低 密 度 で は 5 AMOS) 
が 大 部 分 で ある が か が, 密度 が 高く な る と 6 令 型 の 出現 頻度 
が 多く な る こと を 示し て いる よう で あり , 下 区 の 第 3 番 
目 の 山 で 頭 幅 の 小さ い 方 に すそ が の びている こと か ら 7 

ARO BLOG SLBLGNS. ALD 5 Moa 令 に 相当 
SMO F 『 区 の は し じ め の 3 令 に 相 
YZ LBXGONS 3 個 の 山 と 最終 令 の も の と 考え られ 
る 右端 の 山 に つい て の 頭 幅 の 平均 値 を 第 2 表 と 第 3 RIC 
示し た 。 策 3 図 に お いて は 幡 の 中 に いた 遇 化 直前 の 終 令 
幼虫 は 区 別して 示し て ある が その 各区 に お ける 頭 幅 平 均 
値 を 第 4 表 た に 示し た 。 ま た 各区 に お ける 羽化 虫 の 頭 幅 値 
は 第 5 表 に た に 示 し た 。 

成虫 の 頭 幅 は 審 度 の 変化 に と ょ よっ て 大 きく 変わ る こと は 
すでに 述べ た (高橋 , 1956) が , この 実験 に お いて も は 
っ き ウ と 認め られ る 。 し か し 幼虫 の 頭 幅 は 終 人 TH ILD 
いて も 密度 の 高い ほど 小さ く は な 
っ て いる が 成虫 の 場合 ほど 著しく 
は な い 。 A 区 と F 区 と の 差 の A 区 
の 値 に 対す る 減少 率 は , ROR 
の 14.526, 上 典 の 14.722 に 対し ; 2 
令 は 0.726; 3 令 は 4.822, 終 令 幼 
虫 は 4.72% に すぎ な い 。 幼虫 の 生 
抽 密 度 効果 が 摂 食 量 や 体 の 成長 量 
の 最も 大 きい 終 令 に お いて 著しく 
he VD EBASTEOU, それ に 
ょ っ て 生じ た 成虫 の 頭 幅 の 変化 の 
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fil | 落し い の に 比べ て 終 令 幼虫 の 頭 幅 
¥ の 変化 が さほど 著しく な い の る も 当 
ma 25750 L 50 CHS LMNs し か し 老 
| 
10 Il i | 部 幼虫 の 体長 や 体重 に お いて は , 
| é 
a oD _ J BUH D FAO 、 て は 体重 の 変化 に 
0 20 30 re de 50 
i is 配当 する だ け の 大 きい 変化 が 見 ら 
第 3 図 PBS OLMMEIC BY SLO RHO REA CRE, れる に ちがい な い 。 し か も な お 終 


人 々 の 幼虫 の 頭 幅 が 密度 が 高い と き 
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第 2 表 実験 本 , AK ( 低 密 度 区 ) の 幼虫 各 令 の 頭 
幅 値 (mm) 


令 測定 数 x Ss CV 成長 比 
、 化 直後 nD ODD BG == 
3 es 610102197, © 0.005 012.4 ae 
IL [a0 s24840 10-013. ae oat 1.26% 1 
TL 23. | 0.380 0.020 5.3 1.53 
Vv 24 0.575 0.016 2.9 1.52 
vV 51 | 0.838 0.042 5.1 1.46 


1 ふ化 直後 の 1 令 幼 虫 の 頭 幅 に 対し て は 1.30. 
第 3 表 HM, F 区 (高密 度 区 ) の 各 令 幼虫 の 


Rie (mm) 
令 | 測定 数 | x s Gave 成長 比 
46| 0.192 0.010 5.2% | —— 
IL 50 02 246)50.:008) 3322 1. 28%! 
TIL 190 | 0.361 0.020 5.4 1.47 
oe in Rls (GUA SR 
Hee | 360 | 0.789 0:044 5.6 | 74 4 xs 


*1 ふ化 直後 の 幼虫 の 頭 幅 に 対し て は 1.30 
*? 測定 目盛 の 34 以 上 の 個体 
* 第 臣 令 に 対し て の 値 

第 4 表 WOR CORAAM HO Rigi (mm) 
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に 減少 する 傾向 を 示す こと は 審 度 の 効果 が 若 令 Dis 
FE eG RECA 若 令 幼虫 の 頭 幅 の 減少 と と も 
令 数 の 増加 を 生じ で いる と 考 える ご と が で きょう | 
A 区 と F 区 た に つい て 各 令 間 の 成長 比 を 見 る と , いす す 
の 場合 に も 実験 エ の 場合 と 同じ ょ うに 1.2 令 間 の 億 が 仙 
ょ り も 著しく 小さ か っ た 。 こ の と と は この 幼虫 の 頭 幅 の 
成長 の 様式 が Dyar の 法則 に も 徳永 の 式 に も よく 一 沸 
する と は い を な いこ と を 示 p で いる 9 この ま 3 な 幼 下 抽 
頭 幅 の 成長 の 型 が 渋谷 の 場合 と 異な る の は 用 いた コナ 
タダ ラメ イガ の 系 統 的 な 性 質 に よる も の か , 与え た 食物 
の ほか の 震 弄 条 件 に ょ よる も の か は わか ら な い 。 
次 に A 区 た つい て 各 令 の 毎日 の 存在 百分率 を 求め て 
虫 期 と 遇 期 の 経過 を 策 4 図 に 示 し た 。 図 か ら 卵 期 は 3. 
A, 1~5 令 は それ ぞ れ 335, 2.2, 2.8, 3.4, 5.9 Bs 
IARI E 6:8 昌 で 産卵 後 羽 化 ま で に 約 28 日 を 要 し た 。 に 
の と き 貢 の 中 に いる 終 令 幼虫 が 18 日 目 か ら 見 られ た 。 に 
れ と 策 2 図 と を 比べ る と 客 度 の 低い と き と や や 高い とき 
と の 比較 が で きる が , 密 度 示 高く な る こと に よっ て 羽仁 
まで の 経過 日 数 が 延長 する こと は すでに 報告 し た ( 高 析 
1956) の と 同じ で ある 。 COMBICL AHBILA 1k 
よび それ 以後 の 令 期間 の 延長 と し て 現われ て いる が , F 
に 最大 の 成長 期 で あり 摂 食 期 で ある 終 令 に お いて 著しい 
そし て 最終 令 の 幼虫 の 見 られ る 期間 も 延長 する が , こそ 
れ は 前 述 の よう に 5 令 型 と 6 令 型 の 終 令 と が まじ っ て VV 
る た めで , 6 令 型 の 第 5 令 と 5 令 型 の 第 5 令 と は 同じ 
期 に 見 られ , 6 令 型 の 第 6 令 す な わ ち 最終 令 が 5 THA 


最終 令 の いる 時 期 に 引き 続い て 存在 する た め と 考え られ 
So. この よう な 終 令 幼虫 の 存在 期間 の 延長 は 高い 密度 で 
お ける 成虫 の 羽化 が 長期 間 に わ た っ て 起こ り , WHA 


区 Ki DIT ew x yg ET 
= 
A202.) 2.25 | 16 |. 0.844 0.042 5.0% 
B| 20 | 50| 14! 0.827 0.030 3.6 
Gui 5a S0n) G0 0.850 > 0.036600 4.2 
D| 5 | 100/ 15| 0.803 0.029 3.6 
E 5 200 44 0.817 0.040 4.9 
F/ 5 | 400} 62| 0.804 0.044 5.5 
Bo WK ORI Mee (mm) 
$ Sea Sed 
ee OO nD een 
A | 58 | 1.167 0.029 2.52| 48 | 1.127 0.026 2.32% 
B | 19 | 1.158 0.035 3.1 | 20/ 1.117 0.028 2.5 
C | 32 | 1.131 0.026 2.3 | 28| 1.101 0.032 2.9 
D | 58 | 1.085 0.031 2.9 | 67| 1.058 0.035 3.3 
E | 93 | 1.038 0.039 3.8 {116 | 0.991 0.041 4.2 
F | 63 | 0.997 0.044 4.5 | 82 0.960 0.055 5.7 


BED) Oh RSS At 


第 4 図 RRM, A 区 と お ける 生活 史 各 期 の 個体 の 分 布 


の 和 山 が 平坦 に な る (高橋 , 1956) 原因 の 一 つと 考え ら ね 
So また 5 令 型 の 終 令 幼虫 の 頭 幅 値 と 6 PHORM 
の それ と の 問 に は 目立っ た 差異 が 見 られ な いよ う で あけ 
羽化 の 時 期 に と ょ る 成虫 の 頭 幅 の 値 に も ほとん ど 差 が 見 
れ な い 。 WRN ED BMA SATE. 

幼虫 の 頭 幅 は 3 令 で は 密度 に よる 景 tel 
認め られ た が 2 令 で は ほとん ど 差 が 認め 
れ な か うた 。 COL FICHEICEL SR i 
高密 度 の 時 は か な り 若 令 と お いて 現われ , 
まず 令 期 間 の 延長 に 続い て それ に 続く 令 9 
頭 幅 が 減少 し , それ に 令 数 の 増加 する 個人 
の 出現 が 伴っ て いる と 考 を られ る 。 そ を し" 
令 の 進む に 従っ て 各個 体 の 占め る 補間 EE 
食 量 が 増加 し , それ と と も に 個体 間 の 作 朋 
が 堪 加 し , その 作用 は 最終 令 に と お いて 最 


196146 9 月 


By ne ae 


Pat exo 24H Ephestia cautella の 幼虫 の 令 数 
品 各 令 期 間 の 長 さ に 幼虫 期 の 生息 密度 六 ど の よう に 影 : 
る か を , 幼虫 の 頭 幅 を 測定 し て 調べ た 。 飼育 は 30°C, 


騰 度 が 増加 する と 6 令 型 の 類 度 多く な り , 7 令 型 の 存 
|E も 予想 され る 。 

|) 鶴 度 の 低い 場合 も 高い 場合 に も , HDHOMBORRD 
Pea Dyan の 法則 に も 徳永 の 式 に も よく 一 致す る と は 
ane 

| 幼虫 の 頭 幅 は 密度 が 増加 する と 減少 する が , 高 審 度 区 
[ぬか 5g に 400 卵 ) の 低 密 度 区 (米ぬか 20g に 25 卵 ) 
a 対す る 頭 幅 値 の 減少 率 は 2 令 の 0.72, 3 令 の 4.82, 
| 宙 令 幼虫 の 4.72% で あっ て , MHOMED 14.596, HED 
L472 ほど 著しく な い 。 


| 名 令 期 間 の 長 さ は , 低 密 度 区 で は 卵 期 は 3.0 日 , 1~ 
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5 令 は それ ぞ れ 3.5, 2.2, 2.8, 3.4, 5.98, 遇 期 は 6.8 
日 で 産卵 後 羽化 まで に 約 28 日 を 要 し た 。 密度 が 増加 する 
と 幼虫 の 各 令 と も に 谷 期 間 が 延長 する が , と くに 終 令 が 
著しい 。 疲 期間 に は ほとん ど 影 響 が 見 られ な い 。 生 息 客 
度 の 影響 は 密度 の 高い と き は か な り 若 令 か ら 見 られ る が , 
最大 の 成長 期 で あり 摂 食 時 期 で ある 終 令 に お いて 著しい 
と 考え られ る s。 
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Summary 


On the Effect of Population Density on the Power of the 
Reproduction of the Almond Moth, Ephestia cautella 


the Duration of Each Larval Instar 


| VII. The Effect of Larval Density on the Number of Larval Molts and 
| 


| By Fumiki TAKAHASHI 


Entomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


The relation between the growth of the larva of 
the almond moth, Ephestia cautella, and its popula- 
tion density was obtained by measuring the width 
of head capsule of the larvae which were reared 
under the constant environmental condition of 30°C 
and 70 per cent relative humidity with the rice 
bran as food of larvae. 

Most of the larvae which were reared under low 
density had five instars, whereas some of these 


reared under high density had more than five instars. 


As the density increases the larvae which have six 
or more instars becomes high in proportion in the 
population. 

Dyar’s law and Toxunaca’s formula of insect 
growth are not applicable to either cases. 

The head width of the larva becomes narrow with 
increasing the larval density. But the percentage 
of decrease of head width in the high density (400 
eggs in 5 grams of rice bran) to that of the low 


density (25 eggs in 20 grams of rice bran) is not 
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so great as compared with these in that of the 
adult. The percentages are 0.7 per cent in the 
2nd instar, 4.8 per cent in the 3rd instar, 4.7 per 
cent in the final instar of larvae, and 14.5 per cent 
in the male moth and 14.7 per cent in the female 
moth. 

Under low density the duration of each develop- 


抄 


寄生 虫 に 対す る アプ ラム シ の 免疫 

Grirritus, D. C. (1960) Immunity of aphids to 
insect parasites. Nature 187 (4734) : 346. 

FURSELULCTCHRLCMSZTIFIAVYELTEE 
yFuITF bY, Nasonovia ribis-nigri (Mostry), Ma- 


crosiphum euphorbiae (Tuos.), Aulacorthum solani 
(Kaur.), お よび A. circumflexum (Buckton) の 5 ff 
が 知ら れ て いる 。 と こと これら の アプ ラム シ は いら いずれ も 天敵 の 
コマ ユ バ チ 科 の Monoctonus paludum MARsHALL に お 
そ わ れ , COMM MR MICHIE NS. LOLI4Z0G 
られ た ハチ の 卵 が 完全 に 発育 で きる の は N. ribis-nign 
尺 産 下さ れ た 場合 だ け で , 他 の アブ ラム シ に うみ つけ ら 
れ た ハチ 卵 の 発育 は 不 完 全 で ある 。 こ と の 事実 を 明らか に 
する だ め に アプ ブラ ムン シ の 解剖 学 的 研究 が な され た 。 
ハチ の 産卵 後 ア ブラ ムシ を 一 定 の 時 間 的 間隔 別に 切開 
し た 結果 , 寄生 卵 の 卵 割 は 供 試 アプ ラム シ の 全 種 で は じ 
め は 正常 に 進む が , 
モモ アカ アブ ラム シン シ , A. solani 3 種 の 体内 の ハチ 卵 の 
組織 が 縮小 し , つい に 消失 する と いう 人 退化 的 変化 の 起 と 
る と こと が わか っ た 。 し か し 4.cirumflexum の 体内 で は 
達 っ た 免疫 反応 が 現われ た 。 こ と の 反応 は 血液 細胞 が 比較 
的 少な に ら た め 細 胞 ま た は 食 菌 細胞 の 免疫 は と これ ら の アブ 
ラム シ に は 起こ と りえ な いと する FrAnpgrs (1934) の 主 
張 と 反対 の 立場 の も の で ある 。 なぜなら こと の よう な アブ 
ラム シ に お いて は , 寄生 是 の 発育 は 寄主 の 血液 細胞 の あ 
る も の に よっ て 寄生 者 を と り ま いて 形成 され る 被膜 の 分 
泌 物 に よっ て 阻止 され る か ら で あ る 。 こ と の 被膜 その も の 
は ヒメ バチ の 1 種 Diplazon に 対す る 防衛 と し て ホソ ヒ 
ラ タ ア プ に で きる Scunerer (1950) の 述 さ ぶた 薄い 神 
色 彼 膜 に 似 て に る 。 (岐阜 大 農 福島 正三 ・ 原 隆男 ) 


アル ファ ルフ ァ の 抵抗 性 品種 お よび 感受 性 品種 上 に - 
お ける アブ プラ ムシ の 毛 食 行動 
MoMorrry, J. A. and E. H. Sranrorp (1960) 


時 間 の 経過 に つれ て M. euphordiae, 


mental stage in days is as follows: Egg3.0; 1s 
instar 3.5; 2nd instar 2.2; 3rd instar 2.8; 41] 
instar 3.4; 5th instar 5.9; pupa 6.8, total abo | 
28 days. With increasing density of larvae th: 
duration of each larval stage is prolonged, especiall} 


in the final instar, while that of the pupal stage i 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


scarcely affected. 


Observations of feeding habits of the spotted alfalfz 
aphid on resistant and susceptible alfalfa plants. J 
Econ. Ent. 58 (5) : 714~716, | 
アブ プラ ムシ の 1 種 Therioaphis maculata (BUCKTON 
は 抵抗 性 アテ アルファルファ C-84 上 に お いて 通常 24~72 
間 で 死ぬ と と が 知ら れ て いる 。 こ と の 死亡 原因 ど し て は 
植物 中 に 脂 物質 が 含ま れ て に る の か も 知れ な いら し, 
た 栄養 容 錠 ある らい は 昆虫 の 摂 食 不 能 が 原因 で ある か も 
TIE ws | 
アァ アブラ ムシ を 抵抗 性 (C-84) お ぉ お よび 感受 性 アウ ソフ テレ 
ファ (Caliverde) に 接種 し て 観 祭 する と , 両 区 と を は 
ぐに 摂 食 の 姿勢 を 示し た 。 し か し 拭 抗 性 植物 上 で は アラ 
ラム シ は 1 へ 4 時 間 の うち に 落着 き が な く な り , BICH 
記す る か 植物 を 去っ た 。 感 受 性 品種 上 の アブ ラム シ は 多 
BOHSREPEME LCDS, 抵抗 性 品種 上 で は 認め られ な が 
SiGe 

は じ る め 抵 抗 性 品種 に 接種 し , の ち に 感受 性 品種 に 移し 
変え た 場合 の アブ ラム シ の 生存 は は じ め 感 受 性 品種 で 
接種 し , の ち に 別 株 の 感受 性 品種 に 移し 変え た 場合 の 
Vt BE SOP ok, EME MMORES ALT TA 
AVESSMBSHRITTIAVEAZHRULCAKEG 
ZlILEACMUBR CHAK. CHEORRE RAED 
HORAICHBAAORELBZASZTCLICHENWCHZ 

アル ファ ルフ ァ ャ の 葉 の 切片 を 作り , 顕微 鏡 的 に 調べ て 
みる と , 感受 性 品種 で は 主として し Chi) 部 組織 と テ ラ 
ラム シ の 口 針 が 刺し と まれ る と と が わか っ た 。 拭 抗 性 軒 
種 で は 口 針 が だ し 部 に 刺し 込ま れる 割合 は 感受 性 品種 よく 
RESIS, TOTES, TIF AYOORMBLMBAE 
りあ て る し くみ が , HERMIT BY THMBSN TY 
る CS を RS 

以上 の 結果 か ら , 抵抗 性 アル ファ ルフ ァ に つい た アラ 
ラム シン の 死亡 は , 植物 視 液 を 十分 に 摂取 で き な い に な だ め 7 
MM, ある らい は 水分 喪失 に よ つ て ひき お ど さ れ る よう で 
考え られ る 。 (農工 大 農 一 瀬 太朗 


Al 


al iS 

| 近年 わが 国 の 西南 地方 に 水稲 の 早期 栽 境 が 導入 され 。, 
駅 第 に その 栽培 面積 が 増加 し つつ ある が , それ と と も に 
町 害虫 と し て ミナ ミア オカ メ ム シ Nezara viridula L. 
過 各 地 で 注目 され 始め た 。 す で に 長谷 川 (1954) も 述べ 
PUBL SIC, 本 種 は 熱帯 地方 で は 水稲 の 害虫 と し て 著 
隊 で ある こと か ら , わが 園 で も 水 身 の 害虫 た な り うる こ 
は は, THBLONECE CHS. AAD MRO 1K 
BOM Liss beBAL LC, HS (1961) は 
PRED 1 (Spee PEI & ARO HAE O Bike 
5 け て いる 。 更 に 本 種 の 2 化 期 成虫 の 出現 期 と 晩期 栽培 
DERG AS k < BL, 晩期 栽培 水稲 も 本 種 の 増殖 に 大 
aes 役割 を 果たし て いる と 述べ て いる 。 

| わが国 に お ける 本 種 の 分 布 は 現在 南部 に 限ら れ て いる 
8 GRAS) 1954), 最近 その 分 布 稼 囲 水 拡がり つつ ある 
V5 UE (BUH, 1960) も あり , 早期 栽 境 の 普及 に ょ よ 

本 種 の 急激 な 増加 と と も に , 今後 その 分 布地 域 が 拡大 
て いく 可能 性 も 十分 考 を られ る 。 

また 最近 和歌 山県 下 に お ける 本 種 と その 近 緑 種 で ある 
オク サカ メ ム シ N. antennata Scorr の 分 布 が 調査 さ 
by HIS 1 月 の 平均 気温 5°C 線 以 南 に , 後者 は 4°C 線 よ 
) 以 北 に 分 布 し , 4~5°C 間 の 地帯 は 両 種 の 混 棲 地帯 と な 
道 で いる こと が わか っ た (桐谷 より の 私 信 )。 こ れ に 似 た 
ニン ジュ ソ ャ ホシ デン EV と オオ ニシ ジュウ ヤ ホシ テ 
Me HIF ョ と ヒメ ギブ チョ ウツ な ど で も 知ら れ て 
3) , 近 緑 種 の 関係 の 1 つの 側面 と し て 興味 が 持た れる 。 
き ナ ミア オカ メ ム ジ シ の 将来 の 分 布 可能 範囲 を 予測 し , 

た 本 種 と アオ クサ カメ ムジ の すみ わけ 的 な 分 布 の 原因 
上 明らか に する 上 に , まず 取り 上 げ ら れ な けれ ば な ら な 
! の は 温度 と 発育 の 関係 で あろ う 。 そこ で 20~30°C の 
囲 の 種々 の 恒温 条件 下 に お ける これ ら 両 種 の 卵 , 幼虫 
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期 の 発育 を 調べ , 発育 好適 温度 範囲 , 発育 最適 温度 , FE 
育 雰 点 お よび 有効 積算 温度 を 求め て 実際 の 分 布 状 態 と の 
関係 を 検討 し た 。 ま た 両 種 と も 幼虫 期 に 著しい 体 色 変 異 
が 見 られ る が , これ と 飼育 温度 と の 関係 に た つい て も 吟味 
し た 。 以 下 こ れ ら の 結果 に つい て 報告 する 。 

本 文 に 入る に 先 き だ ち , 終始 ご 指導 下さ っ た 内 田 俊 郎 
教授 に 深く 感謝 する 。 ま た いろ いろ ご 援助 を いた だ いた 
河野 達郎 助教 授 は じ め 研 究 室 の 皆さま , お よび 快く 材料 
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実験 材料 お よび 方 法 


ミナ ミア オカ メ ム ジ シ は 和歌 山県 農業 試験 場 朝 来 試験 地 
より 送ら れ た 路 塊 (越冬 成虫 より 採卵 され た も の ) を , 
当 研 究 室 の 飼育 室 に お いて 飼育 し , これ か ら 羽 化し た 成 
虫 を 交配 , PEIP SA, この 卵 塊 を 実験 に た 用 いた 。 ア オク 
サカ メ ム ジ シ は 京都 市 団 馬 附近 た に て 採集 し た 越冬 成虫 を 飼 
育 室 に て 飼育 産卵 させ , COWPMERRICAY Ke. 

卵 お よび 幼虫 は 恒温 室 お よび 恒温 器 中 で 飼育 し , 各 温 
度 下 の 成長 , 発育 を 観察 し , を 化 , 脱皮 お よび 羽化 の 時 
A, 死亡 個体 数 お よび 幼虫 の 体 色 を 記録 し , 各 成 育 期 の 
発育 所 要 晶 数 お よび 死亡 率 を 求め た 。 
fA BEX, 20, 22.5, 25, 27.5, 30°C の 5 段階 で , 
22.5°C を 恒温 器 に よっ た 以外 は すべ て 恒温 室 に よ 
いずれ の 場合 に も 温度 の を ぁ を れ は お お むね 1 °C 以内 に 保 
PR dake 
飼育 器 と し て は 直径 14.5cm, 高 さ 20.0cm の ガラ ス 円 
筒 を 横 た に し て 用 い , 底部 に は 適当 量 の 紙 を 折り 入れ , Hi 
WHIZ Chi ok. これ に ふ化 直後 の 幼虫 を 10~20 
頭 入れ , 食餌 と し て は 大 豆 の 芽 出 し を 与え た 。 食 館 に は 
毎日 給水 し , 悪く な ら な いう ち に 時 々 取り 替え を た 。 な お 
関係 湿度 は 特に 考 慮 し な か っ た 。 
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実 験 結果 


卵 , 幼虫 期間 に 対す る 温度 の 影響 

1. 卵 期 間 各 温 度 下 に お ける ミナ ミア オカ メ ム ジ お 
よび アオ クサ カメ ムジ の 卵 期 曽 は 策 1 図 に 示す と お り で 
ある 。 両 者 と も 一 般 に 温度 が 低く な る に 従っ て 徹 期 間 は 
衣 く な る 傾向 を 示し た 。 20°C に お ける 卵 期間 は 前 者 は 
12 日 , 後者 は 14 日 で , と も に 30°C の 約 3 倍 の 期間 を 要 し 
Wes 


発 OoF be 
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卵 期間 , 発育 速度 と 温度 と の 関係 ——-O— 
カン @⑧…… ア オク サカ メ 


ググ 

卵 期 の 平均 発育 日 数 の 逆数 , すなわち 比較 発育 速度 と 
温度 と の 間 に は 両 種 と も ほぼ 直線 関係 六 認 め ら れ た (第 
1 図 )。 温 度 一 発育 速度 回 帰 直線 の 傾き を 両 種 の 間 で 比 
BTSLE, ミナ ミア オカ ジム シ の ほう が アオ クサ カメ ム 
ジ シ ジ よ りや や 急 で あっ て , この こと は 前 者 が 一 定 の 温度 の 
変化 に 対し て , より 敏感 に 反応 する こと を 示す よう に 思 
UO 

温度 一 発育 速度 回 帰 直 線 式 より 両 種 の 卵 期 の 理論 発育 
容 点 お よび 発育 有効 積算 温度 を 求め る と 第 2 表 の と お おり 
で ある 。 

HA SALMON CLALIT, 有効 積算 
温 日 度 は ミナ ミア オカ メ ム シ よ り ア オグ サカ タメ ムジ の は 
う が 大 きい 。Bopgnmmrmwr (1951) の Palestina に お け 
る 実験 に た よれ ば , ミナ ミア オカ メ ム ジ シ の 卵 期 の 発育 雲 
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お よび 傘 育 有効 積算 温度 は , それ ぞ れ 12.2°C, ABB 
本 実験 結果 に 比べ て 発育 零 点 は や や 低く , 有効 積算 温 団 
度 は わずか に 多い 。 | 
2. 幼虫 期間 各 飼育 温度 条件 下 に お ける ミナ ミア 
ジレ と アポ AR COT ae 
1 表 お よび 第 2 図 に 示す と お り で ある 。 両 種 と も 温度 誠 


Mla 2S Pt ya AZ BRVET AT IA 
OMB, 死亡 率 と 温度 と の 関係 

Sal FE tm fd OF SEPT ER Md ESE ge ao ge) ET 

CO ese cites | 
>| 20.0 81| 58.4] 3.69) 6.32 0.0171) 45i1 
= 22.5 99 42.1) 3.09 7.33 0.0237|7 5 看 
4 | 25100930 34.2! 3.19] 9.33) 0.02921 308K 
"| 27.5' 68| 305 285 9.35| 0.0328;  50al 
>» | 30.0 123) 23.2! 1.79 7.73 0.0432) 2358 
ン | 
A 20.0| 47| 70.0 4.01) 5.73| 0.0143) 7 61. 
y | 22.5) 66 48.0 4.05 8.43 0.0208 53. 
a 25.0| 45| 38.3 3.47) 9.07] 0.0261] 3788 
x | 27.5' 58| 36.8 1.90] 5.16] 0.0271| 22u8 
5 | 30.0, 91] 29.4) 2.50) 8.50) 0.0340; 680) 


高く な る に 従っ て 幼虫 の 平均 発育 所 要 日 数 は 短く な っ を 
変異 係数 に と ょ っ て 発育 是 数 の 変異 の 程度 を 見 る と 5 
か ら 92% ぐ らい の 間 の いろ いろ な 値 を 示し て いる Bl 
表 )。 変異 係数 と 飼育 温度 と の 関係 を 見 る と , TFL 
AAX AY Cle 27.5°C CROKE < 9.35%, CHEB 
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第 2 図 
幼虫 期間 , 発育 速度 と 温度 と の 関係 
Sie ie ih es IA 
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[ 諾 が 高く な っ て も 低く な っ て も 小さ く な る 傾向 を 示し , 第 2 表 発育 速度 回 帰 直線 式 , 発育 雰 点 お よび 
© で 最も や 小さく 6.32% で あっ た 。 一 方 アオ クサ カメ 有効 積算 温度 
be Cid 25°C THEKE 9.07%, Chr 温度 が 低 = | 2 i Se es ss AE Pe Aa ty Se oe ET A Hh Bi 算 
| : | FE PS 148 Be 19 Hi (EL ae xl, 5 | C) 温度 (日 度 ) 
IMS ENS < Footed, 最も 小さ い の は 2 が 5°C で 5.16 ee = RTE. = で 
| = ae et =0.0143X—0.196 3.7 ; 
4 30°C で 再び 大 きく な っ た 。 ナ 1 | ¥=0.0061X—0.017 | 10.6 60.0 
Pyrite sie res 1 fa ate oe pe r | 令 | Y=0.0015X—0.022 14.7 67.1 
Bee と 亡 育 温度 どの 問 に は 築 2 図 に 示し た よう に 。, 7 |3 4) ¥=0.0014X—0.020 | 14.3 71.7 
ば 直線 的 な 関係 が 認め られ , 両 種 の 温度 一 発育 速度 直 a F ya hab tee do 14.8 iy 
| a | =: ¢—0. 007 0.( 42. 
ば は 約 18C で 交わ る 。 これ は 18°C 以下 の 温度 で は ミナ 4 oy | Y=0.0025X—0.083 13.2 400.0 
忘 オ カメ ムシ より アオ クサ カメ ムシ の ほう が 発育 に 要 oy (BRA Y=0.0021 メ ー0.028 13.3 471.4 
る 日 数 が 短い が , 19°C 以上 た に な る と 逆 に 前 者 の ほう が 7 | 卵 | Y=0.0125X—0.170 13.6 80.0 
eke - ォ |1 4] Y=0.0023X—0.034 14.8 43.6 
者 より 発育 期間 が 短く な る こと を 示し て いる 7 |2 全 Y=0.0008X—0.008 10.0 195.0 
Fe APL ARK KY Reb RTL Shes ER ES サ |3 | Y=0.0012X—0.017 | 14.2 84.0 
‘ wy \4 4} Y=0.0008X—0.006 7.5 125.0 
お よび 発育 有効 積算 温度 は 第 2 表 た に 示す と お り で ある 。 メ 15 令 | Y=0.0005X—0.004 8.0 200.0 
; Ee ’ ; ム | 全 幼 虫 | Y=0.0018Xー0.021 Th 566. 7 
発育 容 点 は ミナ ミア オカ メ ム シ に 比べ で アオ クサ カメ > ame] Y=0.0016%_0.019 | 11.9 633.3 
シ の ほう が 低く , 有効 積算 温 日 度 は 前 者 より る も 後者 の = = 
9 り が 大 きい 。 幼虫 期 の 各 令 期 別 の 発育 零 点 を 見 る と , BoDEgNHrrmgr(1951) は , ミナ ミア オカ メ ム ジ シ の 幼虫 期 
オカ ジジ で は 10 マ 15°C Of, アオ クサ カメ の 発育 雰 点 お よび 発育 有効 積 筑 温度 を それ ぞ れ 11.6°C, 
ドン で は 7.515.0°C の 間 の いろ いろ の 値 を と っ て , 定 668 日 度 と 算定 し て いる が ご の 値 は 本 実験 で 得 た 値 よ 
っ た 傾向 は 見 られ な い 。 り 発 育 容 点 た に お いて 低く , 有効 積算 温度 は 大 きい 。 
な お 全 成 育 期 ( 卵 寺 幼虫 ) 
DEBERLA 効 積算 温度 


を 求め る と , "第 用 表 に 示し 
だ の EER 
オカ スン で は RE 
471.4 日 度 , アオ クサ カメ 
CL 3353 上 I 
度 で ある 。 BODENHEIWMER 
(1951) WEE FL TAA 
ムジ に 対し て それ ぞ れ 11.7 
°C, 772 日 度 ど いう (Axe 
CS 
温度 と 死亡 率 と の 関係 
飼育 温度 と 幼虫 死亡 率 と 
と お 


の 関係 は 策 1 表 に 示す 
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Peto DOK K GH RoR GD EEG 
第 3 図 」 ミ ナミ アオ カメ ムシ 幼虫 の 各 飼 育 温度 の 下 で の 各色 彩 型 の 出現 有 類 度 分 布 
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対 じ し ミナ ミア オカ メス メ ム シ で は 30°C で 死亡 率 が 最も 低く 

約 2422, これ より 温度 が 低く な る と 死亡 率 は や や 高く な 
る 傾向 を 示 し た 。 

な お この 幼 下 期 の 死亡 率 は 両 種 と も 一 般 に 第 2 tek 
び 第 5 令 と お いて 高く , 第 3, 4 令 で 比較 的 低い 傾向 が 
見 られ た 。 
温度 と 幼虫 の 体 色 と の 関係 

ミナ ミア オカ カメムシ, アオ クサ カメ ムシ 両 種 の 幼虫 の 
体 包 は 変異 た 富み , 特に 4, 5 令 幼 虫 で は , 黒色 型 よ り 
中 間 型 を 経て 緑色 型 に 至る 一 連 の 変異 が 見 られ る 。 小 林 
(1959) は ミナ ミア オカ メ ム シ の 4, 5 令 幼 虫 の 頭 胸部 
に お ける 色彩 の 変異 を A か ら H に 至る 8 つの 型 に 大 別 し 
た 。 こ の 分 け 方 は アオ クサ カメ ムジ シ の 場合 に も ほぼ 当て 
は まる 。 そ こ で 各 温 度 で 飼育 され た ミナ ミア オカ メ ム ジ シ 
と アオ クサ カメ ムシ の 4, 5 令 幼 虫 を 小林 の 基準 に 従っ 
CARL, 飼育 温度 と 体 色 と の 関係 を 調べ た 。 各 含 育 温 
度 下 に お ける 各 型 の 出現 類 度 分 布 を 示す と 策 3, 4 図 の 
ERD CHS. LFUPAHA AY 4, SAME, 
アオ クサ カメ ムシ 4, 5 令 幼 虫 で も , MBM ¢ te 
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テア オク サカ メ ム シ 幼 虫 の 各 人 飼育 温度 の 下 で の 各色 彩 型 の 出現 頻度 分 布 


で 最も 低い が , 変異 係数 は 20°C で 最も 小さ く , 
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る に 従っ て 黒色 型 (A~C) 
の 現われ る 割合 が 増加 する 作 
向 が 見 られ , 両 種 の 4, 54 
幼虫 の 体 色 に 温度 が か が か なり ガブ 
きい 影響 を 与 を て いる ご コ と C 
ら 明 か で ある 。 

LF LTFARAAAY OAM 
幼虫 で は , 20~25°C DASE 
内 で は いずれ の 温度 で も 最 1 
黒 化 の 進ん だ A 型 が 大 部 分 る 
占め ある が , それ 以上 の 高温 
は A 型 は 非常 に 少な く な り 』 
中 間 型 (て D~E ), 緑色 型 (FH 
~H) が 多く な る 。 5 令 (<7 
る と 全般 に 黒色 型 の 割合 は 
少し , 低温 条件 下 で も A 型 9 
出現 率 は 202 に 達し な い s。l 
か し 27.5~30°C の 高温 で 
緑色 型 の 比率 が 低温 区 に 比 ” 
て 高く 。 RHHNCILS LE 
様 の 関係 が 認め られ る 。 TA 
グ クサ カメ ムシ で る も 4, 5794 
虫 の 黒 化 程度 と 飼育 温度 と 
関係 は 大 体 ミ ナミ アオ カメ 
シ の 場合 と 同様 の 傾向 を 示し 
4 令 効 虫 に 比べ 5 令 幼 虫 は 黒色 型 が 現われ に くい こ 
同様 で ある 。 も か し この 種 で は ミナ ミア オカ メ ム ジ に 有 H 
A, 黒色 型 の 出現 率 が 低い 傾向 が 認め られ る 。 

な お 両 種 と も 個体 別に 見 れ ば , 4 令 期 の 色彩 と 5 谷 
の 色彩 の 間 に は 密接 な 関係 が 認め られ な か っ た 。 た と 
(£4 47 Ch AMO MEAD 5 CLG PHMICTE oD; 
4 令 で G 型 の も の が 5 令 で は や A 型 に な うた りす すろ 6 
Dib RI A LEO Psia gomme et RD 
いる (Lone, 1953), 


者 aR 


Janison (1932) に よれ ば 熱帯 性 昆虫 で は 発育 所 要 
数 が 最短 の 温度 で は , 発育 中 数 の 変異 の 幅 が 最も 狭く 
死亡 率 も 最低 で あっ て , その よう な 温度 が 発育 に 最適 る 
温度 で ある と 述べ て いる 。 ミ ナミ アオ カメ ムジ で は 発 
日数 の 最も 短い 温度 は 30°C CHD, BCL COE 
hal) 
SOL-MLTW ev) ERPATHALAY CORB 
が 最も 早い の は 30°C で ある が , 死亡 率 が 最も 低く , A 
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係数 が 最も 小さ い の は 27.5°C で あっ て , 前 者 と 同様 
PE 3 つ は 一 致し て いな い 。 そ こ で 比較 的 発育 期間 が 
きゃ, 比較 的 死亡 率 も 低く 変異 係数 も 小さ いよ うな 温度 
発育 に 最適 な 温度 と し た ほう が よい よう に 思わ れる 。 
れ に 基づい て 入 か ら 羽 化す る まで の 発育 に 最適 な 温度 
[考察 する と , アオ クサ カメ ムジ で は 27.5°C 附近 た に あ 
所 考え られ る 。 ミナ ミア オカ メシ で は , 31°C 以上 
中 温 で の 実験 結果 を 欠い て いる た め あめ 決定 的 な こと は い 
WEDS, 一 応 こ の 実験 の 温度 税 囲 内 で は 30°C 附近 に 
| も の と 推測 され る 。 

[アオ クサ カメ ムシ の 発育 に と っ て 好適 な 温度 科 囲 は , 
の 実験 の 温度 範囲 内 で は , 比較 的 死亡 率 低く 発育 期間 
HE 922.5~27.5°C, ミナ ミア オカ メ ぬ ムジ シ で は 20~30°C 


[次 に この 実験 結果 に 基づい て 積算 温度 法則 ょ り 和 和歌山 
用 よび 宮崎 県 に お ける ミナ ミア オカ メ ム シ の 年 間 世 代 
eves SL, 前 者 で は 3.6 世代 , 後者 で は 3.9 世代 
| 困 る 。 桐 倫 ょ り の 私 信 に よれ ば 和歌 山県 朝来 附近 で の 


| 上 され , EO SIV CIME BS 3~4 世代 と いわ れ て お り 
ig 1960)¢ WFO HEE HAUS 野外 の 調査 結果 
Ee—-RML TVS 

PRISER RO HEILMAN N+ Hk ORAS 
9 び 有 効 積 算 湿度 を 用 いた が , それ ぞ れ 13.3°C,471.4 
[ 諾 で ある (第 2 表 )。 また 世代 数 の 計算 を する に あ た 
| で は , 東京 天文 台 編 の 理科 年 表 (昭和 835 年 ) 中 の 月 平 
MAIC L っ て 各 観 測地 に お ける 有効 積算 温 日 度 を 算 
Ll, その 値 を 471.4 日 度 で 割っ て 得 た 値 を その 地 の 世 
ie Litto 

缶 谷 より の 教示 に よれ ば , 和歌 山県 に お ける ミナ ミア 
メメ ムシ の 4, 
計 の 高温 の ころ に は 緑色 型 バ 多 く 現われ , 6, 9, 10 
の 比較 的 区 温 の ころ に は 黒色 型 バ が 多く な る 傾向 が 見 ら 
[本 実験 結果 と ょ よく 一 致し て いる 。 野 外 に お ける 各 月 
APA OREATL, KEW SEMPRE EC 
EREXHXNTASE, 野外 の 8 月 と 本 実験 の 30°C, 
請 と 27.5°C, 6 月 と 25°C, 10 月 と 22.5°C OED 


= 
. 


本 色 変 異 の 季節 的 変化 に は 温度 の 影響 が 大 きく 働い て 
DEFER SHS. 

ナミ アオ カメ ムシ で は , 緑色 型 が 黒色 型 よ り も 早く 
訴 す る 傾向 の ある こと が 本 実験 に お いて 観察 され , ま 
より の 教示 に よれ ば , 黒色 型 は 光 に あたる と 短 時 
で 活発 に 動き まわ る が 緑色 型 は 不 活発 で ある こと , 黒 


Hal 


5 令 幼 虫 の 体 色 変異 の 季節 的 変化 は 7, 


: れ ぞ れ 非常 と よく 似 て いる 。 こ の こと か ら 本 種 幼虫 " 
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色 型 は 緑色 型 よ り 一 般 に 小型 で ある こと と, 黒色 型 の ほら 
が 緑色 型 よ り 各 種 朱 剤 に 対し て 処理 し て か ら 死 亡 す る ま 
で に 長い 時間 を 要する こと な ど が 観察 され て お り , 黒色 
型 と 線 色 型 と は 生理 的 生態 的 に か な り 異 な る こと が 推察 
され る 。 本 種 4, 5 令 幼 虫 の 体 色 変 異 の 生態 的 な 意義 を 
明らか に する こと は , その 生態 上 , 応用 上 有意 義 な 問題 
と 考 を られ る 。 


摘 要 


1) SFR PAAAAVLIAAHASAVORE, 
死亡 率 お よび 幼虫 の 体 色 と 温度 と の 関係 を 20.0, 22.5, 
25.0, 27.5, 30.0°C の 5 段階 の 恒温 の 下 で 調べ た 。 

2) 両 種 と も また 卵 期 , 幼虫 期 と も , 比較 発育 速度 と 
温度 と の 間 に は ほぼ 直線 関係 が 認め られ た (第 1, 2 図 )。 

3) 温度 一 発育 速度 回 帰 直 線 式 より 求め られ た 理論 発 
ai grt eee 


全 成 育 期 
be mr | 男 基 幼虫 期 | Girne) 
=e serie i eed) c 
ABA (°C) le lSo7 13.2 13.3 
FETS 15 Bh Bi Hk BEC BE), 69.8 400.0 


471.4 


ids idee 

発育 零 点 (°C) 13.6 11.7 11.9 
発育 有効 積算 温度 (日 度 ) 80.0 566. 7 633.3 

4) 本 実験 の 温度 範囲 内 で は , 卵 か ら 羽 化 ま で の 発育 
に 好適 な 温度 筑 囲 は , ミ ナミ アオ カメ ムシ で は 20~30°C, 
アオ ォ オク グ サ カメ ムジ シ で は 22.5~27.5°C, 発育 最適 温度 は 前 
者 で は 30°C, 後者 で は 27.5°C 附 近 に ある と 推測 され る 。 

5) ミナ ミア オカ ズム ジ シ , アオ クサ カメ ムシ 両 種 の 4 
< CS mace tetas eed OE te 5. 
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Summary 


Effect of Temperature on the Development and the Mortality of the Southern 
Green Stink Bug, Nezara viridula and the Oriental Green 
Stink Bug, N. antennata 


By Hiromitu KARIYA 
Entomological Laboratory, Kyoto University 


Effects of temperature on the development and 
the mortality of the southern green stink bug, 
Nezara viridula and the oriental green stink bug, 
studied series of 


IN. antennata were under a 


‘constant temperature. Relation between rearing 
temperature and the colouration of the 4th and 
5 th instar nymphs in both species was also observed. 

1) The relation of rearing temperature and the 
‘development in both species can be expressed by 
straight line, if reciprocals of incubation period and 
larval period, i. e., the developmental velocities are 
plotted against temperature. 

2) In both N. viridula and N. antennata, the 
developmental zero and the total effective temper- 


ature are obtained as follows: 


total develop - 


ES necntaletage 
N. viridula 
developmental Zero Bee ies 74 3 
total effective temper- | 69.8 400.0 471.4 


ature | 


N. antennata 


developmental zero | ER a 11.9 


total effecti bs 
ere ective temper | 80.0 566.7 633.3 


Boe B3Z 
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3) Within a temperature range used in th 
experiment, the zone of favourable temperatur 
for development from egg to the emergence of ima 
seems to lie between 20 and 30°C in N. vinidul 
and between 22.5 and 27.5°C in N. antennata. Th 
optimum temperature for development is near 30° 
in the former species and near 27.5°C in the latte 

4) In both species, individuals bearing melani 
pattern occur more frequently with the fall of te : 
perature (Figs. 3 and 4), indicating that temperatu 
can be regarded as the main factor responsible f 
the variation of the body colour of the 4th an 


5 th instar larvae. 


> 


This paper deals with the fluctuation of 
population of fruit tree red spider mite, 
\Panonychus ulmi (Metatetranychus ulmi), 
the apple orchard. Especially the author 
thas endeavoured to analyse the seasonal 
jchange of age distribution in the mite which 
produces generally five generations per year 
jin Sapporo. 

Before going further, the author wishes 
ito express his heartiest thanks to Prof. 
/ Tetsuo Inukai of the Faculty of Agriculture, 
WHokkaido University, for his helpful guid- 
Thanks are also due to _ Prof. 
Sawada who kindly helped the 


hance. 
WBikichi 


METHODS 


| Field observations were carried out in 
11957 on the orchard in the 
}campus at Sapporo. This orchard is con- 
isisted of 321 mature apple trees, 174 mature 
pear trees and a few grape vines. \ The 
greater number of apple trees have been 
subjected to spray programm every year. 
However, as seven apple trees stand apart 
from other trees neither the spray nor the 
jpruning has been practiced on them for 
several years. The observation of the mite 
population was done using three unsprayed 
trees. They are of same variety of the 
pole and seventeen years old. 

Samples were collected from the apple 
#trees at intervals of about 7 days from early 
May to the end of September. For the 
sounting of the mites, 40-50 full grown 
‘eaves were picked up at random from 
almost all big branches in each tree, and as 
oon as possible the number of mites at 
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On the Seasonal Fluctuation of Population of Fruit Tree Red 


Spider Mite in Sapporo (Acarina: Tetranychidae) 


By Hans Mori 
Institute of Applied Zoology, Faculty of Agriculture, Hokkaido University, Sapporo 


various stages including eggs was recorded 
under the binocular. 

Generally the developmental stages of the 
mite in the field can be divided as follows; 
egg (summer egg and winter egg), larva 
(including nymphochrysalis), nymph (includ- 
ing lst nymph, deutochrysalis, 2nd nymph, 
telochrysalis), male and female. 


SEASONAL PREVALENCE OF THE MOST 
PROMINENT SPECIES 


The frequence of other species, including 
Tetranychus telarius, T. viennensis, Bryobia 
praetiosa and B. rubrioculus which happened 
to be found on the leaves sampled. We 
recorded mite number during the season 
regardless of the development stages. As is 
shown in Table 1, Panonychus population 
was exceedingly dominant as compared 
with other four species throughout the 
observing season. 

Table 1. Seasonal prevalence of each species 
occurred in apple leaves 


Month | 

: | June July Aug. Sep. 
Species 
Panonychus ulmi 98% 92% 83% 76% 
Tetranychus telarius 0 6 LO 4 
Tetranychus viennensis 1 2, 7 19 
Bryobia praetiosa 0 0 0 
Bryobia rubrioculus* 0 0 0 1 


* Thanks are due to Dr. S. Ehara who has kindly 
identified specimens. 

Therefore, it is highly probable that the 
seasonal fluctuation of population of Panony- 
chus is not affected practically by the 
occurrence of other mites. 

In Fig. 1 the fluctuations of the number 
of individuals in several stages of the mites 
and the summer eggs are indicated by the 
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Temperature 


Amount of precipitation 


Summer eggs 


Number on one leaf 


May June July Aug. 


Fig. 1. Seasonal fluctuation of fruit tree red spider mite 


population in Sapporo at 1957 


average number found on one leaf which 
was taken at random out of 40-50 leaves 
The first 
larva of the season hatched on May 9 from 
the winter eggs which were laid on the 


from each tree during the season. 


smaller branches and twigs as usual. The 
hatched out larva started feeding imme- 
diately on the opening leaves. The majority 
of the first generation hatched out within 
two days from May 13 to 14, and continued 
hatching to the end of the month. About 


15% of winter eggs failed to hatch. 


Around the middle of May the average 


temperature was kept at about 13°C, 
Accordingly about 7-8 days were required 


for the larval stage. The first nymph (proto- 
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nymph) appeared on May 16, and 
then after four days a half of the 
larva were found metamorphosed 
into the nymph. The adult male 
appeared on May 28 and on May 
30 the first adult female developec 
from telochrysalis. BLAIR & GROVES 
(1952) have stated that the imma- 
ture life of the male is not signifi- 
cantly longer than the immature life 
of the female, but sometimes the 
immature life of the female was sig- 
nificantly longer than that of the 
male. Thus the male passes through 
the feeding and quiescent stage 
in a slightly shorter time than doe 
the female and runs around on th 
leaves while the female is still in 
quiescent deutonymph stage. 

The number of the adult increase 
gradually and attained the maxi 
mum of the generation on June 7/ 
During these days the mites stayeq 
on some limited infant leaves whic 


were growing near the deposited 
“Vs : | 
position. Many mites were observed 


swarming on some leaves whit 


there was none on the other. | 


‘The first summer egg was laid ot 


June 1, and then the numbe 
increased rapidly until the middl 


of the month. The first peak of frequenc 
of summer eggs was observed on June 1 
consisting of 298 eggs per leaf. Then th 
number decreased because the majority 
the eggs hatched out producing the larva 
of second generation. At the time whe 
the summer eggs of the lst generatio 
hatched, there were several nymphae an 
few surviving adults besides many larva 
on the leaves. On June 28 the summer eg 
were observed decreased remarkably 
number, but the number of nymphae of th 
2nd generation was gradually increasin 
Some mites had already been develope 
into the adult. 


On July 5 the number of adults attaine 
its 2nd peak of the seasonal prevalenc 


September, 1961 


Naturally the number of the summer eggs of 
the 3rd generation laid by the female of the 
2nd generation were increasing by degrees. 

_At this time there remained only a small 

proportion of the larvae as they diminished 

in number from day to day. ‘Then the 
‘larvae showed a tendency of very gradual 
decrease. The figure shows that the number 
of the summer eggs reached the maximum 
on July 12. At this time the larvae indicated 
rapid diminution in number and the existing 
adults became not so frequent. 

The observation done on July 19 showed 

‘that the summer eggs reduced slightly in 

.number as compared with the former obser- 

‘vation. It was indicated that the density 

of the new larvae which belonged to the 

3rd generation was increasing with the 
highest ratio of multiplication. The nymphae 
continued also to increase their density. 

However, the majority of the adults were 

consisted of the survivors of the 2nd 
generation and some part were those of the 

3rd generation just after the metamorphosis, 
being consisted mainly of males. The former 

‘was decreasing gradually in number while 

the latter was increasing rapidly. By the 
next observation done on July 26, it was 

-ascertained that the density of summer eggs 

was reduced very. distinctly as a result of 

) hatching. At this time the number of 

vactive mites, including larva, nymph and 

adult reached the highest peak throughout 
the season. 

@ The population density of active mites 

was showed as 370 individuals per leaf. The 

counting was obtained from the average 
number of adults, nymphae and _ larvae 

‘which were respectively 80, 252 and 38. It 
‘was worth while nothing that a remarkable 
increase of nymphae took place during past 
several days. ‘There phenomena indicate 
the high potentiality of population develop- 


ment of the mite. 

On August 3 the active mites showed a 
remarkable decline of population, though 
the density of adults reached its height 
after the gradual increase in number. The 
density of nymphae was decreasing rapidly 
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while that of larvae was increasing slowly 
as compared with the preceding observation. 
The average number of summer eggs on one 
leaf showed the second peak for the season. 
On August 9 the number of the summer egg 
indicated the sudden diminution. This 
phenomenon was resulted from the appear- 
ance of winter females which lay winter eggs 
on larger branches and trunks in ordinary 
circumstances. Occasionally, winter eggs 
are laid on the leaves and fruits. 

On August 5 we could count for the first 
time the exact number of winter eggs on 
the sample trees. 

In Sapporo the winter eggs were laid 
normally by the females of the fourth and 
fifth generations every year, but some 
winter eggs were laid by those of the third 
generation. As reported by BLAIR and GROVES 
(1952), it was ascertained that in one 
orchard where a serious infestation occurred 
in July and the leaves became badly bronze 
in colour, females of the third generation 
started laying winter eggs. 

In the investigation made on August 9, 
two types of females were found, namely 
summer female and winter female. They 
are distinguishable from their laying be- 
havior. Thus the winter females had been 
developed from adults of the fourth gener- 
ation though all mites of the third generation 
were summer female. The population 
fluctuation of active mites at that time 
is as the following. The larvae which 
mainly belonged to the fourth generation 
were slightly increasing, and the nymphae 
which were consisted mainly of the fourth 
generation and partially of the remainder 
of the third generation were diminishing. 
As to the adults, both the summer and 
the winter ones were reducing in number. 

After 7 days the summer eggs became 
less in number than before, though the 
winter eggs were found in great number on 
the branches. ‘The active mites including 
larvae and adults were increasing clearly 
while nymphae were diminishing gradually. 
The larvae which were originated mostly 
from the fourth generation, formed a peak 
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of frequency. 

On August 22, the diminution of active 
mites and summer eggs on the leaves was 
more remarkable than ever, but the winter 
eggs were increasing in number. In the 
investigations which were carried out on 
August 31, September 6, 12 and 23, it was 
showed that not only summer eggs but also 
larvae and nymphae were diminishing by 
degrees as time went by. However the 
number of the adults which mainly belonged 
to the fourth generation increased from the 
beginning of September to the middle of 
the month showing several definite peaks. 
In October there remained a small number 


o 100% 0 100% 0 
dune 14 June 21 
Egg — Ai 
= Adult 
July 5 July 12 


Fig. 2. The graph 
red spider mite population 


of occurrence probability of fruit tree _ 
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of adults, and winter females continued 
oviposition until cold weather killed the 
mites or defolicat’on occurred. 


SEASONAL CHANGE OF AGE DISTRIBUTION 
IN MITE POPULATION 


In order to see the dynamic population 
of mite in the field, it is necessary to analyse 
the structure of mite population. For the 
study of the project, the numerical consti- 
tution of the mite of each stage in every 
season was analysed by means of “the graph 
of occurrence probability ”, which was used 
for the analysis of insect association in the 
paddy field by KATo et al. (1952). According. 
to this analytical method, the 
confidence range of occurrence pro- 
bability of each stage obtained in 
the level of 90 per cent confidence 
coefficient was arranged in one 
graph with bar (Figs. 2 and 3) a 
As Kato et al. stated when the 
confidence intervals of two associa- 
tions Gn this case compared with. 
the each developmental stage in 
mite population) overlap, they are 
balanced in number, and when the: 
confidence interval of a given as- 
sociation is the narrower, the popu- 
lation density of the association 
becomes the higher. 

AS is seen in Fig. 2 the cos 
existence of mites of various stages: 
in each season is easily understood. 
Namely, the superior-inferior rela- 


100% 


tion of constitutent stages in each 
age distribution was clear especially 
from May to the beginning of 
August, but these relations were 
no longer recognized from the middle 
of August. Looking on these graphs, 
We can understood the seasonal 
population-trends of the mite as the 
following. Only the larvae exist 
at the beginning of May, and the 
larvae approximately the 
nymphae in number around May 


equal 


20. Through June the summer eggs 


‘ 
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re by far numerous as compared with the 
amber of individuals at any other stage. 
specially the dominant occurrence of eggs 
remarkable in mid-June. 

| Adding to the above we see that the 
umber of adults is more than that of 
ymphae on June 7. Similarly, on June 21 
e larvae are more numerous than the 
pmaining adults of the 1 st generation. On 
e 28, nymphae of the 2nd generation 
e more in number than larvae of the same 
Until the middle of July the 
periority of summer eggs in number is 
faintained, but in the latter part of the 
ionth the nymphae is highest in number 


100% 0 100% 0 


Female 


Male — Male 


July 12 


Aug. 16 


— Female 


| Fig. 3. The graph of occurrence probability of fruit tree 
red spider mite population (excluding the egg) 
| 
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and the eggs is the next highest. Again on 
August 3 the eggs are numerically superior. 
On July 12 and July 19, as the contidence 
interval of each stage is fairly narrower than 
the other periods, it is indicated that the 
population density of this period is highest 
through the season. From June to July the 
structure of age distribution stated above is 
comparatively simple. However, after the 
mid-August the confidence interval of each 
age overlap mutually. For example, on 
August 16 the confidence interval of eggs, 
larvae and nymphae overlap one another 
That 
is to say, any of these three pre-adults is 
numerically superior to adults. 
After the late August there exist 
no definite numerical relation 
between the stages. Namely, the 
proportion of the egg number to 
the mite population reduces con- 
siderably. It is caused by successive 
appearance of winter females as 
stated above overwhelming the 
superiority of the summer eggs. 
Moreover, the wide confidence in- 
terval of this period is low as com- 
pared with the summer population. 
Thus the seasonal change of age 
distribution of P. ulmi on the 
apple leaf takes place generally as 
follows : 
Larva association—Larva-Nymph 
association>Adult-Egg association. 
— Egg association > (Nymph as- 
sociation) ~Egg association (Egg- 
Larva-Nymph association) > Egg- 
Nymph- Adult association > Adult 


while adults are interior in number. 


100% 


association. 

It is very important to know the 
representative association in the 
existing state by which we can 


foresee the population-trend. For 
example when the adult is predomi- 
nant in the population, the asso- 
ciation will decrease in the near 
future. Moreover, if we can know 
the population structure of the mite 
in the given situation, the chemicals 
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like specific accaricide will be applied more 
effectively to control them. 

Fig. 3 shows “the graph of occurrence 
probability” in the association of active 
mites omitting the eggs from the population. 
From these graphs, it is clear that the larvae 
are generated five times throughout the 
season (May 20, June 21, July 19, Aug. 3, 
Aug. 16). And the nymphae are generated 
also five times. In Fig. 3 the adults are 
divided into the male and the female in 
order to explain the sex-ratio. As to the 
sex-ratio of P. ulmi, many papers have 
reported that the female is usually of 
high-ratio. For example, Ross & ROBINSON 
(1922), NEWCOMER & YOTHERS(1929), BLAIR 
& Groves(1952) and MILLER(1953) reported 
these sex-ratio as follows: G1: 210, 62: 
0, Ol: S2~6, 6 30:4 65 respectively. 

According to the above figure, the number 
of the female is either more than that of 
the male, or equal to the latter. However, 
in the case of the observation on July 26 
the male was more in number than the 
female, but it makes no significant difference 
in statistics. Therefore it is clear that the 
apparent sex-ratio of this species shows 
higher ratio in the female or balanced 
ratio in both sexes. Generally speaking, 
the apparent sex-ratio of this 
variable during these three seasons. 


mite is 


摘 
札幌 に お 
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SUMMARY 


In the orchards around Sapporo, tH 
population of Panonychus ulmi was exceed) 
ingly dominant as compared with othe 
four species, Tetranychus viennznsis, Tetra 
nychus telarius, Bryobia praetiosa and 
Bryobia rubrioculus, in the year of 1954 
The seasonal prevalence of P. ulmi wa 
showed in Fig. 1. The seasonal change 9 


leaf takes place generally as follows : 
Larva association—Larva-Nymph associa} 
tion>Adult-Egg association>Egg associa 
tion > (Nymph association) > Egg associa 
tion > (Egg-Larva-Nymph association) = 
Egg-Nymph- Adult association>Adult asso 
ciation. | 
The apparent sex-ratio of P. ulmi sho 
that it has higher ratio in the female o 
balanced ratio in both sexes. 
during the season. 


| 


It is varia bl 
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要 


ける リン ゴ ハ ダ ニ = 個体 群 構 造 の 季節 的 動 能 


北海 道 大 学 農 学部 応用 動物 学 教室 


札幌 地方 の リ マジ ゴ 園 で は , リン ゴ 樹 に 寄生 する 他 の 4 
種 の ハダニ に 比べ て , リン ゴ ハ ダ ニ バ が 現在 の と ころ 圧倒 
RICBAM CHS, リ ン ゴ ハダニ 個体 詳 の 季節 術 動 態 を 
は 握 す る た め , 本 報 で は 本 種 の 夏 卵 , 幼体 , ニン フ , 成 
体 の 各 発 育 期 を 区 別して 季節 的 消長 を 図示 し た (第 1 図 )。 
次 に 百分率 法 に よっ て , 上 記 の 発育 期 と つい て (2 
El), 更に 幼体 , ニン フ , 雌 成 体 雄 成体 に つい て GB 
3K), 各 季 節 に お ける 出現 百分率 を , 5 月 か ら 9 月 ま 
で の 本 種 の 活動 期間 中 に と っ た 15 回 の 観察 pies 
図示 し た 。 RELY 地方 で 年 間 5 世代 の 発生 


し た が , 各 発 育 期 の 百分率 法 図 か ら , 現況 が いか な る 
育 期 集 団 で 代表 され る か を 知る こと に よっ て その 個 
群 が 近い 将来 た 成長 する か , BRT SP PHM CES. 
の 知見 は 薬剤 防除 や 天敵 利用 を 計画 する 場合 と きわ め 
重要 で ある 。 た と を ば 発育 期 集 団 の 状況 に と よって, 道 
な 殺 ダ ニ 剤 を 適期 に と 用 いる こと が 可能 で あっ て , HA 
除 効果 を 現在 より 高め うる こと が で きる 。 

な お , リン ゴ ハ ダ ニ の 野外 に お ける みか け 上 の 性 月 
HDA CH OD, 調査 時 期 と に ょ っ て 変動 が 見 ら 
雌雄 同率 の こと が あっ た 。 
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Studies on Nutrition and Metabolism of the Smaller Tea Tortrix, 


Adoxophyes orana FISCHER VON ROSLERSTAMM 


UI. Nature of an Unknown Dietary 


Factor for Larval Growth 


By Yoshio Tamakri 


The Tea Division, Tékai-Kinki Agricultural Experiment Station, Kanaya, Shizuoka 


As has been reported, the larvae of the 
‘smaller tea tortrix, Adoxoph,es orana FISCHER 
‘VON ROSLERSTAMM, can grow successfully 


from egg to adult on synthetic food media 
| under aseptic conditions, 
| require an unsaturated fatty acid, linolenic 


and the larvae 


acid from their dietary source for adult 


j.emergence (TAMAKI, 1959, 1961). 


Furthermore, the larvae require an un- 


| identified factor in the food for their optimal 
‘growth. This 
| leaf, 
| Water but not in diethylether at all. 
i larvae can not grow and die if the synthetic 
| food does not contain tea leaf and/or aqueous 
extract of tea leaf CTAMAKI, 1961). 


factor is contained in tea 
soluble partially in boiling 


The 


and is 


There are some findings that certain 
‘species of phytophagous Lepidoptera such 
as Pyrausta nubilalis and Chilo suppressalis 
demand unknown dietary factors, which 
are present in their host plaits and are 


‘soluble in water, for their normal pupation 


and adult emergence (BEcK, Litty & 
STAUFFER, 1949; IsHir &  URUSHIBARA, 
1954). These Pyralid larvae are, however, 


-able to grow and increase their body we'ght 
| by feeding synthetic food medium free from 
such factors. 


When the growth of insects is promoted 
by presence of some unknown dietary factors, 
it should be considered that there are 
two possibilities in mode of action of the 
factor; one acting as a nutriment and the 
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other as a feeding stimulant. In the course 
of investigations of such unknown growth 
promoting factor, it is of important first of 
all to establish whether the factor is an 
essential nutriment or a feeding stimulant 
(BEcK, 1956). 

In this paper the author intends to report 
the results of experiments on growth responses 
and feeding reactions of the smaller tea 
tortrix larvae, which were designed to obtain 
some clues concerning the fundamental nature 
of the unknown dietary factor required by 
the larvae for their growth. 


MATERIALS AND METHODS 


The composition of the basal diet is 
shown in Table 1. This diet is essentially 
similar to that used in the previous experi- 
ments, except that brewer’s yeast is replaced 
by a mixture of ten kinds of B-vitamins. 
The procedures of preparating the water 
extract of tea leaf are as follows: 100 g 
of the tea leaf powder prepared as described 
previously (TAMAKI, 1951), was extracted 
with 21 of boiling water for one hour and 
filtered. Extraction was replicated three 
times. The combined filtrate was concen- 
trated to a volume of 250ml. 2.5 ml of the 
concentrate, lg equivalent of dried tea 
leaves, containes 0.43 g of extract as anhy- 
drated matter. The concentrate was added 
to the basal diet at various levels. 

The preparation and sterilization of the 
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Table 1. Composition of basal diet 
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Constituent Amount per flask 
Water | 20.0 ml 
Agar | 0.70 g 
Cellulose | 0. 90 
Casein | 2.03 
Glucose 2.00 
Cholesterol 0.07 
Olive oil 0.05 
Wesson’ salt mixture 0. 20 
B Vitamins 
Choline chloride 4000 gg 
Inositol 2000 
Thiamine hydrochloride 200 
Niacin 200 
Ca-pantothenate | 200 
p-aminobenzoic acid | 200 
Riboflavin | 100 
Pyridoxine hydrochloride 100 
Folic acid 20 
Biotine 20 


diet, collection, disinfection and inoculation 
of egg masses to the diet, and rearing 
conditions of the larvae are the same as in 
the previous experiment (TAMAKI, 1959). 
The body weight of the larvae at the 15th 
day after hatching was adopted as criterion 
of the larval growth. 

Feeding response of newly hatched larvae 
was tested with two choice experiment 
using the same media as in the rearing test. 
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Discs of media, about 13mm in diameter 
and 5-7 mm in thickness, were placed in a. 
petri dish (90mm x20 mm). Discs of diets 
containing leaf concentrate (referred to as. 
test discs) and discs of basal diet (referred 
to as control discs) were arranged alternately 
at equal distances apart in a circle. There 
were four discs per dish, each diet being. 
represented at two discs. About thirty 
larvae within fifteen hours after hatching. 
were placed on the central area of the petri 
dish, then dish was allowed to stand under 
the room temperatures, excluding any light. — 
After twenty-four hours, number of the 
larvae spined web on each disc of media 
was counted. Percentage of establishment 
is calculated by the following formula : 
_____Number of larvae established on test 
Total number of larvae established on 
discs 
test discs and on control discs Sat 
Microorganism contamination did not oc- 
cur throughout the experimental period. 


RESULTS AND DISCUSSION 


The results of the rearing test are shown 
in Fig. 1. Larval weights at the 15th day 


Dietary level of the tea leaf extract (%) 
5 10 


0 0.5 


Average body weight at 15th cays after hatching (mg) 


\ 20 25 


10 


’ 15 2.0 


| Amount of the tea leaf extract per flask (g) 
Fig. 1. Effect of the water extract of tea leaf on growth of the larvae of the 


smaller tea tortrix 
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liter hatching increased proportionally with 
jereasing concentrations of the tea leaf 
[stract in food media up to a level of 1.2¢ 
er flask. The optimal dietary level of the 
tract ranged from 1.0 to 1.3g per flask, 
e., about 15 to 18 per cent of diet on dry 
eight basis. The larval growth, however, 
came poor when the amount of the extract 
ded exceeded a level of 1.4¢ per flask (19 
er cent of diet). BeEck (1953) found just 
ilar response of the European corn borer 
irvae to diets containing excess amounts of 
jueous extract of corn leaf, and suggested 
te presence of some growth inhibiting factor 
, corn leaf. IsH11 also found the presence 
‘some growth inhibitors for the rice stem 
prer larvae in water extract of the rice 
ha In the smaller tea tortrix larvae, 
resence of any growth inhibitors in tea leaf 
faterial has not been defined. Further 
ludies are calling for on this problem. 


| 
1 


larvae to synthetic food media which contain 
boiling water extract of tea leaf at various 
_ levels (Values averaged from three replica- 
tions ) 


established 


| 
8 || 
x 


Amount of extract 


g/flask % in dry diet 
0.043 0.72 5539 
0.086 ea 52.4 
Os LF2 2.81 51.6 
0. 344 5.46 50.2 
0. 688 10.35 ies 
1. 204 16.81 49.5 
1. 462 19.71 56. 2 
1.720 22.40 Bea) 


The results of the feeding response test 
se shown in Table 2. If the growth promo- 
g effect of the unknown factor is due to 
ie activity as a feeding stimulant, some 
lationships may be found between the 
ndencies of larval establishment response 
hd the mean body weights of larvae at 
very concentration of water extract in 
edia. There are, however, no correlation 
stween them, the numbers of larvae 
tablished on discs are approximately equal 
» each other over a broad concentration 
unge, indicating that the larvae established 


| 


) Private communication 
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on discs without any distinguished response 
for selection. 

From the results of the present experi- 
ments, it is concluded that the unknown 
dietary factor ‘is not a feeding stimulant 
but an nutriment for larval growth. Further 
investigations on several properties of the 
essential factor are now in progress. 


SUMMARY 


Some natures of the unknown growth 
promoting factor required by the smaller 
tea tortrix larvae, Adoxophyes orana 
FISCHER VON ROSLERSTAMM, Was elucidated 
by comparing feeding response of newly- 
hatched larvae to the synthetic food media 
containing various amount of boiling water 
extract of tea leaf and the growth response 
of the larvae on them. 

The rate of larval growth was positively 
correlated with the dietary amount of the 
extract, the optimum range of the extract 
was considered to be 15 to 18 per cent of 
dry diet. But, percentages of larvae establi- 
shed on the food media were not correlated 
with amount of the extract. It was con- 
cluded that an unknown growth promoting 
factor contained in tea leaf was a nutriment 
essential for larval growth, but had no 
activity as a feeding stimulant. 
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コカ クモ ン ハ マキ の 栄養 と 代謝 に 関す る 研究 
IW. 幼虫 の 成育 に 必要 な 未知 因子 に つい て 


= ot tee 
FS PRG BR ie a he Ee Se ARS AES AB 


FAPEYANATEDRLGRMAC Lo CRB E CH 
育 す る こと が で きる が , その 成育 の た め に 未知 の 因子 を 
要求 する 。 こ の 成育 因子 は 茶葉 中 に 存在 し , 合成 飼料 中 
た 茶 工 また は 茶葉 熱 水 抽出 物 を 欠く と , 幼虫 は 全く 成育 
る (きら が か "でき 次 いい 。 

BRCM SRAORSREATL BRT SCIL ま 
ず そ の 因子 の 作用 機構 が 栄養 的 な も の で ある か , ある い 
は 摂 食 刺 激 的 な も の で ある か , また は これ ら 両 者 の 複合 
じ た も の で ある か を 検討 する こと が 必要 で ある 。 本論 
で は , この 点 を 明らか に する た あめ, 茶葉 熱 水 抽出 物 含量 
を 変え を た 合成 飼料 に ょ っ て 飼育 試験 な ら び に 摂 食 反 応 試 
Ee Ze Tt 3 1. 


幼虫 の 飼育 試験 の 結果 , DBROMALIAE HT OAR: 
出 物 が 増加 する に 従っ て 良好 と な り , 抽出 物 の 最適 念 
(LRCPREDE tO 15~1876 CH oie 一 方 , 同じ 飼料 
いた 幼虫 の 摂 食 反 応 試験 の 結果 , 飼料 に 対す る 幼虫 の 
着 率 は 飼料 の 抽出 物 含量 と は 無関係 に 大 体 一 定 し て いむ ! 
と の こと と は 幼虫 が 摂 食す る と き , 食物 中 の 未知 成育 因 
の 有無 ある い は 含量 と 無関係 に 食物 を 選択 する こと 夫 
ety. ae 
以上 の 結果 か ら 茶 工 中 に 存在 する 未知 の 成育 因子 
幼 虫 た 対し て 摂 食 刺 激 的 に 作用 する も の で は な く 当 
的 に 重要 な 物質 と 療 を られ る 。 
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INTRODUCTION 


|The enzyme and intermediate products 
juring the course of degradation of adenine 
md guanine to uric acid have been demon- 
trated in mammals and birds, and the 
janthine enzyme system controling the last 
tage of the purine metabolism has been 
Well discussed. 


Recently ANDERSON et al. (1955) 
ind Lisa et al. (1959) reported using several 
lasects that xanthine oxidase occured in 
high activity in the fat body, but in low in 
e gut andother tissues. IRZYKIEWICZ (1955) 
pointed out that the xanthine enzyme of 
loth moth behaved as dehydrogenase rather 
than oxidase and that the specific xanthine 
lehydrogenase activities of the fat body and 
nid-gut wall were much higher in order 
Jhan those of the other tissues. 

The present author (1957, 1960) has 
lemonstrated in silkworm (Bombyx mort) 
that the enzyme which converts xanthine 
0 uric acid reacts more efficiently with 
ethylene blue than with molecular oxygen 
s electron acceptor and is abundant in the 
at body. ‘The enzyme property in the 
ilkworm appears to be quite similar to those 
cloth moth and chicken liver (REMY et 
J., 1951, 1955) and is proposed as a “ dehy- 
lrogenase ”. 

Though it has been shown that the en- 
‘yme in silkworm and cloth moth is of de- 
nydrogenase nature, it gives rise to a question 
vhether this fact applies in general to other 
nsects or not and whether fat body plays 
n important part in purine metabolism or 
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Xanthine Dehydrogenase Activities of Insects 


By Yoshiyuki Hayasur 


Sericultural Laboratory, Faculty of Agriculture, Nagoya University, Anzyo, Aiti-ken 


not. 

The aim of the present paper is to deter- 
mine the property of the xanthine enzyme 
system and its localization in various tissues 
and organs in some insects. 


MATERIALS AND METHODS 


Experimental animals are larvae of Cep- 
honodes hylas L., Barathra brassicae L. and 
adult of Periplaneta americana. The former 
two were collected in the field during sum- 
mer and autumn and _ placed in boxes 
containing moist soil and stored indoor until 
use for experiment. The larvae of Cephono- 
des hylas L. and Barathra brassicae L. were 
fed with the leaf of gardenia and the leaf 
of chinese cabbage respectively. Periplaneta 
americana were provided by the Laboratory 
of Applied Entomology, Faculty of Agricul- 
ture, Nagoya University. 

After decapitation, the required tissues of 
these insects were dissected in 0.75 per cent 
NaCl solution added with 10 volumes of 0.05 
M pyrophosphate buffer (pH 8.3) and then 
homogenized under cold condition. The 
homogenate was then filtered through several 
layers of cotton gauze. 

Xanthine dehydrogenase activity was de- 
termined by means of WARBURG respirometer 
(DHUNGAT et al., 1954 ; HAyAsHI, 1957, 1960) 
and THUNBEEG procedure (ANDERSON et al., 
1954; Hayasui, 1957, 1960). 

In the manometric determination, 1 ml of 
tissue homogenate was added to the main 
compartment of WARBURG flask containing 
0.2ml of either 10°°M methylene blue or 
diphosphopyridine nucleotide (DPN), the 
side arm and center well of which carried 
0.3ml of 0.02M hypoxanthine solution in 
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.05M sodium hydroxide and 0.2ml of 20 
per cent solution of potassium hydroxide 
respectively. Oxygen uptake was measured 
manometrically at 37°C, with air as gas 
phase. Hypoxanthine solution in the side 
arm was tipped in after 10 minutes tem- 
perature equilibrium. Readings were made 
every 10 minutes for 60 minutes, and there- 
after the reaction mixture was adopted to 
estimate the uric acid formation by BrowN’s 
methods (1945). The results were expressed 
in microliters of oxygen uptake per 1 ml of 
enzyme solution per hour and optical density 
of the rate of uric acid formation. 

For the anaerobic measurement, the re- 
action was carried out by mixing following 
solutions Gnaintained at 37°C for 40 min) : 
lm of 0.1M pyrophosphate buffer (pH 
8.3) and lml of tissue homogenate in the 
body of THUNBERG tube, and 1 ml of 10°°M 
TTC (2,3,5-triphenyl tetrazolium chloride) 
and 0.5ml of 0.02M hypoxanthine and, 
where necessary, 0.3ml of 10°°M DPN in 
the side arm. The reaction was stopped by 
‘0.2 ml of 20 per cent of trichloroacetic acid, 
and the enzyme activity was expressed in 
optical density of the red formazan (TPF) 
extracted with ethyl acetate. 


RESULTS AND DISCUSSION 


1. Property of xanthine enzyme in Barathra 

brassicaz and Cephonodes hylas 

Under aerobic conditions, the xanthine 
enzyme activity of fat body homogenates of 
Barathra brassicae and Cephonodes hylas were 
surveyed using WARBURG apparatus. Table 
1 is one of these results, showing increase of 


Table 1. Effects of the electron acceptor on the 
oxidation of hypoxanthine by the fat body in 
aerobic procedure (Barathra brassicae 1) 


Reactio t Oz uptake | Uric acid formation 
ei ee ee ilar) _(Efmi/hr) 
Distilled water 8.8 | 0.002 
iMethvlenaybine |. ...1.. |. = cen 
(MB) | 32.6 | 0.490 
DPN-+MB 52.2 | 0.50002) 


oxygen uptake and uric acid formation when 
methylene blue is added to the fat body 
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homogenate of Barathra brassicae. And the 
oxygen uptake in the presence of DPN an 
methylene blue in the reaction mixture in 
creased, but DPN had no recognizable effec 
on uricogenesis. These results were quit 
similar to those of Czphonodes hylas. It is 
highly probable that the enzyme system i 
Barathra brassicae and Cephonodes hylas is 
dehydrogenase rather than oxidase. 

From the above result, the methylene blu 
as electron acceptor was needed for optimal 
utilization of hypoxanthine (or xanthine) i 
Barathra brassicae and Cephonodes hylas, anc 
was similar to that required in chicken liver 
(Remy et al., 1951, 1955) and silkwor 
(Hayasut, 1957, 1950). It should be proposed 
therefore, that the enzyme is a true de 
hydrogenase. 

In anaerobic conditions, the presence 0 
this enzyme in the fat body preparatio 
(Barathra brassicae) was also demonstrate 
by measuring the rate of TTC reductio: 
(Table 2). The fat body preparation reduce 

Table 2. Effects of DPN as co-factor on 
the oxidation of hypoxanthine by the fat 
body homogenate in anaerobic procedure 
(Barathra brassicae L.) 


= へ — 
Reaction 


| Substrate [TPF formation) Enzyme 9) 
system に 人 Fate | (E/ml/40 min) | activity _ 
Distilled — | 0.054 | 

water =i | 0. 244 | Orig? 
RS OO | 
DPN ee | 00359 0.316 


TPF denoted above is produced from TTC in 

reaction system with and without substrate. 
a large amount of TTC when DPN was 
added as co-factor. It is indicated that 
DPN can serve as an electron acceptor (or 
co-factor) under anaerobic conditions. 

On the role of DPN, Nawa et al. (1958) 
suggested that DPN acts probably as electron 
acceptor in AHP-oxidation (2-amino-4- 
hydroxypteridine) (pterin dehydrogenase or 
xanthine dehydrogenase) iv vivo in Droso- 


’ phila melanogaster IrzyKiEwicz (1955) de- 


monstrated, further, a role of DPN as electron 
carrier in xanthine-oxidation reaction by the 
homogenate of cloth moth and some othet 
insects, giving an uricogenesis with DPN. 
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onsequently, the xanthine oxidation system 
sof these insects was also suggested that DPN 
was necessary to suffice this reaction. 

2. Xanthine dehydrogenase activity in 
various tissu2s and organs of Barathra 
brassicae and Cephonodes hylas 

| Xanthine enzyme activity in various tissues 
as examined by anaerobic procedures, 
here TTC was used as an electron acceptor. 
he results of Barathra brassicaz recorded 
fin Table 3 show that the activity is high in 
fat body and Malpighian tube but negligible 
im both mid-gut wall and integument. The 
presults of Cephonodes hylas (Table 4) is quite 
| Table 3. Xanthine dehydrogenase activity in the 

| MATious tissues of Barathra brassicae L. larvae 


Material Substrate eatin) acy 
Pat body e Sok 0.361 
a 
| ane oe ooo! 
| ee | | eee ; 0.001 


Table 4. Xanthine dehydrogenase activity in the 
various tissues of Cephonodes hylas L. larvae 


“Material ae Substrate rate TRO q ee 
Fat body is yee 0.337 

| a ee ee 
out an oz ba Geet | 0.059 
Rectum ; | Be an | | = 
| a | x Hee | 0.020 

| = | eee = ds Sea 
Blood is a eel, 5000 


E.R to those of Barathta brassicaz. The 
distribution of xanthine dehydrogenase 
activity in above insects resembles to that 
the silkworm (HAYASHI, 1930). 
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On the other hand, as regard to the xan- 
thine enzyme activity of insects, it was 
determined that the fat body has high ability 
to oxidize the oxypurine than other tissues 
(LEIFERT, 1935; ANDERSON et al., 1955; 
IRZYKIEWICZ, 1955; Lisa et al., 1959). In- 
deed, present survey shows that the xanthine 
enzyme activity in these lepidopterous insects 
is high in the fat body which well agree 
with those of above workers. 

Accordingly, it is indicated that the fat 
body of lepidopterous insects also plays an 
important role in the intermediary purine 
metabolism. 

3. Xanthine dehydrogenase 

Periplaneta americana 

Recently, ANDERSON et al. (1955) reported 
using Pzriplanzta amzricana that the urico- 
genesis proceeded more efficiently with methy- 
lene blue which was added to replace 
natural electron carrier. It was suggested 
the possibility that the xanthine enzyme 
system in Periplanzta americana is of de- 
hydrogenase character. Therefore, this ex- 
periment was carried out in judging the xan- 
thine enzyme as a dehydrogenase. 


activity im 


Table 5 shows the enzyme activity using 


Table 5. Xanthine dehydrogenase activity 
in the various tissues of Periplaneta 
americana (female of adult) 


"Material | Substrate [TRF formation) Enzyme 
Fat body - . ae 0.107 
ee ee 
We i et y 
ae = 7 hee ae 
ie 


TTC : as Dien Lea Ee in adult tissues of 
Periplanzta americana. The activity was 
found in the Malpighian tube, fat body, 
mid-gut wall and hind-gut wall, but not in 
the for-gut wall. And the enzyme activity 
of the Malpighian tube and hind-gut wall 
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was high compared with that of fat body 
and mid-gut wall. 

These results are different from those of 
lepidopterous insects such as Barathra bras- 
sicae and Cephonodes hylas. This difference 
of distribution of xanthine enzyme activity 
due to the difference of the species in insects. 

From the present survey, although the 
existence of xanthine enzyme in Periplaneta 
americana has been clearly established, little 
is known about the property concerning the 
oxidase or dehydrogenase. An examination 
on this residual shred would therefore be 
desirable. 
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SUMMARY 


1. Xanthine enzyme system in lepidopte- 
rous insects was demonstrated to be dehydro- 
genase but not oxidase. 

2. Theenzyme activity was high in the fat 
body and Malpighian tube, but was low in 
the mid-gut wall, whereas it was negligible 
in the rectum, integument and blood. 
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3. In the Periplaneta americana, the en- | 
zyme activity was found in the Malpighian | 
tube, fat body, hind-gut wall and mid-gut 
wall, but not in for-gut wall. 
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BBO UF Vik BRIBE ICOWT 


#K 32 ie 
Ay RAE IBAA IE 


2, 3 の 昆虫 を 材料 に し て キサ ンチ ン 脱 水素 酵素 の 活 
性 度 を 測定 し た 結果 

1. りん し 目 昆 虫 (Barathra brassicae # よ び Cepho- 
nodes hylas) の キサ ンチ ン 酸 化 酵 素 系 は 脱水 素 酵素 に 
よっ て 触媒 され て いる こと を 明らか に し た 。 

2. SO SM BIC It SAY YF Vv BKK REE 


度 は 脂肪 組織 お ょ び マ ルピー ギ 管 に 高く , 中 腸 壁 で は 人 
い , また 直腸 壁 , 皮 膚 お よび 血液 た は 認め られ な か っ た 
3. ワリ ワ モ ン ゴ ゴキブリ (Periplaneta americana) の ネ キ 
サン チン 脱水 素 酵素 活性 度 は マル ピー ギ 管 , 脂肪 組織 , 

Rts LO PBR SHAM, ABRIL EEE 
WR7e\L5CHS. 


短 報 
| アァ アブ プラ ムシ 類 に 対す る 経口 毒性 
| 測定 法 の 一 考案 ! 


| 

| 

| de di OR TR 
| . 名 古屋 大 学 農学 部 審 虫 学 教室 
| 愛知 県 安城 市 

| 

| 

| 


吸収 性 口 器 を 有する アプ ブラ ムジ シ 類 は そし ゃ く 性 口 器 を 
替 す る りん し 目 昆 虫 の 幼虫 や マキ プリ な ど に 比べ て 経口 
的 に 殺虫 剤 を 与 を て その 毒性 を 測定 する こと が 困難 で あ 
te そこ で われ われ は アプ ラム シ 類 に 対す る 簡単 な 経 ロロ 
旋 性 測定 法 を 考案 し た の で ここ に 報告 する 。 
| ご 指導 を いた だ いた 名 古屋 大 学 農 学部 弥富 喜 三 教授 に 


実験 材料 お よび 方 法 

第 1 図 に た 示 し た アブ ラム ジ シ 類 給 飼 用 ガラ ス 製 円 筒 B の 
上 部 に 厚 さ 0.018mm の 市 販 ポ リエ チレ ン 膜 を プ ゴム バン 
ド で と め , その 下面 に 5 CFV I—ARMMICHA Lick 
試 殺虫 剤 希釈 液 0.02mi を 付着 させ 。 ポリ エチ レン 膜 の 
上 面 に 折 菜 で 飼育 し た ダイ コン アブ ラム シ (Brevicoryne 
brassicae L.) ある い は モモ アカ アブ プ ブラ ムシ (Myzus 
percicae S.) の 無し ( 諸 ) 騰 生 雌 虫 20 頭 を 放ち , ガラ ス 製 
円 筒 A を か ぶせ , 金属 製 バ ネ で 円 筒 A と B を 固定 し , 殺 
虫 剤 希 液 が 乾 か な いよ うに 水 を 入れ た シャー レ 中 に 置 
き , 25°C に 保ち , ポリ エチ レン 膜 を 介し て 摂 食 させ , 
24 時 間 後 の 死 亡 率 を 調査 し た 。 3 反復 し た 結果 の 死亡 率 
補正 値 を 示す と 第 1 表 の ご と く で ある 。 
第 1 表 アプ ラム シ に 対す る 有機 リン 殺虫 剤 の 経口 毒 
5 pee fe ee re x" = 
20ppm 15°10" 5 1 e675 00s ae 
SAMIR PT lt 


共 試 薬剤 


Schradan | 100% — 77.7 3216.8 1.60 0 
Dipterex (avast a0 10 156: 0° ——" SRG 
*Phosdrin|; -— — — 100 78.3 35 6.2 0 
EAE IG IE GRIESE 
Schradan 95 83.6 56 355: 1 0 — 2.3 
Dipterex | 65 53.6 41.2 25 1. 6 0 ee 
Phosdrin | — — — 4100 66. 2 50.6 3500 


* cis 90%, trans 40% 


得 ら れ た 結果 を Briss (1935) の 方 法 に 従っ て 有効 鹿 
諸 元 を 求め る と 策 2 表 の ご と く で ある 。 


第 1 図 給 fia] ae 
B2R アブ ラム シ に 対す る 有機 リン 殺虫 剤 の 経口 毒性 た に 関す る 有効 慶 諸 元 
oR OR 回 帰 方 程 式 | 2 OBAMAS: LC—50(ppm) 
| Schradan | | | 
my toayyTS I AY Y=5.372+2. 421(X—1. 023) 2 O-3t | 0.90—0.90 | (eee 
生生 モア カプ アブ ラマ ムシ Y=5.392 二 3.099( メ ー1.006) 8 | 0.421 0.95—0.90 | (ays 
| Dipterex | | 
ダイ コン アブ プ ブラ ムシ | Y=4.910+3.239( メ ー1.096) 25 = OFALZ 0.90—0.80 | Laat 
カジ リブ of Dt Y=5. 007+ 1. 143( X—1. 067) 2 | 0.599 | 0.80—0.70 | 11.49 
Phosdrin | 
iy Asay Sy TI TD AY Y=5. 341+ 3. 138(X—0. 902) 1 | 0. 222 0. 70—0. 50 0.6 
Petry ar To ay Y=5.318+1.463(X—0. 981) 1 | 0.328 0.70—0. 50 0.58 
b- Device for Estimating Oral Toxicities of Insecticides to Aphids. By Tadaharu Krracaxr and Tetsuo 
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212 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


考 


Carter (1928), DeLone (1930), Haminron (1930), 
Fire (1932), Srorry (1932) な ら び に Prrgrscg (1937) 
ら は ヨコ バイ 類 を 人 工 的 に 摂 食 させ る た め に 動物 の 腸 間 
膜 や ペラ フィ ン 膜 を 使用 し た が , パラ フィ ン 膜 は 供 試 し 
RIT FAY DR LI SKEW BVO RES CED 
困難 で あり , 操作 中 に 破損 し や ゃ すい 。 腸 間 膜 た つい て 
は 試験 し な か っ た が , 生 の ぼう こう 膜 は 厚 す ぎ て 摂 食 で 
き な か っ た 。 試験 の 結果 0.018mm の 市 販 ポ リエ チレ ン 
膜 が 最も 適当 で あっ た 。 

し か し , ポリ エチ レン 膜 が 殺虫 剤 の ガス を 通過 させ 攻 
RVLALAT SPBeek 調べ る た め に , 直径 1cm, 高 
さ 2cm の ガラ ス 管 の 上 部 を ポリ エチ レン 膜 で 著 を し て , 
訂 部 を シャ ー レ に 固着 させ , その 膜 の 上 面 に 供 試 殺虫 剤 
の 最高 濃度 の 5 67 VIA— ARAM 0.02ml を 滴下 し , 
上 記 の 給 飼 用 ガラ ス 器 具 を か ぶせ る 。 こ の よう に し て 人 和倉 


第 5 巻 第 3 号 


料 を 与 そ を な いで 24 時 間 , 25°C に 保ち , 死亡 率 を 測定 LF 
が , 薬 剤 を 使用 し な い 場 合 と 全く 同じ 死亡 率 を 示し F 
用 し た 薬剤 に 関す る か ぎり ポリ エチ レン 膜 を 通し て 全く 
薫 蒸 作 用 の な いこ と が 判明 し た 。 COB oh 
験 結果 は いずれ の 場合 も 大 きい Pr. の 値 で あり ; Fl iT 
MALI EELS AS Leo BEF L Te BUS HID ae 
いずれ の アプ ラム シ の 場合 で も Phesdrin が MEDIA 
次 いで Schradan で , Dipterex' が 最も 弱かっ た 8 
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DeLone, D. (1930) J. Econ. Entomol. 
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ハタ ネズ ミ 類 (Microtinae) の 上 あご 第 3 
白 歯 に お ける 歯 型 の 変異 ! 


BE BE wR # 
信州 大 学 医 学部 第 二 解 剖 学 教室 


I 


ハタ ネズ ミ 亜 科 (Microtinae) の ネズ ミ の 上 あご 第 3 百 
歯 に は 歯 型 の 単純 な も の か ら 複 雑 な も の まで , 種々 の 変 
血 が 見 られ る 。 和 白 歯 の 形態 は ネズ ミ 類 の 分 類 の 重要 な 形 
質 と され て いる の で そ こ に 見 られ る 変異 は 広く 調査 さ 
れる 必要 が ある 。 著 者 は ハタ ネズ ミ 亜 科 の 近 緑 種 間 の 差 
を 明らか に する た め , 歯 型 の 地理 的 変異 を 調査 し て いる 。 
本 報 で は 長野 県 で 採集 され た ヤ チ ネズ ミ , スミ スネ ズミ 
お よび ハタ ネズ ミ に 見 られ る 上 あ CS 3 白 歯 の 歯 型 の 変 
FICO CAN, 


IL 


PURE <TC 19554 bs B 19604 IC fe 5 CEERI CHR 
集 さ れ た も の で 成体 の み で ある 。 個 体 数 は 次 の ご と く で 


1 eS 
Variation of the Form of the Third Upper Molar in Microtinae. 


Anatomy, Shinshu Univ. » School of Medicine, 
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Matsumoto, Nagano Pref., Japan. Japanese Journal of 
Applied Entomology and Zoology, Vol. 5, No. 3, 1961. 
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ある 。 
マヤ マチネ ズミ Clethrionomys andersoni, 30 (210, 220) 


スミ スネ ズミ Anteliomys smithii, 38 (820, 218) 
ハタ ダネ ズミ Microtus montebelli, 86 (326, 260) | 
採集 され た ネズ ミ は 骨格 標本 と な し , 20 倍 の 解剖 頭 徴 B 
CED OM SEWER Lic, AALCIME ROUTE 
いた め , 雌雄 を 一 括 し て 扱っ た 。 


Tl 


NS 


ハタ ネズ ミ 類 の 上 あご 第 3 白 歯 の 形態 に は , 1H 
示す よう な 種々 の 変異 が 見 られ る が , ESREO LOI 
つい て は , 複雑 型 ) 中 間 型 お よび 単純 型 の 3 BCD Bi 
こと が で きる 。 複 雑 型 ( 征 IBAA ONC. tO, asl 
側 に 3 個 の 突起 が あり , 更に 後方 に 伸び て いる 1 価 の 逢 
RASS. HE GLNB) ) は 複雑 型 と 同じ く , eel 
に 4 個 , は お 側 に 3 個 の 突起 が ある が , WHC ROAM 
る よう な 後方 に 伸び る 突起 を 欠い て いる 。 Ate 
型 よ り 更 に 簡単 で , Gils LOVEE BIC SOBEL 
が あり , RCRA PO S 1 個 の 突起 が ある (第 1 図 CODI 
歯 型 の 変異 の 以上 の 各 型 の 出現 率 を 第 LACK, AY 
現 率 の 左右 差 は な いと いっ て よい 。 


By Takeo MiyAo, Department of 
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ハタ ネズ ミ の 上 あど 第 3 白 歯 に お ける 変 


第 1 図 
す 。A : 複雑 型 BB: 中 間 型 C 
お 個 第 4 突起 を 示す 

ヤ チ ネズ ミミ で は 中 間 型 が 最も 多く (480.0%, 780.9 

Yo)» 次 いで 単純 型 が 多い (左右 と も に 16.72)。 複 雑 型 

隊 左 右 と も わずか に 3.32 に すぎ な い 。 

スミ スネ ズミ に お いて も 中 間 型 が 最も 多い が ( 右 63.2 


1%, 7265.87), 単純 型 の 占め る 率 は ヤ チ ネズ ミ よ り 多 
I< 4536.92, 左 34.2% で ある 。 そ し て 複雑 型 は 全く 見 ら 
し な い 。 

第 1 表 上 あご 策 3 白 歯 に お ける 各 変 異型 の 


出現 率 22) 


Te a ee eee 
eae 複雑 alae 複雑 


単純 | ena 


数 型 | 型 | 弄 


ie F % %3| 30 |16.7 80.0 3.3 16.7 80.9 3.3 
ミス ネズ ミ | 38 36.9 63.2 0.0 34.2 65.8 0.0 
NB XX §) 86 | 2.3 67.4) 30.2 1.2 69.7 30.3 
BAAS ee ChE SL. が ( 右 67. 4%, 


| alan el Roel 
| arene 7230.3%), 単純 型 は きわ め 
少な い ( 右 2.326, 左 1.22)。 

| apie ea 分 率 信 頼 限 界 で 示す 
P52 図 お よび 第 3 図 の ご と く で ある 。 図 に 明らか な ど ご 


RF HRAS 


BSED GRY 2 TR oe 
: 単純 型 。 矢印 は ほ 


ヤ ャ チ ネズ ミ 
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と く , 複雑 型 は ハタ ネズ ミ に 最も 多く , 

ネズ ミ で 最も 少な い 。 反対 に 単純 

ミミ に 最も 多く ,。 ハタ ネズ 
し た が っ て , HeLa 


ミ の 順に 複雑 と な る と いえ ぇ を 2 

Minter (1912) は ヨー ロッ パ ペ 産 の ヤ 
re aN I 3 glareolus) に 
お いて , 北方 お よび 高地 の 個体 は 一 般 に 
上 あご 第 3 白 歯 の 歯 型 が 単純 で ある こと と 
を 指摘 し, 同様 に Zoormermann (1925) 
は ヨー ロッ パ ハ タネ ズミ (Microtus ar- 
valis) に お いて , 上 あご 第 3 戸 歯 の 歯 
型 が 北方 の 個体 ほど 単純 で ある こと を 報告 し て いる 。 ¥ 
た , 徳田 (1956) は , 北海 道 の と エゾ ャ チ ネ ズミ (Clethn- 
onomys rufocanus bedfordiae) Cit LACH 3 FIMO 
単純 な 個体 が 多く , 本 州 の マチ ネズ ミ 
で は 複雑 な 個体 が 多い と 述べ て いる 。 更 た に, この よう な 

SSE TR 致し , 個体 発生 の 過程 

こ お い て , 歯 型 は 一 度 和 複雑 型 の 状 meee し た あと で 単 
純 型 に 変っ て いく か ら , BINBOVF AR 3 は 北海 道産 
の エゾ ャ マチ ネズ ミ に 比べ , 幼 了 獣 的 な 特徴 を も つと 強調 し 
て いる 。 また, スミ スネ ズミ は 富士 山の上 山頂 近く で 採集 
され た 個体 で は 単純 型 を 示し , 低地 で 採集 され た 個体 で 
は 複雑 型 を 示す と いう (徳田 , 1956)。 し た が っ て , これ 
ら の 観察 結果 を 総合 する と , 複雑 型 は 幼体 的 , BAB, 


(C. andersoni) 


低地 的 で ee le: dR 
と いえ を る 。^ 上述 の ご と く , 複雑 型 の 出現 率 は ハタ ネズ ミ 


ーー ァ * ヤ チ ネ ズミ ーー スズ ス さ スズ スネ ズミ の 順に 低 ぐ , 逆 に 単純 
型 の 出現 率 は スミ スネ ズミ ーー ヤ チ ネズ ミー ハタ ネズ 
ミ の 順に 低く な る 。 し た が っ て , 上 あご 第 3 百 歯 の 歯 型 
だ け に 限っ て みみ る と ,。 ハタ ダネ ズミ は ハタ ネズ ミ 亜 科 の 3 
種 の うち で 最も 幼体 的 , 南方 的 , 低地 的 で あり , スミ ス 


生き スネ ズミ スミ スネ ズミ — 
ESF 林 ズミ DIRK? 
0 10 20 30 40 % 10 20 30 40 50 60 2 
第 2 図 複雑 型 の 出現 率 を 百分率 信頼 限界 第 3 図 単純 型 の 出現 率 を 百分率 信頼 限界 で 示す 


で 示す ce 険 率 1 %) 


y Soave (1958) | rey enti 
SeEM MIE, SORT = は 個体 妖 に 
= es ル 比 に x r い 分離 を 示 7X og 


っ て 異な り , 両 


fr BR SS ag 2) 


の 上 あど 第 3 白 歯 の 歯 型 C simple と complex の 2 型 が 


者 の 交配 実験 の 結果 , Fi で は で complex, 


214 BAIS HMw HB he & dé 


ネズ ミ は 最も 成体 的 , AGH, 高地 的 で ある と いう こと 
が で きる 。 こ の よう な 特徴 は 下 あ ご 第 1 百 歯 に も 見 られ 
RD CE ES 
ほお 側 に 4 個 の 突起 を も つが , ハタ ネズ ミミ で は 舌 側 に 6 
個 ) ほお 側 に 5 個 の 突起 を も ち , 前 2 種 に 比べ 著しく 複 
雑 な 衝 造 を も つ 。 こ の よう に ハタ ネズ ミ に お いて 特に 複 
雑 型 が 多く, 強大 な 百 歯 を も つこ と は , この 種 が 草食 性 
の 方 向 へ 著しく 特殊 化し て いる こと を 示す も の で あり 
すでに 報告 し た 腸 の 長 さ や 百 歯 列 長 お よび 頭骨 各部 の 相 
WHA SOBA (宮尾 ・ 北 沢 ・ 両 角 , 1960, 1961) 
EMT So 

な お , LH CB 3 白 歯 の ほお 側 の 突起 は 上 述 の ご と く 。, 
いずれ の 型 に お いて る 3 個 で ある が , 小さ い 第 4 突起 の 
現われ る 個体 が ある (第 1 図 A, KA). その 出現 率 は 
スミ スネ ズミ で 最高 (( 右 47:422) H55.3%) CF, VFR 
ズミ が それ に 次 ぎ (Ai29.7%, 7233.3%), ハタ ネズ ミ 
で 最低 ( 右 10.42, 9.3%) と な る 。 こ の 策 4 突起 は ほ 
か の 突起 に 比べ 著しく 小さ く , 機能 的 に は ほとん ど 意 味 
Rbhictieh tLBbnS,. AL AAA CLPSCH1A 
HOR LEO OHMVFAAZT LOLS, LETH 
3 百 歯 の ほお 側 策 4 突起 の 出現 率 の 高い こと も 考 慮 に 入 
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れる と , むし ろ ヤ チ ネ ズミ が スミ スネ ズミ より もせ 簡単 7 
自 歯 を 応 つ と い を る か も じじ れ な いい 

稿 を 終わ る に あたり , ご 指導 いた だ いて いる 信州 大 
教授 , 鈴木 誠 , 潮 水 三雄 両 博士 , お よび 材料 の 収集 に 4 
た りお 世話 に な っ て いる 上 農林 省 林業 試験 場 木曽 分 場 の オ 
野 武 雄 技官 , 長野 県 岡谷 南部 中 学校 の 両角 徹郎 , 同 岡 そ 
西部 中 学校 の 両角 源 美 両 教 諭 に 厚く お 礼 申 し あげ る 。 


oe aR 


(1912) Catalogue Mamm. Wes 


MILrer,G. Se) 
Europe. 
HEME » ICI EB + TH PURSE (1960) 動 雑 69 : 17 

~176. 
宮尾 獄 雄 ・ 両 角 徹 郎 ・ 両 角 源 美 (1961) 動 雑 PETE. 
Steven, D. M. (1953) Symposia of the Society fo 


lod 


Experimental Biology, 7. Evolution, pp. 310~ 
319. Cambridge Univ. Press, London. 

徳田 御 稚 (1956) HOC OME, 理論 社 , 東京 

ZIMMERMANN, K.” (1925) Arch. Naturgesch. 4 


*) は 未 見 


カイ コ の 原種 と 交雑 種 に お ける 皮膚 の 厚 さ 


渡 部 is 
東京 大 学 農学 部 養 奈 学 教室 


TakauAsHl (1956) は 硬化 病 , バク テリ ア 病 ある い は 
BERIT O24 AORN KOR SS, その 中 
に 含ま れる リポ イド の 量 的 , 質 的 差異 が 関係 を 持つ と 述 
べ て いる 。 ま た カイ コ の 交雑 種 は 原種 より も 硬化 病 や 上 農 
薬 に 対す る 抵抗 力 が 大 きく , dod SHIM Ao 
る と いわ れ て いる 。 HBL & MALO HC HEM 
さ に どの よう な 差 が ある か を 調べ た 。 

本 文 に は 入る に 先 きだ ち , CHC ER HAH 
教授 に 謝意 を 表す る 。 


材料 と 方 法 


: Difference in Thickness 
in the Silkworm, Bombyx mori. 
Agriculture, University of Tokyo, 
Wolky5; Nous; 1961, 


Tokyo. 


HAIDA Raabe HSA 第 3 号 1961 (1961 年 6 月 27 日 受領) 


of the Integument between F, Hybrids and their Parental Inbred Lines 
By Hitoshi’ Waranasn, Laboratory of Sericulture, Faculty of 
Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, 


RARMILA 1S, 45, KE, 301085, Ara, 
H1225, 支 122 号 な どの 原種 と これ ら の 交雑 種 で ある き 
5 令 2 日 目 (5 令 起 後 48 時 間 ) に それ ぞ れ 数 頭 解剖 じ 
幼虫 度 膚 全体 を と り , AvIPSURBLOT ST VIRCHR 
し た の もち , 第 § 環 節 背 板 部 (半月 紋 部 を さけ た ) aA 
か 切り 取り , パラ フィ VRTESC8u OR SOW 
作成 し た 。 染色 は すべ て ペイ デン シン ハイ YORN TT 
リン で 行なっ た が , 固定 と 染色 の 条件 は 材料 に よう っ で 調 
ー に な る ょ 注意 し た 。 皮 膚 の 厚 さ は 接眼 ミク ロメ ゴー 
ー を 用 い , RB, fas LORD SACS CHE | 
た 。 測定 視野 は お の お の の 系 統 に つい て 数 個体 分 の 30 
40 視 野 で ある 。 MAOH L ARBORS OWGECH 
っ て 問題 に た な る こと は , 皮膚 が は た じじ て tangentiallW 
切れ て いる か どう か と いう こと で ある 。 し か この 問 
は 乳 し 突起 の 切れ 方 を 見 て 解決 する よう に つと め た 。 
な わ も tangential CACC my 
の 像 が 二 重 に な っ て 見 えた り , BRA HCHO YD 


196144 9 月 短 
Hee も ちろ ん この よう な 視野 は 測定 の 対象 か ら 除外 し た 。 


結果 と 考察 


測定 の 結果 を 一 属し て 第 1 表 に 示す 。 
| カル ノア 液 固 定 の 場合 に つい て 皮膚 全体 の 厚 さ を 見 る 
Po, 原種 で は 大 造 お よび 大 草 示 薄く , その 他 の 系 統 で は 
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より 厚い 場合 薄い 場合 が あい な か ば し て いて 一 定 の 傾 
向 は 見 られ な か っ た 。 

生体 に お ける 皮膚 の 厚 さ を 固定 切片 と ょ っ て 断定 する 
こと は 不可 能 で ある が , 2 種 の 固定 液 で 固定 され た 切片 
を 比較 観察 し , 同一 の 傾向 を 示 し た 結果 に つい て は 生体 
に お いて も その よう な 傾向 に ある と 導 を て よい よう に 思 


第 1 表 令 幼 虫 の 皮 虜 の 厚 さ (ミク ロメ ー タ ー 単 位 1.0=2.35g) 


ea カ ル 2 7 7 2 y 
fa er | 
Ri oc) eR | A eR | 真皮 | 合計 上 | 表皮 | 角 皮 | 真皮 | a 
| 1.34.12] 10.54.30 6.04.24| 17.8 | 1.1 土 .06 | 13.4 土 .31|15:2 土 .22 | 19.7 
aia 1.0+.06 | 11.34.37 | 5.74.27] 18.0] 0.8+.08| 12.4+.24|6.2+.31| 19.4 
0.94.07| 8.44.27 | 4.34.17 13.6 | 1 1+.08| 12.0+.30/6.1+.18| 19.2 
im 108 0.94.06) 11.64.21 | 5.64.22 / 18.1 || 1.04.05] 11.04.22] 6.84.26 18.8 
x 0.94.04; 8.44.28 | 5.14.27| 14.4] 0.84.04] 6.54.14] 4.44.13) 11.7 
Ho 1x 94 (0:94.05) -12.0-:27'| 4.74.21 | -17.7 || 1.14.05] 13.04.40| 6.14.18] 20.2 
A Ixx.. &.11.04.06| 12.74.52 | 3.64.24] 17.3 |] 1.14.07| 17.2+.37| 6.74.18| 25.0 
1h} 1x «108 | 1.04.08] 11.64.22] 4.54.15 | 17.1] 0.94.05 | 12.44.30/5.14.22| 18.4 
PBR 1X: WH 1.14.06] 11.94.47] 4.84.28] 17.8 || 0.94.08 | 10.24.50 | 4.54.13, 15.6 
4 XK Hh [0.94.06 | 14.04.41 | 4.24.22} 19.1) 1.14.09 | 11.34.54) 6.2+.26| 18.6 
ie 108x% 4 | 1.14.06] 11.94.17/5.34.16| 18.3 || 0.94.06] 12.44.31 | 5.64.34! 18.9 
msc 108% | 1.04.06) 11.54.22| 5.54.21] 18.0 | 1.1+.10| 12.3+.30|6.7+.26| 20.1 
A XK 草 | 1.34.08] 13.04.51 | 4.24.15] 18.5] 1.14.09] 13.24.29) 5.44.24 19.7 
Bi 122 1.0+.06| 12.0+.27|4.5+-11| 17.5 | 1.2+.06| 10.8+.26|6.3+.23! 18.3 
x 122 1.04.08 | 11.04.26 | 5.04.17| 17.0! 0.94.08] 10.04.36 5.54.14) 16.4 
“AH 122x3¢ 122 | 0.84.06) 13.64.29 4.24.22) 18.6 | 1.0+.03| 15.4+.29 | 5.9+.26 22.3 
*% 122x8 122 |0.94.05| 14.84.39) 4.3+.17| 20.0] 1.14.04] 15.2+.31|5.34.24| 21.6 


あま り 差 が な い 。 表皮 に は 系 統 的 な 差異 は ほとん ど な く さく, 
準 し ろ 角 皮 と 真皮 に 相違 が 見 られ た 。 ま ず 角 皮 の 厚 さ で 
な は 原種 で は 大 造 と 大 草 バ が 薄く , これ ら 2 系統 の 皮膚 が 薄 
博 の は ょ お も に 角 皮 の 落 いこ と に 原因 し て いる こと が わか 
2。 交 雑種 と 両親 原種 の 角 皮 の 厚 さ を 比較 する と , 一 般 
= 交 雑種 は 両親 原種 より 角 皮 が 厚い か , ある い は 両親 の 
申 間 よ ょ りゃ も 厚い 傾向 が あっ た 。 更 に 真皮 の 厚 さ で は か え を 
衣 て 交 炊 種 は 両親 原種 よ り 薄 い 傾 向 が 認め られ た 。 

プア ン 液 固定 の 場合 で は , EMSADESR AVIS 
液 固 定 の 場合 と 異な っ て お り , ある 系 統 で は 薄く な る が 
: 天 部 分 の 系 統 で は 厚く な る よう で ある 。 固定 の 除 に 皮膚 
ば 収縮 と いう 物理 的 現象 を 伴う の で , 上 記 の 現象 は 固定 
液 た 対す る 皮膚 の 感受 性 (皮膚 の 物理 化学 的 特性 に 由来 
$4) に 系 統 的 な 差異 が あっ て 生起 され る も の で あろ 


Bo 

TP YREEOBES TC LREOESCILAMNE Rt 
ほとん ど 認 め ら れ な い 。 また 角 皮 た つい て は カル ノア 液 
固定 の 場合 と 同様 た と 大造 は きわ め て 薄く , 交雑 種 は 両親 
原種 より 厚い か , ある い は 両親 の 中 間 よ り 厚 いと いう 傾 
向 が 認め られ た 。 た だ 真皮 に つい て は 交雑 種 が 両親 原種 


われ る 。 こ の よう な 観点 で これ まで 述べ た 結果 を 総合 す 
Sk, 生体 に お いて も 表皮 の 厚 さ に は 系 統 的 に 大 差 な く , 
角 皮 の 厚 さ に 関し て は 交雑 種 は 両親 原種 より 厚い か , あ 
る い は 両親 の 中 間 よ り せ も 厚い で あろ うと 推察 する こと が 
で きよ う 。 し か し 在 皮 の 厚 さ に 関す る 交雑 種 と 両親 原種 
の 関係 は 固定 液 と ょ っ て 異な る の で , は た し て 生体 で ど 
の よう な 関係 に ある の か 推察 で き な い s。 

大 造 の 角 皮 が 他 系 統 よ りき わ め て 落 か っ た こと は , 大 
造 が 硬化 病 や 農薬 に 対し て きわ め て 感受 性 で ある こと , 
な ら び に Taxanasnr (1956) 示 述 べた 角 皮 の 厚 さ と 硬 
化 病 や 農薬 に 対す る 抵抗 力 と の 関係 な ど と 照合 し て 興味 
深い 。 ま た 本 実験 の 結果 か ら 交 雑種 が 一 般 的 に 示す 硬化 
病 抵抗 性 や 上 農薬 に 対す る 抵抗 力 に お ける 雑種 強勢 に 関 し 
て は , その 仕組 み の 一 端 を 交雑 種 と 両親 原種 間 の 角 皮 の 
厚 さ の 差異 た 帰す る こと が で きる の で は な いか と 考え ら 
4 る 8 

a 


5| FA 3c 献 
Taxanasul, Y. (1956) 応 動 21: 158~162. 
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農学 将来 計画 を 学術 会 議 に 答申 
前 号 会 報 で 紹介 し た 農学 将来 計画 小 委 員 会 は , その 後 
7 月 11 日 , 75178 (病理 学会 と 合同 の 常任 評議 員 会 ), 


7 月 24 日 , 8 月 16 日 に それ ぞ れ 会 合 を も ち 種 々 討議 を 重 
ね た が , 9 月 8 日 の 小 委 員 会 で 最終 的 に 答申 案 の 決 定 を 


Hic. 本 案 は 10 月 3 日 学術 会 議 に 提出 され た 。 


Review of Applied Entomology 掲載 の 

抄録 に つい て 
ASS, わが国 の 応用 昆虫 学 に 関す る 業績 を 同誌 に 
掲載 レ し 広く 紹介 する 目的 で , 関係 論文 の 抄録 原稿 の 作成 
を 昭和 34 年 以来 京都 大 学 農学 部 内 田 教 授 に 依 嘱 し て きた 
(本 会 誌 策 3 巻 筑 2 号 お よび 入 3 号 会 報 所 載 )。 し か し そ 
の 後 同 誌 の 編集 方 針 が 変っ た と いう 事情 も あっ て , 今後 
学会 と し て 抄録 原稿 を 同誌 に 送付 する と と は 見 合わ せる 
と と に な り ,19 誕 6 日 開催 の 常任 評議 員 会 で この と と が 
決定 され た 。 な お 個人 的 に 同誌 に 抄録 を 送り 掲載 を 依頼 
まる に と つっ いて は 従前 通り 差 黄 えな いら 8s 
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分 場 は 橋本 信行 氏 の 誤り で し た 。 


イィ モチ 、 FRAG SE X= 特に キ ウ リ 、 ス イカ の 病気 に 


メメ Fas 


RR BA と 混ぜ て 使え る イモ チ の 薬 野菜 の 害虫 退治 に 


For 


イモ チ と モン ガレ の 両方 に 効く 果樹 の ダニ 、 ア プラ ムシ に 


FEISS 


ft eee 1 土壌 病害 に 


a mE 


ミカ ン の 病気 に 時 z+ ね ずみ 退治 に 
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三共 農薬 発売 満 40 年 


ャ シマ の 土壌 害虫 防 際 薬 


ネ マ の 防除 に "の 使い 易い 


ネ マ ヒュ ー ム 30( EDB 油 唱 ) 


果樹 、 永 年 作物 の ネ マ の 防除 に 
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+E Ee SO DERRIB. E— |b OAL SE 土壌 病害 防除 に 
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